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周辺監視区域，気象資料等の変更に伴う 

東海第二発電所原子炉設置許可申請書の変更について 

 

 周辺監視区域，気象資料等の変更に伴い，原子炉設置許可申請書の被ばく評

価等に係る以下の記載箇所が変更となる。具体的な変更内容及び変更理由は添

付資料 1～添付資料 4 のとおりである。 

  

・本文九号（気象資料変更に伴う平常運転時の公衆の被ばく評価結果の記載

変更等）・・・【添付資料 1】 

・本文十号（気象資料変更に伴う設計基準事故時の公衆の被ばく評価の気象

期間の記載変更等）・・・【添付資料 1】 

・添付書類六（気象資料の変更に伴う記載変更等）・・・【添付資料 2】 

・添付書類九（周辺監視区域，気象資料等の変更に伴う平常運転時の公衆の

被ばく評価結果の記載変更等）・・・【添付資料 3】 

・添付書類十（気象資料等の変更に伴う設計基準事故時の公衆の被ばく評価

結果の記載変更等）・・・【添付資料 4】 

 

 また，以下については，参考資料 1～参考資料 3 に示す。 

・周辺監視区域変更及びコンクリート密度変更に伴う設置許可基準規則第

二十九条（工場等周辺における直接ガンマ線等からの防護）への影響に

ついて（参考資料 1） 

・被ばく評価に用いた気象資料の代表性（参考資料 2） 

  ・設計基準事故時等の周辺監視区域の変更に伴う線量評価への影響につい

て（参考資料 3） 
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表
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本
文
九

号
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【
添
付
資

料
1
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更

，
②
周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③

線
量
計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織

名
称
の
変
更

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）

 
備
 
考

 
九

 
発
電

用
原
子
炉
施
設

に
お
け

る
放
射
線

の
管
理
に
関
す

る
事
項
 

イ
 
核
燃

料
物
質
及

び
核
燃
料
物
質

に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ

た
物
に
よ
る

放
射
線
被

ば
く
の
管

理
の
方
法
 

(
2
)
 
管
理
区

域
及
び
周

辺
監
視
区

域
の
設
定
 

(
ⅰ
)
 
管

理
区
域
 

炉
室

，
使
用
済

燃
料
の
貯
蔵
施
設
，
放

射
性
廃
棄

物
の
廃
棄

施
設
等
の
場

所
で
あ
っ

て
，
そ

の
場
所

に
お
け
る

外
部
放
射

線
に
係
る
線

量
，
空
気

中
の
放
射

性
物
質

の
濃
度
又
は
放

射
性
物
質

に
よ
っ

て
汚

染
さ
れ
た

物
の
表
面

の
放
射
性
物

質
の
密
度

が
「
実
用

発
電
用

原
子
炉
の
設
置

，
運
転
等

に
関
す

る
規

則
の
規
定

に
基
づ
く

線
量
限
度
等

を
定
め
る

告
示
」（

以
下
「
線
量

限
度
等
を

定
め
る
告
示
」
と
い
う

。
）

に
定
め
ら

れ
た
値
を

超
え
る
か
又

は
そ
の
お

そ
れ
の
あ

る
区
域

は
す
べ
て
管
理

区
域
と
す

る
。
 

実
際

に
は
部
屋

，
建
物
そ
の
他
の
施
設

の
配
置
及

び
管
理
上

の
便
宜
も
考

慮
し
て
，

原
子
炉

建
屋
，

タ
ー
ビ
ン

建
屋
及
び

サ
ー
ビ
ス
建

屋
の
一
部

，
固
体
廃

棄
物
貯

蔵
庫
，
廃
棄
物

処
理
建
屋

，
使
用

済
燃

料
乾
式
貯

蔵
建
屋
，

給
水
加
熱
器

保
管
庫
並

び
に
固
体

廃
棄
物

作
業
建
屋
等
を

管
理
区
域

と
す
る

。
 

な
お

，
新
燃
料

搬
入
時
，
使
用
済
燃
料

輸
送
時
等

，
上
記
管

理
区
域
外
に

お
い
て
一

時
的
に

上
記
管

理
区
域
に

係
る
値
を

超
え
る
か
又

は
そ
の
お

そ
れ
の
あ

る
区
域

が
生
じ
た
場
合

は
，
一
時

管
理
区

域
と

す
る
。
 

                      

九
 
発
電

用
原
子
炉

施
設
に
お
け

る
放
射
線

の
管
理
に

関
す
る

事
項
 

イ
 
核
燃
料
物
質
及

び
核
燃
料
物

質
に
よ

っ
て
汚
染
さ
れ

た
物
に

よ
る
放
射

線
被
ば
く
の
管

理
の
方

法
 

(2
) 

管
理
区
域
及

び
周
辺
監
視
区

域
の
設
定
 

(ⅰ
)
 
管
理
区
域
 

炉
室

，
使
用

済
燃
料
の

貯
蔵

施
設

，
放
射

性
廃
棄

物
の
廃

棄
施

設
等

の
場

所
で

あ
っ
て

，
そ

の
場

所

に
お

け
る

外
部

放
射

線
に

係
る

線
量
，

空
気

中
の

放
射

性
物

質
の
濃

度
又

は
放

射
性

物
質

に
よ
っ

て
汚

染
さ

れ
た

物
の

表
面

の
放

射
性

物
質
の

密
度

が
「

核
原

料
物

質
又
は

核
燃

料
物

質
の

製
錬

の
事
業

に
関

す
る

規
則
の
規
定
に
基
づ
く
線

量
限
度

等
を
定
め

る
告
示
」（

以
下
「
線
量
限

度
等
を
定
め

る
告
示
」
と

い
う

。）
に
定
め
ら

れ
た
値
を
超

え
る
か
又
は

そ
の
お
そ

れ
の
あ

る
区
域
は
す
べ
て
管
理
区

域
と
す

る
。
 

実
際

に
は
部

屋
，
建
物

そ
の

他
の

施
設
の

配
置
及

び
管
理

上
の

便
宜

も
考

慮
し

て
，
原

子
炉

建
屋

，

タ
ー

ビ
ン

建
屋

及
び

サ
ー

ビ
ス

建
屋
の

一
部

，
固

体
廃

棄
物

貯
蔵
庫

，
廃

棄
物

処
理

建
屋

，
使
用

済
燃

料
乾

式
貯
蔵
建
屋
，
給
水
加
熱

器
保
管

庫
並
び
に

固
体
廃
棄
物

作
業
建
屋

等
を
管
理

区
域
と
す
る

。
 

な
お

，
新
燃

料
搬
入
時

，
使

用
済

燃
料
輸

送
時
等

，
上
記

管
理

区
域

外
に

お
い

て
一
時

的
に

上
記

管

理
区

域
に

係
る

値
を

超
え

る
か

又
は
そ

の
お

そ
れ

の
あ

る
区

域
が
生

じ
た

場
合

は
，

一
時

管
理
区

域
と

す
る

。
 

                      

      ・
法

令
の

改
正

に
伴

う
記

載
の

適
正

化
 

                             

添付1-1
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所
 

新
規
制
基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
本
文
九

号
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
【
添
付
資

料
1
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更

，
②
周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③

線
量
計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織

名
称
の
変
更

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）

 
備
 
考

 
ハ
 
周
辺

監
視
区
域

の
外
に
お

け
る
実
効
線

量
の
算
定

の
条
件

及
び
結
果
 

「
線

量
目
標
値

に
関
す
る

指
針
」
に

基
づ
き
，
気
体
廃
棄
物
中

の
希
ガ
ス

か
ら
の
γ

線
，
液
体

廃
棄
物

中
に

含
ま
れ

る
放
射
性

物
質

（
よ

う
素
を

除
く
。
）

並
び

に
気
体

廃
棄

物
中

及
び

液
体

廃
棄

物
中
に

含
ま

れ
る

よ
う
素
に
起
因

す
る
実
効

線
量
を

，「
線
量
目
標

値
に
対
す
る
評
価
指
針
」

に
従
っ
て

評
価
す

る
。
 

(
1
)
 
線
量
の
評
価

条
件
 

(
ⅰ

)
 
気

体
廃
棄
物
中
の

放
射
性

希
ガ
ス
の

γ
線
に
起
因
す

る
実
効

線
量
 

 
 
 
ｂ

．
気
象
条
件
 

気
象
条
件

は
，
現
地

に
お
け
る
1
98
1年

4月
か
ら

19
82
年

3月
ま
で
の

観
測
に
よ

る
実
測
値

を
使
用

す
る

。
 

ｃ
．

計
算
地
点
 

実
効
線
量

の
計
算
は

，
将

来
の
集
落
の

形
成
を
考

慮
し
，
排
気
筒
を

中
心
と
し

て
16
方
位

に
分
割

し
た

う
ち
の
9
方
位
，
北
側
に
つ

い
て
は

周
辺
監
視

区
域
境
界
，

西
側
に
つ

い
て
は
国

道
24
5
号
線
，

南
側

に
つ

い
て

は
独

立
行

政
法

人
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

東
海

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

原
子

力

科
学

研
究
所
の

南
側
周
辺

監
視
区
域
境

界
の
そ
れ

ぞ
れ
の
外

側
に
お

い
て
行
い
，
希

ガ
ス
の

γ
線
に

よ
る

実
効
線
量

が
最
大
と

な
る
地
点
で

の
線
量
を

求
め
る
。

 

(
ⅲ
)
 
気
体
廃
棄
物

中
に
含
ま

れ
る
放

射
性
よ
う
素
に

起
因
す

る
実
効
線

量
 

ｃ
．

計
算
地
点
 

吸
入
摂
取

及
び
葉
菜

摂
取
に
つ
い

て
は
将
来

の
集
落
の

形
成
を

考
慮
し
，
排
気

筒
を
中
心

と
し
て

1
6
方
位
に
分
割
し

た
う
ち
の

9
方
位
，
北
側
に
つ
い
て

は
周
辺
監

視
区
域
境

界
，
西
側
に
つ

い
て
は

国
道

24
5
号
線

，
南
側
に

つ
い
て
は
独

立
行
政
法

人
日
本
原

子
力
研
究
開

発
機
構
東

海
研
究

開
発
セ

ン
タ

ー
原
子
力

科
学
研
究

所
の
南
側
周

辺
監
視
区

域
境
界
の

そ
れ
ぞ

れ
の
外
側
に
お

い
て
，
年
平
均

地
上

空
気
中
濃

度
が
最
大

と
な
る
地
点

と
す
る
。
ま
た

，
牛

乳
摂
取
に
つ

い
て
は
実

在
す
る

乳
牛
飼

養
地

点
の
う
ち

年
平
均
地

上
空
気
中
濃

度
が
最
大

と
な
る
地

点
と
す

る
。
 

(
2
)
 
線
量
の
評
価

結
果
 

人
の

居
住
の
可
能
性

の
あ
る
地

点
に
お

け
る
気
体
廃
棄

物
中
の

希
ガ
ス
の

γ
線
に
よ

る
実
効

線
量
，

液
体

廃
棄

物
中

の
放
射

性
物

質
（

よ
う

素
を

除
く

。
）
に

よ
る

実
効

線
量
並
び

に
気

体
廃

棄
物
中

及
び

液
体

廃
棄

物
中

に
含

ま
れ

る
よ

う
素

を
同

時
に

摂
取

す
る

場
合

の
実

効
線

量
は

，
そ

れ
ぞ

れ
年

間
約

3.
3μ

Sv
，
年
間
約

5.
2μ

Sv
及

び
年
間

約
0.
4μ

Sv
と

な
り
，
合
計
は

年
間
約
9
.
0μ

Sv
で
あ
る

。
 

こ
の

値
は
，「

線
量
目
標
値

に
関
す

る
指
針
」
に

示
さ
れ
る
線
量

目
標
値
の

年
間
5
0
μ
S
vを

下
回
る
。 

な
お
，
原
子

炉
施
設
の

設
計
及
び

管
理
に
よ
っ
て
，
通
常
運
転

時
に
お
い
て
原

子
炉
施
設

か
ら
の

直

接
線

及
び
ス
カ
イ
シ

ャ
イ
ン
線

に
よ
る

空
気
カ
ー
マ
が

，
人

の
居
住
の
可

能
性
の
あ

る
地
域

に
お
い
て

年
間

5
0μ

G
yを

下
回

る
よ
う
に

す
る
。
 

ハ
 

周
辺
監
視

区
域
の
外
に
お
け
る
実

効
線
量
の

算
定
の
条

件
及
び
結
果
 

「
線
量
目

標
値
に
関
す
る
指
針
」
に

基
づ
き
，
気
体
廃
棄
物

中
の
希

ガ
ス
か
ら
の
γ

線
，
液
体

廃
棄
物

中
に

含
ま

れ
る

放
射

性
物

質
（
よ

う
素

を
除
く
。
）
並
び

に
気

体
廃

棄
物
中

及
び
液

体
廃
棄

物
中

に
含

ま

れ
る

よ
う
素
に

起
因
す
る
実
効
線
量
を

，「
線
量
目
標

値
に
対
す

る
評
価
指

針
」
に
従
っ
て

評
価
す

る
。
 

(1
) 

線
量
の

評
価
条
件
 

(
ⅰ
) 

気
体
廃
棄
物

中
の
放
射
性

希
ガ
ス
の

γ
線
に
起

因
す
る
実
効
線
量
 

 
 
 
ｂ

．
気
象
条

件
 

気
象

条
件
は
，
現

地
に
お
け
る

20
05
年

4月
か
ら
20

06
年
3月

ま
で
の
観
測

に
よ
る
実
測
値

を
使
用

す
る
。
 

ｃ
．
線
量

計
算
地
点
 

実
効

線
量
の
計
算
は
，
将

来
の
集

落
の
形
成

を
考
慮
し
，
排
気

筒
を
中
心

と
し
て
16
方
位

に
分
割

し
た
う
ち

の
1
1
方
位
，
北
側
に

つ
い
て

は
周
辺
監

視
区
域
境
界

，
西

側
に
つ
い

て
は
国
道
2
4
5号

線
，

南
側

に
つ

い
て

は
国

立
研

究
開

発
法

人
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

東
海

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

原

子
力
科
学

研
究
所
の
南
側
周
辺
監

視
区
域
境

界
の
そ
れ

ぞ
れ
の
外
側

に
お
い
て

行
い
，
希
ガ

ス
の
γ

線
に
よ
る

実
効
線
量
が
最
大
と
な

る
地
点
で

の
線
量
を

求
め
る
。
 

 
(
ⅲ

) 
気
体
廃
棄

物
中
に
含
ま

れ
る
放

射
性
よ
う
素
に

起
因
す

る
実
効
線

量
 

ｃ
．
線
量

計
算
地
点

 
実
効

線
量
の
計
算
は
，
吸

入
摂
取

，
葉

菜
摂
取
及
び
牛

乳
摂
取

の
被
ば
く

経
路
に
つ
い
て

将
来
の

集
落
の
形

成
を
考
慮
し
，
排
気

筒
を
中

心
と
し
て

16
方
位
に
分

割
し
た
う
ち
の

11
方
位
，
北
側
に

つ
い
て
は

周
辺
監
視
区
域
境
界
，
西
側

に
つ
い
て

は
国
道

24
5
号
線
，
南
側

に
つ
い
て
は
国

立
研
究

開
発

法
人

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
東

海
研

究
開

発
セ

ン
タ

ー
原

子
力

科
学

研
究

所
の

南
側

周

辺
監
視
区

域
境
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の

外
側
に
お

い
て
，
年
平
均

地
上
空

気
中
濃
度

が
最
大
と
な

る
地
点

で
行
う
。
 

 

(2
) 

線
量
の

評
価
結
果
 

人
の

居
住
の
可

能
性
の
あ
る
地
点
に
お

け
る
気
体

廃
棄
物
中

の
希
ガ
ス
の

γ
線

に
よ
る
実

効
線
量
，

液
体

廃
棄

物
中

の
放

射
性

物
質
（

よ
う

素
を
除
く

。
）

に
よ

る
実

効
線

量
並

び
に
気

体
廃

棄
物

中
及

び

液
体

廃
棄

物
中

に
含

ま
れ

る
よ

う
素

を
同

時
に

摂
取

す
る

場
合

の
実

効
線

量
は

，
そ

れ
ぞ

れ
年

間
約

2.
8
μ
Sv
，
年
間
約

5.
2μ

S
v及

び
年
間

約
0.
4μ

S
vと

な
り
，
合

計
は
年
間

約
8.
4μ

Sv
で
あ

る
。
 

こ
の

値
は
，「

線
量

目
標
値
に
関

す
る
指
針
」
に

示
さ
れ
る
線

量
目
標
値
の

年
間
5
0μ

Sv
を
下

回
る
。 

な
お
，
原
子
炉
施
設
の
設
計
及
び

管
理
に
よ

っ
て
，
通
常
運
転

時
に
お
い

て
原
子
炉

施
設
か
ら
の

直

接
γ

線
及
び
ス

カ
イ
シ
ャ

イ
ン
γ
線
に

よ
る
空
気

カ
ー
マ
が

，
人

の
居
住
の

可
能
性
の
あ
る

地
域
に
お

い
て

年
間
5
0μ

G
yを

下
回
る
よ

う
に
す

る
。
 

       ・
①

 
  ・

②
，

③
（

周
辺

監
視

区
域

境

界
変

更
に

伴
う

N
N

E
方

位

評
価
点
の

追
加
及
び

SS
E
方

位
に

あ
る

海
を

隔
て

た
陸

地

（
常

陸
那

珂
火

力
発

電
所

）

を
評
価
点

と
し
て
追

加
）

 
・

乳
牛

の
飼

養
地

が
な

く
な

っ

た
た

め
変

更
（

葉
菜

摂
取

及

び
吸

入
摂

取
と

同
様

の
最

大

の
濃
度
地

点
で
代
表

）
 

・
④

 
  ・

①
 

・
③

（
周

辺
監

視
区

域
境

界
変

更
に

伴
う

N
N

E
方

位
評

価

点
の
追
加

）
 

・
先

行
プ

ラ
ン

ト
の

記
載

の
反
 

映
 

・
周

辺
監

視
区

域
の

変
更

に
伴

う
直

接
線

及
び

ス
カ

イ
シ

ャ

イ
ン

線
の

評
価

結
果

へ
の

影

響
は

な
い

こ
と

を
確

認
し

て

い
る
。
（
参
考
資
料

1
参
照
） 

 
 

 

添付1-2



東
海
第
二
発
電
所
 
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
本
文
十

号
）
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【
添
付
資

料
1】

 

①
気
象
期

間
の
変
更

，
②
周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③

線
量
計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織

名
称
の
変
更

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）

 
備
 
考

 
十

 
発

電
用

原
子

炉
の

炉
心

の
著

し
い

損
傷

そ
の

他
の

事
故

が
発

生
し

た
場

合
に

お
け

る
当

該
事

故
に

対
処

す
る

た
め
に
必
要
な

施
設
及
び

体
制
の

整
備
に
関
す
る

事
項
 

ロ
 

設
計

基
準

事
故

 
事

故
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

設
備

並
び

に
発

生
す

る
と

想
定

さ
れ

る
事

故
の

程
度

及
び
影
響

の
評
価
を

行
う
た
め
に

設
定
し
た

条
件
及
び

そ
の
評

価
の
結
果
 

(
2
)
 
解
析
条
件
 

(ⅲ
) 

環
境
へ
の
放
射
性

物
質
の

異
常
な
放

出
 

 
 
 
a
．
放

射
性
気
体

廃
棄
物
処
理
施

設
の
破
損
 

(
f
)
 
大

気
中
に

放
出
さ
れ

る
希

ガ
ス

は
換

気
空

調
系

の
作
動

を
考

慮
す
る
の

で
排

気
筒
か

ら
放

出
さ

れ
る
も
の

と
す
る
。
放
出
さ
れ

た
希
ガ

ス
に
よ
る
γ
線

空
気
カ

ー
マ
は
，
現
地

に
お
け
る
1
9
8
1年

4

月
か

ら
1
98
2
年

3
月

ま
で

の
気

象
観

測
に

よ
る

実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相

対
濃
度
に

希
ガ
ス
の
全
放

出
量
を

乗
じ
て
求

め
る
。
 

b
．

主
蒸
気
管

破
断
 

(
v
)
 
主

蒸
気
隔

離
弁
閉
止

後
，

主
蒸

気
隔

離
弁

を
通

し
て
大

気
へ

放
出
さ
れ

る
核

分
裂
生

成
物

に
よ

る
非
居

住
区

域
境

界
外

で
地

表
空

気
中

濃
度

は
，

現
地

に
お

け
る

1
9
81
年

4
月

か
ら

19
8
2
年
3
月

ま

で
の
気

象
観

測
に

よ
る

実
測
値

及
び

実
効

放
出

継
続

時
間
よ

り
求

め
た
相
対

濃
度

に
核

分
裂
生

成

物
の
全
放

出
量
を
乗
じ
て

求
め
る

。
 

ま
た
，

非
居

住
区

域
境

界
外

で
の

希
ガ

ス
及

び
ハ

ロ
ゲ

ン
等

に
よ

る
γ

線
空

気
カ
ー

マ
は
，

現

地
に
お

け
る

19
81
年

4月
か
ら

19
82
年

3月
ま

で
の
気

象
観
測

に
よ

る
実
測
値

及
び

実
効

放
出

継
続

時
間
よ
り

求
め
た
相
対
濃

度
に
希

ガ
ス
及
び

ハ
ロ
ゲ
ン
等
の

全
放
出

量
を
乗
じ

て
求
め
る
。
 

c
．

燃
料
集
合

体
の
落
下
 

(
l
)
 
非

居
住

区
域

境
界

外
で

の
地

表
空

気
中

濃
度

は
，
現
地
に
お
け

る
1
9
81
年

4
月
か
ら
1
9
8
2
年
3
月

ま
で
の

気
象

観
測

に
よ

る
実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時
間

よ
り

求
め
た
相

対
濃

度
に

核
分
裂

生

成
物
の
全

放
出
量
を
乗
じ

て
求
め

る
。
 

(
m
)
 
非
居
住

区
域
境
界
外
で
の

希
ガ
ス

に
よ
る
γ

線
空
気
カ
ー

マ
は
，
現

地
に
お
け

る
19
81
年

4月
か

ら
1
9
82

年
3
月

ま
で

の
気

象
観

測
に

よ
る

実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

濃

度
に
希
ガ

ス
の
全
放
出
量

を
乗
じ

て
求
め
る

。
 

d
．

原
子
炉
冷

却
材
喪
失
 

(
o
)
 
非

居
住

区
域

境
界

外
で

の
地

表
空

気
中

濃
度

は
，
現
地
に
お
け

る
1
9
81
年

4
月
か
ら
1
9
8
2
年
3
月

ま
で
の

気
象

観
測

に
よ

る
実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時
間

よ
り

求
め
た
相

対
濃

度
に

核
分
裂

生

成
物
の
全

放
出
量
を
乗
じ

て
求
め

る
。
 

(
p
)
 
非
居
住

区
域
境
界
外
で
の

希
ガ
ス

に
よ
る
γ

線
空
気
カ
ー

マ
は
，
現

地
に
お
け

る
19
81
年

4月
か

ら
1
9
82

年
3
月

ま
で

の
気

象
観

測
に

よ
る

実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

濃

度
に
希
ガ

ス
の
全
放
出
量

を
乗
じ

て
求
め
る

。
 

e
．

制
御
棒
落

下
 

(
l
)
 
非

居
住

区
域

境
界

外
で

の
地

表
空

気
中

濃
度

は
，
現
地
に
お
け

る
1
9
81
年

4
月
か
ら
1
9
8
2
年
3
月

ま
で
の

気
象

観
測

に
よ

る
実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時
間

よ
り

求
め
た
相

対
濃

度
に

核
分
裂

生

成
物
の
全

放
出
量
を
乗
じ

て
求
め

る
。
 

十
 

発
電

用
原

子
炉

の
炉

心
の

著
し

い
損

傷
そ

の
他

の
事

故
が

発
生

し
た

場
合

に
お

け
る

当
該

事
故

に
対

処

す
る

た
め
に
必

要
な
施
設
及
び
体
制
の

整
備
に
関

す
る
事
項

 

ロ
 

設
計

基
準

事
故

 
事

故
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

設
備

並
び

に
発

生
す

る
と

想
定

さ
れ

る
事

故
の

程
度
及
び

影
響
の
評
価
を
行
う
た

め
に
設
定

し
た
条
件

及
び
そ
の
評

価
の
結
果
 

(2
) 

解
析
条

件
 

(
ⅲ
) 

環
境
へ
の
放

射
性
物
質
の

異
常
な
放

出
 

 
 
 
a
．
放
射
性
気
体

廃
棄
物
処

理
施
設
の

破
損
 

(
f)
 
大

気
中

に
放
出
さ

れ
る

希
ガ
ス

は
換
気

空
調
系

の
作

動
を

考
慮

す
る

の
で

排
気
筒

か
ら

放
出

さ

れ
る
も
の

と
す
る
。
放
出

さ
れ
た
希
ガ

ス
に
よ
る

γ
線

空
気
カ
ー
マ

は
，
現
地
に
お

け
る
20
0
5年

4

月
か

ら
2
00
6
年

3
月

ま
で

の
気

象
観

測
に

よ
る

実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相

対
濃
度
に

希
ガ
ス
の

全
放
出
量

を
乗
じ
て
求

め
る
。
 

b
．
主
蒸
気
管

破
断
 

(
v)
 
主

蒸
気

隔
離
弁
閉

止
後

，
主
蒸

気
隔
離

弁
を
通

し
て

大
気

へ
放

出
さ

れ
る

核
分
裂

生
成

物
に

よ

る
非
居

住
区
域
境

界
外

で
地
表
空

気
中
濃

度
は
，

現
地

に
お
け
る

20
05
年

4
月
か

ら
2
00
6年

3月
ま

で
の
気

象
観
測
に

よ
る

実
測

値
及
び

実
効
放

出
継
続

時
間

よ
り

求
め

た
相

対
濃
度

に
核

分
裂

生
成

物
の
全
放

出
量
を
乗

じ
て
求
め

る
。
 

ま
た
，

非
居
住
区

域
境

界
外
で
の

希
ガ
ス

及
び
ハ

ロ
ゲ

ン
等
に
よ

る
γ
線

空
気

カ
ー

マ
は

，
現

地
に
お

け
る

20
05

年
4
月
か
ら

20
06

年
3月

ま
で
の
気

象
観

測
に

よ
る

実
測

値
及
び

実
効

放
出
継

続

時
間
よ
り

求
め
た
相

対
濃
度
に

希
ガ
ス
及
び

ハ
ロ
ゲ
ン

等
の
全

放
出
量
を
乗
じ

て
求
め
る

。
 

c
．
燃
料
集
合

体
の
落
下
 

(
l
)
 
非

居
住

区
域
境
界

外
で

の
地
表

空
気
中

濃
度
は

，
現

地
に

お
け

る
2
0
05
年

4
月
か

ら
2
0
0
6
年
3
月

ま
で
の

気
象
観
測

に
よ

る
実

測
値
及

び
実
効

放
出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対
濃

度
に

核
分

裂
生

成
物
の
全

放
出
量
を

乗
じ
て
求

め
る
。
 

(
m)
 
非
居
住

区
域
境
界

外
で
の
希

ガ
ス
に
よ
る
γ

線
空
気
カ

ー
マ
は
，
現
地
に
お

け
る
20
05

年
4月

か

ら
2
0
06

年
3
月

ま
で

の
気

象
観

測
に

よ
る

実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

濃

度
に
希
ガ

ス
の
全
放

出
量
を
乗

じ
て
求
め
る

。
 

d
．
原
子
炉
冷

却
材
喪
失
 

(
o
)
 
非

居
住

区
域
境
界

外
で

の
地
表

空
気
中

濃
度
は

，
現

地
に

お
け

る
2
0
05
年

4
月
か

ら
2
0
0
6
年
3
月

ま
で
の

気
象
観
測

に
よ

る
実

測
値
及

び
実
効

放
出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対
濃

度
に

核
分

裂
生

成
物
の
全

放
出
量
を

乗
じ
て
求

め
る
。
 

(
p)
 
非
居
住

区
域
境
界

外
で
の
希

ガ
ス
に
よ
る
γ

線
空
気
カ

ー
マ
は
，
現
地
に
お

け
る
20
05

年
4月

か

ら
2
0
06

年
3
月

ま
で

の
気

象
観

測
に

よ
る

実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

濃

度
に
希
ガ

ス
の
全
放

出
量
を
乗

じ
て
求
め
る

。
 

e
．
制
御
棒
落

下
 

(
l
)
 
非

居
住

区
域
境
界

外
で

の
地
表

空
気
中

濃
度
は

，
現

地
に

お
け

る
2
0
05
年

4
月
か

ら
2
0
0
6
年
3
月

ま
で
の

気
象
観
測

に
よ

る
実

測
値
及

び
実
効

放
出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対
濃

度
に

核
分

裂
生

成
物
の
全

放
出
量
を

乗
じ
て
求

め
る
。
 

        ・
①

 
                            

添付1-3



東
海
第
二
発
電
所
 
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
本
文
十

号
）
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【
添
付
資

料
1】

 

①
気
象
期

間
の
変
更

，
②
周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③

線
量
計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織

名
称
の
変
更

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）

 
備
 
考

 
(
m
)
 
非
居
住

区
域
境
界
外
で
の

希
ガ
ス

に
よ
る
γ

線
空
気
カ
ー

マ
は
，
現

地
に
お
け

る
19
81
年

4月
か

ら
1
9
82

年
3
月

ま
で

の
気

象
観

測
に

よ
る

実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

濃

度
に
希
ガ

ス
の
全
放
出
量

を
乗
じ

て
求
め
る

。
 

(
3
)
 
評
価
結
果
 

(
v
)
 

非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
実
効

線
量
に
つ
い

て
は
，
主
蒸
気

管
破
断
の
場

合
が
最
も
大
き

く
，

約
1.

8×
1
0
－

１
m
S
vで

あ
り
，
周

辺
の
公
衆
に

対
し
，

著
し
い
放

射
線
被
ば
く

の
リ
ス
ク
を

与
え
る

こ
と

は
な
い
。
 

 
  

(
m)
 
非
居
住

区
域
境
界

外
で
の
希

ガ
ス
に
よ
る
γ

線
空
気
カ

ー
マ
は
，
現
地
に
お

け
る
20
05

年
4月

か

ら
2
0
06

年
3
月

ま
で

の
気

象
観

測
に

よ
る

実
測

値
及

び
実

効
放

出
継

続
時

間
よ

り
求

め
た

相
対

濃

度
に
希
ガ

ス
の
全
放

出
量
を
乗

じ
て
求
め
る

。
 

(3
) 

評
価
結

果
 

(
v
)
 
非
居

住
区
域

境
界
外

で
の

実
効

線
量

に
つ

い
て
は

，
主
蒸

気
管

破
断

の
場
合

が
最
も

大
き

く
，

約
1.
8×

10
－
１
m
S
vで

あ
り
，
周

辺
の
公

衆
に
対

し
，
著
し
い
放

射
線
被
ば

く
の
リ

ス
ク
を
与
え
る

こ
と
は
な
い
。
 

 
  

・
①

 
   

 

添付1-4



東
海
第
二
発
電
所
 
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
添
付
書

類
六
）

 
【
5.
気
象
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
添
付
資

料
2
】

 
 

 
 

 

①
：

気
象
期
間

の
変
更
，

②
：
気
象
設

備
の
変
更

，
③
：
記

載
の
適
正
化

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 
考

 
5
.
 
気
 

象
 

5.
2 

最
寄
り

の
気
象
官

署
の
資
料
に
よ

る
一
般
的

気
象
 

5.
2.
3 
最

寄
り
の
気
象
官

署
に
お

け
る
一
般

的
気
象

(
2)
(3
) 

(1
) 

一
般
的

な
気
象
 

水
戸

地
方
気
象

台
，
銚
子
地
方

気
象
台

及
び
小
名

浜
測
候
所
に

お
け
る
一

般
的
気
象

に
関
す
る
統

計
を

第
5
.
2
-2
表
～

第
5,
2
-
4表

に
示
す

。
 

年
平

均
気
温
，

最
高
気
温
，
最

低
気
温

，
降
水
量

，
風
速
と
も

水
戸
地
方

気
象
台
と

小
名
浜
測
候

所
で

は
ほ
ほ
同

様
な
値
を

示
し
て
い
る

が
,
銚
子

地
方
気
象
台
で
は

冬
期
の

最
低
気
温

が
わ
ず
か
に

高
く
な
っ

て
い
る
。
 

(2
) 

極
値
 

第
5
.
2
-
2
表
～

第
5.
2
-
4
表
に

示
し
た
，
最

寄
り
の
気

象
官
署

の
気
候
表
に
よ

る
と
，
こ

の
地
域

は
必
ず

し
も
厳
し

い
気
象
条

件
が
現
わ
れ

る
所
で
は

な
く
，
温

和
な
気
候
を

示
し
て
い

る
。
 

こ
れ
ら
の

気
象
官
署

に
お
け
る
観

測
開
始
か
ら

1
98
0
年

ま
で
の

極
値
を
第

5.
2-
5
表
～
第

5
.2
-
31

表
に

示
す
｡こ

れ
に

よ
れ
ば
各

官
署
と
も

同
程
度
の

極
値
を
示
し
て

い
る
。
 

水
戸
地
方

気
象
台
の

観
測
記
録
に

よ
れ
ば
，
日

最
高
気
温

36
.6
℃
（

1
96
7
年

8
月

11
日
），

日
最
低
気

温

-
1
2
.
7℃

（
1
9
52

年
2
月

5
日
）
，
日
最
大

降
水
量

27
6.
6m
m（

1
9
3
8
年

6
月

2
9
日

），
最
大
積
雪

の
深
さ

3
2
cm

（
1
9
45

年
2
月

26
日
）
，
最
大
瞬

間
風
速

4
4
.2
m
／
s
（
19
3
9
年

8
月

5
日
）

で
あ
る
。
 

銚
子
地
方

気
象
台
は

,日
最
高
気
温

35
.
3℃

(
1
96
2
年

8
月

4
日
)
,日

最
低
気
温

-
6.
2
℃
（
1
9
70

年
1
月

1
7
日
），

日
最

大
降
水
量

3
1
1.
4
m
m（

1
9
4
7
年

8
月

28
日

）
,
最
大
積

雪
の
探
さ

1
7c
m（

19
3
6
年

3
月

2
日
），

最
大
瞬
間

風
速

49
.
O
m／

s（
1
9
7
1
年

9
月

8
日

）
で
あ
る
。
 

 (
記
載
な
し

) 

               

5
.
 
気
 

象
 

5
.2
 
最

寄
り
の
気
象
官

署
の
資
料

に
よ
る
一

般
気
象
 

5
.2
.3

 最
寄
り
の
気

象
官
署
に
お

け
る
一
般

気
象
（
5.

2.
4
に
係
る

も
の
を
除

く
。
）

(
2)
(3
)  

 
(1
) 

一
般
的
な
気

象
 

水
戸
地
方
気
象

台
，
銚
子

地
方
気

象
台
及
び
小
名

浜
測
候
所

に
お
け

る
一
般
的
気
象

に
関
す

る
統
計
を

第
5.

2
-2
表
～
第

5,
2-
4表

に
示

す
。
 

年
平
均
気

温
，
最
高
気
温
，
最

低
気
温
，
降
水
量
，
風
速
と

も
水
戸

地
方
気
象

台
と
小
名
浜

測
候
所
で

は
ほ

ほ
同
様
な
値
を

示
し
て
い

る
が
,銚

子
地
方
気
象

台
で
は
冬
期
の
最
低
気
温

が
わ
ず
か

に
高
く

な
っ

て
い

る
。
 

(
2
)
 
極

値
 

第
5
.2
-2

表
～
第

5.
2-
4
表
に

示
し
た

，
最
寄
り

の
気
象
官
署

の
気
候
表

に
よ
る
と

，
こ
の
地
域

は
必
ず

し
も

厳
し
い
気
象
条

件
が
現
わ

れ
る
所

で
は
な
く
，
温

和
な
気

候
を
示
し

て
い
る
。
 

こ
れ

ら
の
気
象
官
署

に
お
け
る

観
測
開

始
か
ら

1
98
0
年
ま
で
の

極
値
を
第

5
.
2
-5

表
～
第

5
.2
-
31

表
に

示
す

｡こ
れ
に
よ
れ

ば
各
官
署
と
も

同
程
度
の

極
値
を
示

し
て
い
る
。
 

水
戸

地
方
気
象
台
の

観
測
記
録

に
よ
れ

ば
，
日
最
高

気
温

36
.6
℃
（
19
6
7
年

8
月

11
日

），
日
最
低
気

温

-
1
2
.
7℃

（
1
9
52

年
2
月

5
日
）
，
日
最

大
降
水
量

27
6
.
6
mm
（
1
9
3
8
年

6
月

2
9
日
），

最
大
積

雪
の
深
さ

3
2
cm

（
19

45
年

2
月

26
日
）
，
最
大
瞬

間
風
速

4
4
.2
m
／
s
（

19
3
9
年

8
月

5
日
）
で
あ

る
。
 

銚
子

地
方
気
象
台
は

,日
最
高
気
温

35
.3
℃

(1
96
2
年

8
月

4
日
)
,日

最
低
気
温

-6
.2
℃
（

19
70

年
1
月

1
7
日

），
日
最
大
降

水
量

3
1
1.
4
m
m（

19
4
7
年

8
月

28
日
）
,
最

大
積
雪
の

探
さ

1
7c
m（

19
3
6
年

3
月

2
日
），

最
大

瞬
間
風
速

49
.
O
m／

s（
1
9
7
1
年

9
月

8
日

）
で
あ
る
。

 

 

5
.2
.4

 発
電
用
原
子

炉
設
置
許
可

申
請
書
（

総
室
発
第

31
号
）
に

係
る
最
寄

り
の
気
象

官
署
に
お
け

る
一
般

気
象

 
 

(1
) 

一
般
気
象
 

水
戸
地
方

気
象
台
，
銚

子
地
方
気

象
台
及
び

小
名
浜
特
別
地

域
気
象

観
測
所
に

お
け
る
一
般

気
象
に
関

す
る

統
計
を
第

5.
2
－
3
2
表
か
ら
第

5
.
2－

3
4
表

に
示
す
。

 

3
官
署
の

う
ち
，
年
平
均

気
温
は

水
戸
地
方

気
象
台
と
小
名

浜
特
別

地
域
気
象

観
測
所
の

2
官
署
は
ほ

ぼ
等

し
い
値
を

示
す
が
，
銚
子
地
方
気

象
台
は
他
の

2
官
署
よ

り
も
約

2℃
高
く
，
年
間

降
水
量
は

25
0

～
3
0
0
mm

程
度
多
い
。
ま
た
，

年
平
均

風
速
は
水

戸
地
方
気
象

台
と
小
名

浜
特
別
地

域
気
象
観
測

所
は
そ

れ
ぞ
れ

2
.
2m
／

s
及
び

2
.
8m
／

s
で
あ
る
が
，
銚
子

地
方
気
象
台
は

5
.
7m
／

s
と
他
の

2
官
署
の

2
倍
以

上
の

大
き
さ
と

な
っ
て
い
る
。
 

(
2
)
 
極

値
 

第
5
.
2－

3
5
表
か
ら
第

5
.
2－

5
2
表

に
示
す
最

寄
り
の
気
象

官
署
の
観
測

記
録
か
ら

み
れ
ば
，
こ
の
地

域
は

比
較
的
温

暖
で
あ
る
が
や
や
風
が

強
い
気
象

条
件
で
あ

る
。
 

水
戸
地
方

気
象
台
の
観
測
記
録
に

よ
れ
ば
，
最

高
気
温

38
.4
℃
（
1
99
7
年

7
月

5
日
），

最
低

気
温
－

1
2
.
7
℃
（
1
95
2
年

2
月

5
日
），

日
最

大
降
水
量

2
76
.6
m
m（

19
38

年
6
月

29
日

），
積
雪
深

さ
の
月
最

 ・
③

 
                   ・

①
（

新
規

制
基

準
の

適
合

性

係
る

変
更

申
請

に
関

連
す

る

一
般

気
象

及
び

極
値

の
追

記

（
2
0
1
2
年

ま
で
の
デ

ー
タ
に

更
新
））

 

           

添付2-1



東
海
第
二
発
電
所
 
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
添
付
書

類
六
）

 
【
5.
気
象
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
添
付
資

料
2
】

 
 

 
 

 

①
：

気
象
期
間

の
変
更
，

②
：
気
象
設

備
の
変
更

，
③
：
記

載
の
適
正
化

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 
考

 
 （

記
載
な

し
）
 

  

大
値

32
cm
（
1
94
5
年

2
月

26
日
）
及
び
最

大
瞬
間
風

速
44
.2
m／

s
（
19
39

年
8
月

5
日

）
で
あ
る
。
 

銚
子
地
方

気
象
台
の
観
測
記
録
に

よ
れ
ば
，
最

高
気
温

35
.3
℃
（
1
96
2
年

8
月

4
日
），

最
低

気
温
－

7
.
3
℃
（
1
8
93

年
2
月

13
日
）
，
日
最

大
降
水
量

3
11
.6
m
m（

19
47

年
8
月

28
日

），
積
雪
深

さ
の
月
最

大
値

17
cm
（
1
93
6
年

3
月

2
日

）
及
び

最
大
瞬
間
風
速

52
.2
m／

s（
20
02

年
1
0
月

1
日

）
で
あ
る
。
 

小
名
浜
特

別
地
域
気
象
観
測
所
の

観
測
記
録

に
よ
れ
ば

，
最
高
気
温

37
.7
℃
（

19
94

年
8
月

3
日
），

最
低

気
温
－
1
0
.
7℃

（
1
9
5
2
年

2
月

5
日
），

日
最
大
降
水
量

22
7.
2
mm
（
19
6
6
年

6
月

28
日
），

積
雪

深
さ

の
月
最
大
値

2
8
cm
（
19
4
5
年

2
月

26
日
），

及
び

最
大
瞬

間
風
速

48
.1
m
／
s
（
20
0
2
年

10
月

1

日
）

で
あ
る
。
 

 5
.2
.5
 

そ
の
他
の
資
料

に
よ
る
一

般
気
象
 

5
.
2
.
5
.1
 
竜
 
 
巻
 

気
象
庁
「
竜

巻
等
の
突

風
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」（

1
9
6
1～

20
12

年
）
に
よ
れ

ば
，「

竜
巻
」
及
び
「
竜

巻
又

は
ダ

ウ
ン

バ
ー

ス
ト

」
の

被
害
状

況
か

ら
推
定
し

た
竜

巻
の
規

模
は

，
茨
城
県

に
お

い
て

，
最
大

で
F
3

で
あ

る
。
 

5
.
2
.
5
.2
 
森
林
火
災
 

森
林
火
災

検
討
に
関
係
す
る
発
電

所
の
最
寄

り
の
気
象

観
測
所
（
水
戸
地

方
気
象
台

）
の
気

象
デ
ー
タ

（
最

高
気
温
，
最
大
風
速
，
最
大

風
速
記
録
時
の
風
向
，
最

小
湿
度

）（
20
0
7
年

～
20
16

年
）
及
び
発
電

所
の

位
置
す
る

茨
城
県
の
「
消
防

防
災
年
報

」（
茨

城
県

2
00
6
年
～
2
0
15

年
）
に
つ

い
て
，
第

5
.
2－

5
3

表
に

示
す
。
ま
た
，
森
林
火
災
発
生
件
数

の
多
い

1
2
月

～
5
月
に

お
け
る
最

寄
り
の
気
象
観

測
所
（
水

戸

地
方

気
象
台
）

及
び
発
電
所
の
気
象
デ

ー
タ
（
卓

越
風
向
）

に
つ
い
て
，
第

5.
2－

5
4
表
に

示
す
。
 

 

・
①

（
新

規
制

基
準

の
適

合
性

係
る

変
更

申
請

に
関

連
す

る

一
般

気
象

及
び

極
値

の
追

記

（
2
0
1
2
年

ま
で
の
デ

ー
タ
に

更
新
））

 

     ・
新

規
制

基
準

の
適

合
性

に
係

る
竜

巻
及

び
森

林
火

災
に

お

け
る
記
載

の
反
映
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東
海
第
二
発
電
所
 
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
添
付
書

類
六
）

 
【
5.
気
象
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
添
付
資

料
2
】

 
 

 
 

 

①
：

気
象
期
間

の
変
更
，

②
：
気
象
設

備
の
変
更

，
③
：
記

載
の
適
正
化

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 
考

 
5.

3 
敷
地

で
の
気
象
観
測
 

本
発

電
所
の
安
全
解

析
に
使
用

す
る
気

象
条
件
を
決
め

る
際
の

資
料
を
得

る
た
め
，
本
発

電
所
敷

地
内
に

｢
発
電
用

原
子
炉
施

設
の
安
全
解
析

に
関
す
る

気
象
指
針

｣（
以

下
｢気

象
指

針
｣と

い
う
｡）

に
基

づ
き
，
気

象
設
備
を

設
置
し
，

風
向
，
風

速
，
日
射
量

，
放
射
収

支
量
，

気
温
差
等

の
観
測
を
行
っ

て
い
る

｡ 

以
上

の
観
測
に
使
用

し
た
気
象

測
器
の

種
類
，
設

置
位
置
及

び
観
測

期
間
を
第
5
.3
－
1表

に
，
観

測
点
の

配
置
を
第

5
.3
－

1図
及
び
第
5.
3－

2図
に
示
す
。
 

 5.
3.
1 
気

象
観
測
点
の
状

況
 

（
1
）
排
気
筒

高
さ
付
近

を
代
表
す
る
風

向
風
速
の

観
測
点
 

東
海

第
二
発
電

所
の
排
気
筒
高

さ
付
近

を
代
表
す

る
風
向
風
速

の
資
料
を

得
る
た
め

，
敷
地
内
の

平
坦

地
(
標
高
約

8m
)に

あ
る
高
さ
約
1
32
m(
標
高

約
14
0m
)の

排
気
筒
支
持

鉄
塔
を
利

用
し
て
，

風
向
風
速
の

観

測
を
行
っ

た
｡ 

な
お

，
風
向
風

速
計
は
，
排
気

筒
の
影

響
を
考
慮

し
て
，
三
方

向
に
取
付

台
を
設
け

約
8m
排
気
筒

か
ら

離
れ
た
位

置
に
，
そ

れ
ぞ
れ
設
置

し
て
い
る

｡ 

ま
た

，
東
海
発
電
所

の
排
気
筒

高
さ
付

近
を
代
表
す
る

風
向
風

速
の
資
料

を
得
る
た

め
,東

海
発
電

所
原

子
炉
建
屋

屋
上
（
標

高
約
6
1
m）

に
，
高
さ
約
10
m（

標
高
約
7
1
m
）
の
支
柱
を

設
置
し

，
風
向
風

速
の
観
測

を
行
っ
た

｡ 

（
2
）
地
上
風

を
代
表
す

る
観
測
点
 

敷
地

を
代
表
す

る
地
上
風
の
資

料
を
得

る
た
め
，
敷

地
内
の
平
坦
地
（

標
高
約
8
m）

に
高
さ
約
1
0
m（

標

高
約
1
8m
）
の

鉄
塔
を
設

置
し
，
風

向
風
速
の

観
測
を
行
っ
た

｡ 

 （
3
）
大
気
安

定
度
を
求

め
る
た
め
の
風

速
，
日
射

量
及
び
放

射
収
支
量
の
観
測
点
（

露
場
）
 

大
気

安
定
度
を

求
め
る
た
め
に

は
，
平

地
で
の
風

速
，
日
射
量

，
放
射
収

支
量
が
必

要
で
あ
る
｡ 

風
速

に
つ
い
て

は
，
地
上
風
を

代
表
す

る
観
測
点

で
測
定
し
た

風
速
を
使

用
す
る
。
 

ま
た

，
日
射
量

及
び
放
射
収
支

量
に
つ

い
て
は
，

地
上
風
を
代

表
す
る
観

測
点
付
近

の
平
坦
地
（

標
高

約
8m
）
に

設
置
し
た

露
場
で
観
測

を
行
っ
た

。
な
お
，

露
場
で
は
降

水
量
の
観

測
も
行
っ

た
｡ 

 （
4
）
気
温
差

観
測
点
 

高
さ

約
13
2m
(標

高
約
14
0m

)の
排
気
筒

支
持
鉄
塔

を
利
用
し
て

，
気
温
，

気
温
差
の

観
測
を
行
っ

た
｡ 

        

5
.3
 敷

地
に
お
け
る

気
象
観
測
 

発
電

所
の

安
全

解
析

に
使

用
す
る

気
象

条
件
を
決

め
る

際
の
資

料
を

得
る

た
め

，
「

発
電
用

原
子

炉
施

設

の
安

全
解
析
に

関
す
る
気
象
指
針
」（

以
下
「
気

象
指
針
」
と
い

う
。
）
に

基
づ
き
，
発
電
所

敷
地
内

で
風
向
，

風
速

，
日
射
量

，
放
射
収
支
量
等
の
観

測
を
行
っ

て
い
る
。

 

以
上

の
観
測
に

使
用
し
た
観
測
位
置
，

気
象
測
器

の
種
類
及

び
観
測
期
間

を
第

5.
3－

1
表
に
，

気
象
観

測
設

備
配
置
を
第

5
.
3－

1
図
及

び
第

5
.
3－

2
図
に
示

す
。
 

 

5
.
3
.
1
 気

象
観
測
点

の
状
況
 

（
1
）
排

気
筒
高
さ
付
近

の
風
向
風

速
を
代
表

す
る
観
測
点
（

Ａ
点
，

Ｄ
点
）
 

排
気
筒
高
さ
付

近
を
代
表

す
る
風

向
風
速
の
資
料

を
得
る
た

め
，
敷

地
内
の
平
坦
地

（
標
高

8
m
）
に
ド

ッ
プ

ラ
ー
ソ
ー
ダ
を

設
置
し
，
東
海
発
電

所
の
排
気

筒
高
さ
に
相
当

す
る
標
高

89
m（

地
上

高
81
m
）
及

び

東
海

第
二
発
電
所
の

排
気
筒
高

さ
に
相

当
す
る
標
高

1
4
8m
（
地

上
高

1
4
0m
）
の
風
向
風
速

の
観
測
を
行

っ

た
。

こ
の
観

測
点
は
周

囲
の

障
害

物
の
影

響
を
受

け
る
こ

と
が

な
く

，
排

気
筒

高
さ
付

近
の

風
向

風
速

を

代
表

し
て
い
る
。
 

   （
2
）
地

上
風
を
代
表
す

る
観
測
点

（
Ａ
点
，

Ｄ
点
）
 

敷
地
を
代
表
す

る
地
上
風

の
資
料

を
得
る
た
め
，

敷
地
内
の

平
坦
地

（
標
高

8
m
）
に
高
さ

1
0
m
の
観
測

柱
を

設
置
し
，
標
高

1
8
m（

地
上
高

10
m）

の
風

向
風
速
の
観
測

を
行
っ

た
。
こ
の
観

測
点
は
周
囲
の

障
害

物
の

影
響
を
受
け
る

こ
と
が
な

く
，
平

坦
地
で
あ
る
の

で
，
敷

地
の
地
上

風
を
代
表
し
て

い
る
。
 

（
3
）
大

気
安
定
度
を
求

め
る
た
め

の
風
速
，

日
射
量
及
び
放

射
収
支

量
の
観
測

点
（
Ａ
点
，

Ｄ
点
）
 

大
気

安
定
度
を

求
め
る
に
は
，
平
地
で

の
風
速
，

日
射
量
及

び
放
射
収
支

量
が
必
要

で
あ
る

。
 

風
速

に
つ
い
て

は
，
地
上
風
を
代
表
す

る
観
測
点

（
Ａ
点
，

Ｄ
点
）
で
観

測
し
た
値

を
使
用

し
た
。
 

ま
た
，
日

射
量
及
び

放
射

収
支

量
に
つ

い
て
は

，
敷
地

内
の

平
坦

地
に

設
置

し
た
露

場
の

観
測

点
（

Ａ

点
，

Ｄ
点
）
で
観
測

し
た
値
を

使
用
す

る
。
 

 （
削
 
除

）
 

         

・
③

（
先

行
プ

ラ
ン

ト
記

載
参

考
に
反
映

）
 

 ・
②
（

気
温

差
計

の
撤

去
（

H
6

年
に

気
象

指
針

の
観

測
項

目

か
ら
削
除

））
 

・
③

（
先

行
プ

ラ
ン

ト
記

載
参

考
に
反
映

）
 

・
②

（
防

潮
堤

設
置

に
伴

う
気

象
観

測
設

備
の

移
設

（
Ａ

点

⇒
Ｄ

点
）

し
て

い
る

た
め

２

地
点
を
記

載
）

 
・
③
（
超

音
波
風
向
風
速

計
（
排

気
筒

風
）

か
ら

ド
ッ

プ
ラ

ー

ソ
ー
ダ
へ

変
更
）

 
            ・

②
（

気
温

差
計

の
撤

去
（

H
6

年
に

気
象

指
針

の
観

測
項

目

か
ら
削
除

））
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東
海
第
二
発
電
所
 
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
添
付
書

類
六
）

 
【
5.
気
象
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
添
付
資

料
2
】

 
 

 
 

 

①
：

気
象
期
間

の
変
更
，

②
：
気
象
設

備
の
変
更

，
③
：
記

載
の
適
正
化

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 
考

 
5.

3.
2 
気

象
観
測
項
目
 

風
 

向
 
風
 
速
：
標
高

約
14
0m
（
地
上

約
13
2m

）
，
標
高
約

71
m 
（

地
上
約

63
m）

及
び
標
高

約
18
m（

地

上
約
1
0m
）
 

気
温

及
び
気
温
差
：
標

高
豹
13
9m
（
地
上
約
13
1
m）

，
標
高
約

11
0m
（
地
上
約

10
2m
）
，
標

高
約
6
2
m（

地

上
約
54
m）

，
標
高
約

17
m（

地
上

約
9m
）
及
び
標

高
約
1
0m
（

地
上
約
1
.5
m
）
 

日
  

 
射
  
 
量
：

露
 
 
場

 

放
 射

 収
 支

 量
：

露
 
 
場

 

降
 

  
水
 
  
量
：

露
 
 
場

 

(
各
観
測
,
点
の
位
置
に
つ
い
て
は

,第
5･
3-
1
 図

及
び
第

5.
3
-2
図
を
参
照

) 

 5.
3.
3 
気

象
測
器
 

観
測

に
使
用
し
た
気

象
測
器
は

，
｢気

象
業

務
法
｣
に
基

づ
く
検

定
に
合
格

し
た
も
の
で
あ

る
｡ 

な
お
，
放
射

収
支
計
及

び
温
度
差

計
は
，
気
象
庁
の

検
定
項
目

に
な
い
た

め
，
定
期
的
に
校

正
，
検
査
を

行
っ
て
い

る
。
 

    

5
.3
.2
 

気
象
観
測
項
目
 

 
 
風
向

，
風
速
：

Ａ
点
，
Ｄ
点
 

 
 
日
 

射
 
量
：

Ａ
点
，
Ｄ
点
 

 
 
放
射

収
支
量
：

Ａ
点
，
Ｄ
点
 

 
 
降
 

水
 
量
：

Ａ
点
，
Ｄ
点
 

 
 
気
 

 
 
温
：

Ａ
点
，
Ｄ
点
 

 
 
（
各

観
測
点
の

位
置
に
つ
い

て
は
第

5
.
3－

1
図
及
び
第

5
.
3－

2
図
参
照
）
 

   5
.3
.3
 

気
象
測
器
 

 
 
第

5
.3
－
1
表
に
示

す
観
測
に

使
用
し
た

気
象
測
器
は
，「

気
象
業
務
法
」
に
基

づ
く
気
象

庁
検
定
に
合
格

し
た

も
の
で
あ

る
。
 

 
 
な
お
，
放
射
収
支

計
及
び
ド

ッ
プ
ラ
ー
ソ
ー

ダ
に
つ
い

て
は
，
気

象
庁
の
検

定
項
目
に
な
い

た
め
，
放
射

収
支

計
に
つ
い

て
は
年

1
回
黒
体
炉
に

よ
る
校
正
，
ド
ッ
プ
ラ

ー
ソ
ー
ダ

に
つ
い
て

は
年

1
回
校

正
器
に
よ

る
校

正
を
行
っ

て
い
る
。
 

  

・
②

（
防

潮
堤

設
置

に
伴

う
気

象
観

測
設

備
の

移
設

（
Ａ

点

⇒
Ｄ

点
）

し
て

い
る

た
め

２

地
点
を
記

載
）

 
      ・

③
（

先
行

プ
ラ

ン
ト

記
載

を

参
考
に
反

映
）

 
・
②
（
超

音
波
風
向
風
速

計
（
排

気
筒

風
）

か
ら

ド
ッ

プ
ラ

ー

ソ
ー
ダ
へ

変
更
）
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東
海
第
二
発
電
所
 
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
添
付
書

類
六
）

 
【
5.
気
象
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
添
付
資

料
2
】

 
 

 
 

 

①
：

気
象
期
間

の
変
更
，

②
：
気
象
設

備
の
変
更

，
③
：
記

載
の
適
正
化

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

既
許
可
申

請
書

 
5.

4 
敷
地

に
お
け
る
気
象

観
測
結

果
 

昭
和

56
年
4月

か
ら

昭
和
57
年
3月

ま
で
の

1年
間
の
敷
地

に
お
け
る
観
測
結
果
を

以
下
に
示

す
。
 

  5
.
4
.
1
 風

向
･
風
速
 

標
高

約
1
4
0
m，

標
高
約
7
1
m及

び
標
高
約

1
8m
の
高
さ
に

お
け
る
1
年
間

の
風
向
，

風
速
の
観
測

結
果
を

以
下

に
示
す
。
 

     （
1
）
風

向
 

第
5.

4
-1
図
～
第

5.
4-
9図

に
標

高
約
1
40
m，

標
高

約
71
m及

び
標

高
約
18
m
に
お

け
る
年
間
及

び
月
別

の
風

配
図
を
示

す
。
 

各
点

と
も
年
間

を
通
し
北
東
よ

り
の
風

が
多
い
と

と
も
に
，
標

高
約
1
40
m
，
標
高
約

7
1m
で

は
北
西

，

標
高

約
1
8
mで

は
西

北
西
を
中
心

と
す
る

風
の
出
現
が
多

く
な
っ

て
い
る
。
季
節
的
に

み
る
と

，
4
月
～

9

月
は

北
東
，
1
0
月
～
3月

は
北
西

を
中
心

と
す
る
風
が
多

く
，
夏

季
に
は
南

よ
り
の
風
も
多

い
｡ 

海
か

ら
陸
へ
向

か
う
海
風
は
さ

ほ
ど
発

達
し
な
い

が
,
陸
か
ら
海

へ
向
う
陸

風
は
比
較
的
顕

著
で
あ

る
｡ 

    （
2
）
風
速
 

第
5
.4
-1
0図

～
第
5.
4-
18

図
に
，
標
高
約
1
40
m，

標
高
約

71
m及

び
標

高
約
18
mに

お
け
る
年
間

及
び
月

別
の

風
速
階
級
別
出

現
頻
度
と

，
年
間

の
風
速
階
級
別

累
積
出

現
頻
度
を

示
す
｡ 

各
点

の
年
平
均

風
速
は
，

標
高
約
1
40
m
で
約
6
.O
m
／
s
，
標
高
約

7
1m
で
約

5
.
lm
／
s,
標
高
約

1
8
mで

約

3.
7m

／
s
で
あ
る
。

風
速
は
2.
5
～

5.
4m
／

sの
階
級
で
出

現
が
多
く
，
高
所
ほ
ど

出
現
の
中

心
が
強

風
側

に
偏

っ
て
い
る
。
 

       

5
.4
 敷

地
に
お
け
る

気
象
観
測
結

果
 

 
 
2
00
5
年

4
月
か

ら
2
0
06

年
3
月
ま
で

の
1
年

間
の
敷
地
に
お

け
る
観
測

結
果
を
以

下
に
示
す
。

な
お
，

観
測

結
果
は
観

測
点
Ａ
点
の
も
の
で
あ

る
。
 

 5
.
4
.
1
 敷

地
を
代
表

す
る
風
 

 
 
 
 敷

地
の
地
上

風
を
代
表
す

る
観
測
点
（
第

5
.
3－

2
図
，
Ａ
点
）
の
標
高

1
8
m（

地
上
高

10
m）

に
お

け

る
1
年
間
の

観
測
結
果
と
，
東
海
発
電

所
の
排
気

筒
高
さ
付

近
の
風
を
代

表
す
る
観

測
点
（
第

5.
3－

2

図
，

Ａ
点
）
の

標
高

8
9m
（
地
上

高
8
1
m）

及
び

東
海
第
二
発

電
所
の
排

気
筒
高
さ

付
近
の
風
を

代
表
す

る
観

測
点
（

第
5.
3－

2
図
，
Ａ
点
）
の
標

高
14
8m
（
地
上
高

1
4
0m
）
に

お
け
る

1
年
間
の
観
測
結

果
を

以
下

に
示
す
。
 

な
お
，
風
向

，
風
速
の

観
測
値
を

統
計
整
理
す
る

に
当
た
っ

て
，
風
速

が
0.
5
m／

s
未
満
の
も
の

は
静

穏
と

し
て
取
り

扱
っ
て
い
る
。
 

(
1
)
 
風
 

向
 

標
高

18
m（

地
上
高

1
0m
），

標
高

89
m（

地
上

高
8
1
m
）
及
び
標
高

1
4
8m
（

地
上
高

14
0
m）

に
お
け
る

年

間
及

び
月
別
の

風
配
図
を
第

5
.
4
－
1
図
か

ら
第

5
.
4－

5
図
に

示
す
。
 

標
高

1
8m
（
地
上
高

10
m）

に
お
け
る

風
向
は
，

年
間
を
通
じ

て
お
お
む

ね
北
東
及

び
西
北
西
が

多
く
な

っ
て

い
る
。
 

標
高

8
9
m（

地
上
高

8
1
m）

及
び

標
高

1
48
ｍ
（
地
上
高

1
4
0m
）
に
お

け
る
風
向

は
，
年
間
を
通

じ
て
北

東
及

び
北
西
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
 

標
高

18
m（

地
上
高

1
0m
），

標
高

89
m（

地
上

高
8
1
m
）
及
び
標
高

1
4
8m
（

地
上
高

14
0
m）

に
お
け
る

年

間
の

低
風
速
（

0
.5
～
2.
0
m／

s
）
時
の
風
配

図
を
第

5
.
4－

6
図
に
示

す
。
 

標
高

18
m（

地
上
高

10
m）

に
お
け
る
年

間
の
低
風

速
時
の
風

向
分
布
は
，
西
北
西
が
多
く

な
っ
て

い
る
。 

標
高

89
m（

地
上
高

8
1
m）

及
び

標
高

1
4
8m
（
地
上
高

1
40
m）

に
お
け
る

年
間
の
低

風
速
時
の
風
向

分
布

に
，

顕
著
な
卓

越
風
向
は
み
ら
れ
な
い

。
 

(
2
)
 
風
 

速
 

標
高

18
m（

地
上
高

1
0m
），

標
高

89
m（

地
上

高
8
1
m
）
及
び
標
高

1
4
8m
（

地
上
高

14
0
m）

に
お
け
る

年

間
の

風
速
別
出

現
頻
度
及
び
風
速
別
出

現
頻
度
累

積
を
第

5.
4－

7
図

に
，
月
別

の
風
速
別
出

現
頻
度
を
第

5
.
4
－
8
図
か
ら
第

5
.
4－

11
図

に
示
す
。
 

標
高

18
m（

地
上
高

10
m）

に
お
け

る
年
平
均
風
速

は
3.
1
m／

s
で
，

1.
5～

2.
4
m
／
s
の
風
速

が
最
も
多

く
，

9.
5m
／
s
以
上
の
風
速
は

少
な
い

。
 

標
高

89
m（

地
上
高

81
m）

に
お
け

る
年
平
均
風
速

は
5.
1
m／

s
で
，

3.
5～

4.
4
m
／
s
の
風
速

が
最
も
多

く
，

9.
5m
／
s
以
上
の
風
速
は

8.
8％

で
あ
る
。
 

標
高

1
48
m
（
地

上
高

1
40
m
）
に
お

け
る
年
平
均
風

速
は

5
.4
m
／
s
で

，
2.
5
～
3
.
4 

 
m／

s
の
風
速
が

最
も

多
い
が
，
3.
5
～
4
.
4
m／

s
の
風
速

も
同
程
度
多
い

。
9
.5
m
／

s
以
上
の

風
速
は

1
3
.
0％

で
，
3
高
度
中

最
も

多
い
。
 

ま
た
，
標
高

18
m（

地
上

高
10
m）
，
標

高
8
9
m（

地
上

高
81
m
）
及
び

標
高

1
48
m（

地
上
高

1
4
0m
）
に

お

け
る

静
穏
（

風
速

0
.5
m
／
s
未

満
）
の
年
間
出

現
頻
度
は
，
そ
れ

ぞ
れ

1.
7
％
，
0.
7
％
及
び

1
.
1％

で
あ
る
。 

 ・
①

 
・

②
（

防
潮

堤
設

置
に

伴
う

気

象
観

測
設

備
の

移
設

（
Ａ

点

⇒
Ｄ

点
）

し
て

い
る

た
め

２

地
点
を
記

載
）

 
・

③
（

先
行

プ
ラ

ン
ト

記
載

を

参
考
に
反

映
）
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東
海
第
二
発
電
所
 
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
添
付
書

類
六
）

 
【
5.
気
象
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
添
付
資

料
2
】

 
 

 
 

 

①
：

気
象
期
間

の
変
更
，

②
：
気
象
設

備
の
変
更

，
③
：
記

載
の
適
正
化

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

既
許
可
申

請
書

 
（

3
）
静
穏
状

態
 

風
速

0.
5m
／
s未

満
の
静
穏
状
態

の
出
現

は
，
標
高
約
1
40
mで

約
0.
7％

，
標
高

約
71
m及

び
標
高
約

18
m

で
は
と
も

に
約
O
.5
％
で

あ
る
。
 

同
期

間
に
お
け

る
静
穏
継
続
時

間
の
出

現
頻
度
を

第
5
.
4
-1
9
図
～
第

5
.
4-
2
1図

に
示
す
。
 

こ
れ

ら
の
図
か

ら
明
ら
か
な
よ

う
に
，

静
穏
状
態

の
継
続
時
間

は
，
1時

間
が
各
標
高
で
そ

れ
ぞ
れ

約

9
2
％
，
約

9
3％

及
び

約
9
7
％
と
多

い
。
 

         5
.
4
.
2
 大

気
安
定
度
 

（
1
）
大
気
安

定
度
の
分

類
と
出
現
頻
度
 

日
射

量
，
放
射
収

支
量
及
び
標
高

約
18
mの

風
速

の
観
測
資
料

を
も
と

に
，
「
気
象
指
針
」
に
従
っ
て

大

気
安
定
度

の
分
類
を

行
っ
た
｡第

5
.
4
-l
表
に
こ
の

分
類
表
を
示

す
｡ 

な
お

，
第
5
.
4-
1表

中
の
「
-」

は
，
便
宜

上
Ｇ
型
と
し

，
Ａ

-Ｂ
型
は
Ｂ

型
，
Ｂ

-Ｃ
型
は

Ｃ
型
及
び
Ｃ

-

Ｄ
型
は
Ｄ

型
と
し
て

扱
っ
た
。
 

年
間

及
び
月
別

の
大
気
安
定
度

出
現
頻

度
及
び
大

気
安
定
度
別

の
標
高
約

1
40
m
，
標
高
約

7
1
m，

標
高
約

1
8
mの

風
配
図

を
第
5
.4
-
22
図
及
び

第
5.
4-
23

図
～
第
5.
4
-2
5図

に
示
す

｡ 

年
間

の
出
現
頻

度
は
Ａ
型
～
Ｃ

型
は
約

2
2％

，
Ｄ

型
が
約
56
％
，
Ｅ

型
～
Ｇ
型

は
約
2
2％

と
な
っ
て

い

る
｡ Ｄ
型

は
年
間
を

通
じ
て
出
現
が

多
く
，
Ａ
型

～
Ｃ
型
は
春
季

と
夏
季

に
多
い
｡
ま
た

，
Ｅ
型

～
Ｇ
型

は
年

間
を
通
じ

て
20
％
前

後
の
出
現
で

あ
る
が
，

5月
～
7月

に
か
け
て
や

や
出
現
が

少
な
い
。

 

Ａ
型

～
Ｃ
型
の

時
は
陸
側
に
吹

く
風
が

多
く
，
Ｅ
型
～

Ｇ
型
の

時
は
海
に

吹
く
風
が

多
く
な
っ
て

い
る
。

Ｄ
型
の
時

は
北
東
，

北
々
東
の
風

が
多
い
｡ 

        

 
(3
) 
同

一
風
向
継
続
時

間
 

標
高

1
8
m（

地
上
高

1
0
m
），

標
高

89
m（

地
上

高
81
m）

及
び

標
高

1
48
m（

地
上
高

14
0m
）
に

お
け
る

年
間

の
同
一
風
向
の

継
続
時
間

別
出
現

回
数
を
第

5.
4
－
1
表
か
ら
第

5.
4－

3
表
に
示
す
。
 

標
高

18
m（

地
上
高

1
0
m）

に
お
い

て
同
一
風
向
が

継
続
す
る

時
間
は

，
2
時
間
以

内
が
全
体

の
約

8
1％

，

6
時
間
以
内
が

全
体
の

約
9
7％

を
占
め

て
い
る
。

長
時
間
継
続

す
る
傾
向

の
強
い
風

向
は
，
北
北

東
，
北

東
及

び
西
北
西
で
，

最
長
継
続

時
間
は

北
東
の

18
時

間
で
あ
る
。
 

標
高

89
m（

地
上
高

8
1
m）

に
お
い

て
同
一
風
向
が

継
続
す
る

時
間
は

，
2
時
間
以

内
が
全
体

の
約

8
3％

，

6
時
間
以
内
が

全
体
の

約
9
8％

を
占
め

て
い
る
。

長
時
間
継
続

す
る
傾
向

の
強
い
風

向
は
，
北
東

及
び
北

西
で

，
最
長
継
続
時

間
は
北
東

の
30

時
間

で
あ
る
。
 

標
高

1
4
8
m（
地
上
高

14
0m
）に

お
い
て
同

一
風
向
が
継
続
す
る
時

間
は
，2

時
間

以
内
が
全
体

の
約

8
4％

，

6
時
間
以
内
が

全
体
の

約
9
8％

を
占
め

て
い
る
。

長
時
間
継
続

す
る
傾
向

の
特
に
強

い
風
向
は
北

東
で
，

最
長

継
続
時
間
は
北

東
の

35
時
間

で
あ
る
。
 

ま
た
，
標
高

1
8m
（
地

上
高

10
m
）
，
標
高

8
9
m（

地
上
高

8
1m
）
及
び

標
高

14
8
m（

地
上
高

1
40
m
）
に

お
け

る
静
穏
状
態
の

継
続
時
間

は
，
1
時
間
以
内
が
そ

れ
ぞ
れ
約

82
％
，
約

8
9
％
及
び
約

9
2
％
で
，
静

穏

状
態

か
ら
の
継
続
時

間
は
す
べ

て
4
時

間
以
内
で
あ
る

。
 

5
.
4
.
2
 大

気
安
定
度
 

 
(1
) 
大

気
安
定
度
の
分

類
及
び
出

現
頻
度
 

日
射
量
，
放

射
収
支
量

及
び
標
高

18
m（

地
上

高
10
m）

の
風
速

の
観
測
資
料
を

基
に
「
気

象
指
針
」
に

従
っ

て
大
気
安

定
度
の
分
類
を
行
っ
た

。
 

年
間
及
び
月
別

の
大
気
安

定
度
出

現
頻
度
を
第

5
.
4－

1
2
図

に
，
標
高

1
8m
（
地
上

高
10
m
）
，
標
高

8
9
m

（
地

上
高

81
m
）
及
び
標
高

14
8
m（

地
上
高

1
40
m
）
に
お
け
る

年
間
の
大
気

安
定
度
別

風
配
図

を
第

5.
4
－

1
3
図
か

ら
第

5
.
4－

15
図
に
示

す
。
 

Ｄ
型
は
年
間
を

通
じ
て
出

現
頻
度

が
多
く
，
特
に

10
月
が

60
.3
％
で

最
も
多
く

，
7
月

及
び

9
月
も

5
0％

を
超

え
て
い
る
。
Ａ
型
か
ら
Ｃ

型
は

5
月
，
6
月
及

び
8
月
に
，
Ｅ
型
か
ら
Ｇ
型
は

11
月
か
ら

1
月

に
か
け

て
多

く
な
っ
て

い
る
。
 

標
高

18
m（

地
上
高

10
m）

に
お

け
る
安
定
度

別
の
風
向

の
出
現

頻
度
は
，
不

安
定
の
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
型
は

北
東
，
南
東
か
ら

南
南
東
及

び
西
北

西
が

10
％
を

超
え
て
い
る
。
中
立
の
Ｄ
型
は
北
北
東

及
び
北

東
が
多
く

，

北
東
は

2
0％

を
超

え
て
い
る
。

安
定
の
Ｅ
・

Ｆ
・
Ｇ
型

は
西
北

西
が
多
い

。
 

標
高

89
m（

地
上
高

81
m）

に
お

け
る
安
定
度

別
の
風
向

の
出
現

頻
度
は
，
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
型
は

北
東
か
ら

東
，
南
南
東
か

ら
南
及
び

西
北
西

か
ら
北
西
が

10
％
前
後
で
，
Ｄ
型

は
北
東
が
特
に
多
く
，
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
型

は
北

西
が
特
に

多
い
。
 

標
高

14
8m
（

地
上
高

1
40
m）

に
お
け
る
安
定

度
別
の
風

向
の
出

現
頻
度
は
，
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
型

は
東
及
び

南
が

10
％
を
超
え

て
い
る
程
度

で
特
に
多
い

風
向
は
な

い
。
Ｄ
型

は
北
東
が

特
に
多
く
な

っ
て

い
る
。
Ｅ

・

Ｆ
・

Ｇ
型
は
西

北
西
か
ら
北
北
西
が

1
0％

を
超
え
て

い
る
が
，

目
立
っ
て

多
い
風
向
は
な

い
。
 

大
気
安
定
度
の

継
続
時
間

別
出
現

回
数
を
第

5.
4
－
4
表
に
示

す
。
 

不
安
定
な
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
型

が
10

時
間
以

上
継
続
す

る
頻
度
は

9
.
5％

，
中
立

の
Ｄ
型
が

10
時
間
以

上
継

続
す

る
頻
度
は

10
.
3％

，
安
定

な
Ｅ
・
Ｆ
・

Ｇ
型
が

1
0
時
間
以
上
継

続
す
る
頻

度
は

32
.
0
％

で
あ
る
。
 

・
①

 
・

②
（

防
潮

堤
設

置
に

伴
う

気

象
観

測
設

備
の

移
設

（
Ａ

点

⇒
Ｄ

点
）

し
て

い
る

た
め

２

地
点
を
記

載
）

 
・

③
（

先
行

プ
ラ

ン
ト

記
載

を

参
考
に
反

映
）
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東
海
第
二
発
電
所
 
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
添
付
書

類
六
）

 
【
5.
気
象
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
添
付
資

料
2
】

 
 

 
 

 

①
：

気
象
期
間

の
変
更
，

②
：
気
象
設

備
の
変
更

，
③
：
記

載
の
適
正
化

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

既
許
可
申

請
書

 
（

2
）
気
温
差
 

地
表

か
ら
排
気

筒
出
口
付
近
ま

で
の
気

温
差
出
現

頻
度
を
第
5
.4
-2
6図

～
第
5.
4-
28

図
に
示
す
｡
気
温

差
の
観
測

点
は
標
高

約
13
9m
－
標

高
約
11
0
m
，
標
高
約
1
10
m－

標
高

約
62
m及

び
標
高
約
62
m
－
標
高
約
1
7m

で
あ
る
｡ 

こ
れ

に
よ
る
と

，
標
高
約
1
39
m
－

標
高
約

11
0m
で
は
－

0.
5℃

／
10
0m
程
度

の
気
温
減
率
の

出
現
が

多

く
，
標
高

約
11
0m
以

下
の
層
で
は

－
1.
0℃

／
10
0m
程
度
の
出

現
が
多

い
。
 

ま
た

，
標
高
約

1
10
m
に
対
し
て

標
高
約

1
39
m
が
て

い
増
側
（
逆

転
）
に
あ

る
頻
度
は

約
44
％
，
標

高
約

6
2m
に
対
し
て

標
高
約

11
0m
が
て
い

増
側
に
あ

る
頻
度
は
約
37
％

及
び
標
高

約
17
mに

対
し
て
標

高
約
62
m

が
て
い
増

側
に
あ
る

頻
度
は
約
3
6
％
で
あ
る

｡ 

 5.
4.
3 
観

測
結
果
か
ら
み

た
敷
地

の
気
象
特

性
 

敷
地

に
お
け
る

気
象
観
測

資
料
を
解
析

し
た
結
果

に
よ
る
と

，
敷
地
の
気

象
特
性
と

し
て
次

の
よ
う
な

点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
 

（
1
）
敷

地
付
近
は

北
東
及
び
西
～

北
西
よ
り

の
風
の
出

現
が
多
い
｡ 

（
2
）
静

穏
が
発
生

し
て
も
，
そ
れ

が
継
続
す

る
こ
と
は

少
な
い
。
 

（
3）

低
風
速
（

2m
／
s以

下
）

の
出
現
は
少

な
く
，
風

は
比
較

的
強
い
｡ 

（
4）

海
風
は
さ
ほ

ど
発
達
し
な
い

が
,陸

風
は
比
較
的
顕
著
で

あ
る
。
 

（
5）

大
気

安
定
度
は
Ｄ
型

の
出
現

が
多
く
,
比
較

的
拡
散
幅
の

小
さ
い

Ｅ
型
，
Ｆ
型
，
Ｇ
型

の
時
は
，
海
に

向
っ

て
吹
く
風

が
多
い
｡
ま
た
，

拡
散
幅
の

大
き
い
Ａ
型
，
Ｂ

型
，
Ｃ
型

の
時
に
は

，
陸

に
向
っ
て

吹

く
風
が
比

較
的
多

い
｡ 

                 

 
(
削
 
除

) 

         5
.4
.3

 観
測
結
果
か

ら
み
た
敷
地

の
気
象
特

性
 

敷
地
に
お

け
る
気
象
観
測
資
料
を

解
析
し
た

結
果
に
よ

る
と
，
敷

地
の
気
象

特
性
と
し
て
次

の
よ
う
な

点
が

あ
げ
ら
れ

る
。
 

 
(1
) 
風

向
分
布
は
，
地

上
付
近
は

西
北
西
及

び
北
東
が
，
排

気
筒
高

さ
付
近
は

北
西
及
び
北

東
が
多
い

。
 

 
(2
) 
風

速
は
，
地
上
付

近
，
排
気

筒
高
さ
付

近
と
も
，
北
東

が
強
い

。
 

 
(3
) 
地

上
付
近
，
排
気

筒
高
さ
付

近
と
も
静

穏
の
出
現
頻
度

は
少
な

く
，
ま
た

継
続
時
間
は

短
い
。
 

 
(4
) 
大

気
安
定
度
は
，
Ｄ
型
の

出
現
頻

度
が
多
い
。
ま
た
大
気

安
定
度
ご

と
の
風
向
は
，
地
上

付
近

で
は

Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
型

は
西
北
西

及
び

南
東

が
，
Ｄ

型
は
北

東
が
多

く
，

Ｅ
・

Ｆ
・

Ｇ
型

は
西
北

西
が

多
い

。
排

気

筒
高
さ
付

近
で
は
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

型
は
特

に
卓
越

し
た
風

向
は

な
く

，
Ｄ

型
は

北
東
が

多
い

。
Ｅ

・
Ｆ

・

Ｇ
型
は
標
高

89
m（

地
上
高

81
m
）
で
は

北
西
が
多

い
が
，
標
高

14
8m
（
地
上
高

14
0m
）
で

は
特
に
多

い
風
向
は
な
い

。
 

                

・
②
（

気
温

差
計

の
撤

去
（

H
6

年
に

気
象

指
針

の
観

測
項

目

か
ら
削
除

））
 

         ・
③

 
・

①
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東
海
第
二
発
電
所
 
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
添
付
書

類
六
）

 
【
5.
気
象
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
添
付
資

料
2
】

 
 

 
 

 

①
：

気
象
期
間

の
変
更
，

②
：
気
象
設

備
の
変
更

，
③
：
記

載
の
適
正
化

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

既
許
可
申

請
書

 
5
.
5
 安

全
解
析
に

使
用
す
る
気
象

条
件
 

安
全
解
析

に
使
用

す
る
気

象
条
件

は
「
5
.
3 
敷
地
で
の
気
象

観
測
」
に
述
べ

た
気
象

資
料
を

使
用

し
，
「
気
象

指
針
」
に

よ
り
求
め
る
｡ 

5.
5.
1 
観

測
期
間
の
気
象

資
料
の

代
表
性
の

検
討
 

敷
地

に
お
い
て

観
測
し
た

昭
和
5
6
年
4
月
～
昭
和

5
7年

3
月
の

1
年
間
の
気

象
資
料
に

よ
り
安
全
解
析

を

行
う

に
当
た
り
，
観

測
を
行
っ

た
1年

間
が

，
長
期
間

の
気
象
状
態
を
代
表
し
て

い
る
か
ど

う
か
の

検
討

を
行

っ
た
｡ 

代
表

性
の
検
討

は
本
発
電

所
の
近
傍
の

気
象
官
署

の
観
測
結

果
か
ら

,上
記
観
測
期

間
の
1
年
間
と

過

去
10

年
間
(昭

和
46
年
4月

～
昭

和
56
年

3月
)
の
資
料
に

よ
り
検

定
を
行
っ

た
.検

定
法
は
,
不

良
標
本
の

棄
却

検
定
に
関
す
る

F分
布
検
定
の

手
順
に
従

っ
た
｡ 

な
お
，
気
象
官
署

は
水
戸
地
方

気
象
台
，
銚
子
地
方

気
象
台
,小

名
浜
測
候
所

を
選
び
，
検

定
項
目
は
,

風
向

出
現
頻
度
と
風

速
階
級
出

現
頻
度

と
し
た
。
 

そ
の

結
果
を
第

5
.5
－
1表

～
第
5
.
5－

4
表
に
示
す

が
，
有
意

水
準
5％

で
棄
却
さ
れ
た
も
の
は
4個

で
あ

り
，

2ケ
所
以
上
の

気
象
官
署
で
同

時
に
棄
却

さ
れ
た
も

の
は
な
か
っ
た
｡こ

れ
に
よ
り
,安

全
解
析

に
使

用
し

た
気
象
資
料
は

ほ
ぼ
長
期

間
の
気

象
状
態
を
代
表

し
て
い

る
｡ 

 5.
5.
2 

放
出

源
の
有
効

高
さ
 

平
常

運
転
時
及

び
想
定
事
故
時

に
排
気

筒
か
ら
放

出
さ
れ
る
放

射
性
物
質

の
敷
地
周

辺
に
及
ば
す

影

響
を

評
価
す
る

に
当
た
っ
て
，

大
気
拡

散
の
計
算

に
使
用
す
る

放
出
源
の

有
効
高
さ

は
，
建
屋
及

び
敷

地
周

辺
の
地
形

の
影
響
を
考
慮

す
る
た

め
，
以
下

の
よ
う
な
風

洞
実
験
に

よ
り
求
め

る
｡ 

風
洞

実
験
に
お

い
て
は
，
縮
尺

1
／

2,
0
0
0の

建
屋

及
び
発
電
所

周
辺
の
地

形
模
型
を

用
い
，
平
常

運

転
時

用
に
は
,
排
気

筒
の
地
上
高

さ
に
吹

上
げ
高
さ
を
加

え
た
高

さ
か
ら
，
ま
た
，
想
定

事
故
時
用
に

は
，

排
気

筒
の
地
上

高
さ
か
ら
ガ
ス

を
排
出

し
，
風
下

地
点
に
お
け

る
地
表
濃

度
を
測
定

す
る
。
 

そ
の

模
型
実
験

で
得
ら
れ
た
地

表
濃
度

の
値
が
，

線
量
等
量
評

価
地
点
以

遠
に
お
い

て
平
地
実
験

に

よ
る

地
表
濃
度

の
値
を
上
回
ら

な
い
平

地
実
験
の

排
気
筒
高
さ

を
，
放
出

源
の
有
効

高
さ
と
す
る

。
 

排
気

筒
の
地
上

高
さ
は
設
計
で

は
約
1
4
0
mで

あ
る

が
，
以
上
の

風
洞
実
験

に
よ
り
線

量
等
量
評
価

に

用
い

る
放
出
源

の
有
効
高
さ
は

，
第
5
･
5－

5
表
の

と
お
り
と
す

る
 

     5.
5.
3 

平
常

運
転
時
の

被
ば
く
評
価
に

使
用
す
る

気
象
条
件

 

 発
電

所
の
平
常

運
転
時
に
放
出

さ
れ
る

放
射
性
気

体
廃
棄
物
の

敷
地
周
辺

に
及
ぼ
す

影
響
を
評
価

す

る
に

当
た
っ
て

は
，
敷
地

内
に
お

け
る
昭
和

5
6年

4月
か
ら
昭

和
5
7年

3月
ま
で
の

1年
間
の
風

向
，
風
速

及
び

大
気
安
定

度
の
観
測
資
料

か
ら
以

下
に
示
す

パ
ラ
メ
ー
タ

を
求
め
こ

れ
を
用
い

る
。
 

5
.
5
 
安

全
解
析
に
使
用

す
る
気
象

条
件
 

 
 
安

全
解

析
に
使

用
す

る
気

象
条
件

は
，
「

5
.3

 
敷
地
に

お
け

る
気

象
観
測

」
に

述
べ

た
気
象

資
料

を
使

用

し
，
「
気
象
指
針
」

に
従
っ
て
統

計
整
理

し
求
め
た
。
 

5
.5
.1

 観
測
期
間
の

気
象
条
件
の

代
表
性
の

検
討
 

敷
地
に
お

い
て
観
測
し
た

20
0
5
年

4
月
か
ら

2
0
06

年
3
月
ま

で
の

1
年

間
の
気
象

資
料
に
よ
り
安

全

解
析

を
行
う
に

当
た
り
，
観
測
を

行
っ
た

1
年
間
の
気

象
状
態
が
，
長
期

間
の
気
象

状
態
と
比
較

し
て
特

に
異

常
で
な
い

か
ど
う
か
の
検
討
を
行

っ
た
。
 

風
向
出
現

頻
度
及
び
風
速
出
現
頻

度
に
つ
い

て
，
敷
地

内
Ａ
点
の
標

高
8
9
m（

地
上

高
8
1
m
）
及
び
標

高
14
8m
（
地

上
高

1
40
m
）

に
お
け
る

10
年
間
（
欠
測
率
の
高
い

19
99

年
4
月
～
20
00

年
3
月
の

1
年
間

を
除
く

19
94

年
4
月
～
20
05

年
3
月
）
の

資
料
に
よ
り

検
定
を

行
っ
た
。
検
定
法
は

，
不
良
標
本

の
棄
却

検
定

に
関
す
る

Ｆ
分
布
検
定
の
手
順
に

従
っ
た
。
 

そ
の
結
果

を
第

5
.5
－

1
表
か
ら

第
5
.5
－

4
表
に
示

す
が
，
有
意

水
準

5％
で
棄
却
さ
れ
た

も
の
は
標

高
8
9m
（
地
上
高

81
m）

で
は
な
し
，
標
高

14
8m
（

地
上
高

14
0
m）

で
は

27
項
目
中

2
項
目
で

あ
っ
た
。 

こ
れ

は
安

全
解

析
に

使
用

し
た

観
測

期
間

の
気

象
状

態
が

長
期

間
の

気
象

状
態

と
比

較
し

て
特

に
異

常
で

な
い
こ
と

を
示
し
て
お
り
，
こ

の
期
間
の

気
象
資
料
を
用

い
て
平
常

運
転
時
及

び
設
計
基
準

事
故
時

の
線

量
等
の
計

算
を
行
う
こ
と
は
妥
当

で
あ
る
こ

と
を
示
し

て
い
る
。
 

5
.5
.2

 大
気
拡
散
の

計
算
に
使
用

す
る
放
出

源
の
有
効

高
さ

（
４

）（
５

）
 

 
 
 
 排

気
筒
か
ら

放
出
さ
れ
る

放
射
性
物

質
が
敷
地

周
辺
に

及
ぼ
す
影
響
を

評
価
す
る

に
当
た

っ
て
，
大
気

拡
散

の
計
算
に

使
用
す
る
放
出
源
の
有

効
高
さ
は
，
建
屋
及
び

敷
地
周
辺

の
地
形
の

影
響
を
考
慮

す
る
た

め
，

以
下
の
よ

う
な
風
洞
実
験
に
よ
り

求
め
る
。
 

風
洞
実
験

に
お
い
て
は
，
縮
尺

1
／
2,
0
0
0の

建
屋

及
び
敷
地
周

辺
の
地
形

模
型
を
用

い
，
排

気
筒
高
さ

に
吹

上
げ
高
さ

を
加
え
た
高
さ
か
ら
ガ

ス
を
排
出

し
，
風
下

地
点
に
お
け

る
地
表
濃

度
を
測

定
す
る
。
 

 そ
の
地
形

模
型
実
験
で
得
ら
れ
た

地
表
濃
度

の
値
が
，
平
地

実
験
に

よ
る
地
表

濃
度
の
値
に

相
当
す
る

排
気

筒
高
さ
を

放
出
源
の
有
効
高
さ
と

す
る
。
 

排
気
筒
高

さ
は
，
東
海
発
電
所
排

気
筒
は
標

高
89
m(
地

上
高
81
m）

，
東
海
第
二
発

電
所
排
気

筒
は
標

高
1
4
8
m（

地
上
高

1
4
0m
）
で
あ

る
が
，
上

記
の
風
洞

実
験
に
よ
り
平

常
運
転
時

の
線
量
評

価
に
用
い
る

放

出
源

の
有
効
高

さ
は
第
5
.
5－

5
表
の
と
お
り

と
す
る
。
 

設
計
基
準

事
故
時
に
お
い
て
，
原
子

炉
冷
却
材

喪
失
，
放
射

性
気
体

廃
棄
物
処
理
施

設
の
破

損
，
燃
料

集
合

体
の
落
下

及
び
制
御
棒
落
下
で
は
，
排
気

筒
又
は
非
常
用

ガ
ス
処
理

系
排
気
筒

か
ら
の
吹
上

げ
を
考

慮
せ

ず
に
上
記

と
同
様
の
風
洞
実
験
を

行
い
，
放
出
源

の
有
効
高
さ

を
第
5.
5
－

5表
の
と

お
り
と
し
，
ま

た
，

主
蒸
気
管

破
断
で
は
地
上
放
散
と

し
放
出
源

の
有
効
高

さ
を
0m
と
す

る
。
 

5
.5
.3
 

大
気
拡
散
の
計

算
に
使
用

す
る
気
象

条
件
 

（
1
）
平

常
運
転
時
 

発
電
所
の

平
常
運
転

時
に

放
出

さ
れ
る

放
射
性

気
体
廃

棄
物

の
敷

地
周

辺
に

及
ぼ
す

影
響

を
評

価
す

る

に
当

た
っ
て
は
，
敷

地
内
に
お

け
る

20
0
5
年

4
月
か
ら

20
06

年
3
月

ま
で
の

1
年

間
の
風
向
，

風
速
及

び
大

気
安
定
度
の
観

測
資
料
か

ら
以
下

に
示
す
パ
ラ
メ

ー
タ
を

求
め
，
こ

れ
を
用
い
る
。

 

 ・
①

 
・

③
（

先
行

プ
ラ

ン
ト

記
載

を

参
考
に
反

映
）

 
             ・

風
洞

実
験

に
係

る
参

考
資

料

を
追
加

 
・

③
（

先
行

プ
ラ

ン
ト

記
載

を

参
考
に
反

映
）
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
【

添
付

資
料

2
】

 
 

 
 

 

①
：

気
象
期
間

の
変
更
，

②
：
気
象
設

備
の
変
更

，
③
：
記

載
の
適
正
化

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

既
許
可
申

請
書

 
な
お

，
風
向
，

風
速
に
つ
い
て

は
，
排

気
筒
放
出

で
あ
る
の
で

，
排
気
筒

付
近
の
風

を
代
表
す
る

標

高
約

14
0m
（
東

海
第
二
発
電
所

）
，
標

高
約
71
m（

東
海
発
電
所

）
の
風
向

，
風
速
と
す
る

｡ 

 a
．
風
向
別
大

気
安
定
度

別
風
速
逆

数
の
総
和

及
び
平
均
 

風
向

別
大
気
安

定
度
別
風

速
逆
数
の
総

和
及
び
平

均
は
次
式

に
よ
り

計
算
す
る
｡ 

 

 

 b
．
風
向

出
現
頻
度
 

風
向

出
現
頻
度

は
（
5
.5
-
3）

式
及
び
（

5
.5
-
4）

式
に

よ
り
そ
れ

ぞ
れ
計
算

す
る
。
 

 

 
  静
穏

時
に
つ
い

て
は
，
風

速
は
0
.
5
m／

sと
し
，

風
向
別
大
気
安

定
度
別
出

現
回
数
は

，
静
穏
時
の

大

気
家

定
直
別
出
現
回

数
を
風
速

0
.
5～

2
.
Om
／
sの

風
向

出
現
頻

度
に
応
じ

て
比
例
配
分
し

て
求
め

る
｡ 

ま
た
，
欠
測
に
つ

い
て
は
，
欠

測
を
除

い
た
期
間

に
つ
い
て
得

ら
れ
た
統

計
が
，
欠
測
時

間
に
つ

い
て

も
成

立
つ
も
の
と
す

る
。
 

な
お
，
風
向
，

風
速
に
つ

い
て
は

東
海
第
二
発
電

所
の
排
気

筒
高
さ

付
近
の
風
を
代

表
す
る

標
高

1
4
8m

（
地

上
高

14
0
m）

及
び
東
海
発

電
所
の
排
気

筒
高
さ
付

近
の
風

を
代
表
す
る
標
高

8
9
m（

地
上
高

8
1
m）

の

風
向

，
風
速
と
す
る

。
 

 
a
．
風

向
別
大
気
安
定

度
別
風
速

逆
数
の
総

和
及
び
平
均
 

風
向
別

大
気

安
定
度

別
風

速
逆

数
の

総
和

及
び

平
均
は

，
（

5
.5
－

1）
式

，（
5
.
5
－
2
）
式
に

よ
り

そ
れ

ぞ
れ

計
算
す
る
。
 

 

 

b
．

風
向
出
現
頻
度
 

風
向
出
現

頻
度
は
（
5
.5
-
3）

式
及

び
（
5
.5
-
4）

式
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
計
算

す
る
。
 

 

静
穏
時
に
つ
い

て
は
，
風

速
は

0.
5m
／

s
と
し
，
風
向
別
大

気
安
定

度
別
出
現

回
数
は
，
静

穏
時
の
大

気
安

定
度
別
出
現
回

数
を
風
速

0.
5～

2
.0
m／

s
の
風

向
出
現
頻
度
に
応
じ
て
比

例
配
分
し

て
求
め

る
。
 

ま
た
，
欠

測
に
つ
い

て
は

，
欠

測
を
除

い
た
期

間
に
つ

い
て

得
ら

れ
た

統
計

が
，
欠

測
期

間
に

つ
い

て

も
成

り
立
つ
も
の
と

す
る
。
 

 ・
③

（
先

行
プ

ラ
ン

ト
記

載
を

参
考
に
反

映
）
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東
海

第
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発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
【

添
付

資
料

2
】

 
 

 
 

 

①
：

気
象
期
間

の
変
更
，

②
：
気
象
設

備
の
変
更

，
③
：
記

載
の
適
正
化

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

既
許
可
申

請
書

 
以
上

の
計
算
か

ら
求
め
た

標
高
約
1
40
m及

び
標
高

約
71
mの

風
向

別
大
気
安

定
度
別
風

速
逆
数
の
総

和

を
第

5
.5
－
6表

に
，

風
向
別
大

気
安
定

度
別
風
速
逆
数

の
平
均

及
び
風
向

別
風
速
逆
数
の

平
均
を

第

5.
5-

7表
に
，
風
向

出
現
頻
度
を
第

5
･5
－

8表
に
示
す
。

な
お
，
第
5.
5－

8表
に

風
速
0.
5～

2
.O
m／

sの

風
向

出
現
頻
度
も
示

す
｡ 

5.
5.
4 

想
定

事
故
時
の

線
量
当
量
評
価

に
使
用
す

る
気
象
条

件
 

発
電

所
の
想
定

す
る
事
故
時
に

放
出
さ

れ
る
放
射

性
物
質
が
，

発
電
所
周

辺
の
公
衆

に
及
ぼ
す
影

響

を
評

価
す
る
に

当
た
っ
て
，
放

射
性
物

質
の
拡
散
状
態

を
推
定

す
る
に
必

要
な
気
象

条
件
に
つ
い

て
は
，

現
地

に
お
け
る

出
現
頻
度
か
ら

み
て
，

こ
れ
よ
り

悪
い
条
件
が

め
っ
た
に

現
れ
な
い

と
言
え
る
も

の
を

選
ば

な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

そ
こ

で
評
価
に

用
い
る
放
射
性

物
質
の

相
対
濃
度
（

χ
／
Ｑ
）
を

，
敷
地
に

お
け
る
昭
和

5
6
年
4
月
か

ら
昭

和
57
年
3月

ま
で
の
1年

間
の
観
測

デ
ー
タ
（

排
気
筒
か
ら

の
放
出
に

対
し
て
は

標
高
約
1
40
m，

地

上
放

出
に
対
し

て
は
標
高
約
18
m
）
を
使

用
し
て
求
め
た

｡す
な
わ
ち
，

次
式
に
示

す
よ
う
に

風
向
，

風

速
，

大
気
安
定

度
及
び
実
効
放

出
継
続

時
間
を
考

慮
し
た
χ
／

Ｑ
を
求
め

，
方
位
別

に
そ
の
値
の

小
さ

い
方

か
ら
大
き

い
方
へ
累
積
頻

度
を
求

め
，
年
間

デ
ー
タ
数
に

対
す
る
出

現
頻
度
（

％
）
で
表
わ

す
こ

と
に

す
る
。
横

軸
に
χ
／
Ｑ
を

，
縦
軸

に
累
砥
出

現
頻
度
を
と

り
，
着
目

方
位
ご
と

に
χ
／
Ｑ
の

累
積

出
現

頻
度
分
布

を
書
き
，
こ
の

分
布
か

ら
，
累
積

出
現
頻
度
が

97
％
に
相

当
す
る
χ

／
Ｑ
を
方
位

別
に

求
め

，
そ
の
う

ち
最
大
の
も
の

を
安
全

解
析
に
使

用
す
る
相
対

濃
度
と
す

る
。
 

た
だ

し
，
χ
／

Ｑ
の
計
算
の
着

目
地
点

は
，
各
方

位
と
も
非
居

住
区
域
（

周
辺
監
視

区
域
及

び
日
本

原
子

力
研
究
所

等
の
周
辺
監
視

区
域
）

境
界
ま
で

の
距
離
と
し

，
着
目
地

点
以
遠
で

χ
／
Ｑ

が
最
大
に

な
る

場
合
は
，

そ
の
χ
／
Ｑ
を

着
目
地

点
の
当
該

時
刻
の
χ
／

Ｑ
と
す
る

｡ 

 
  こ
こ

で
，
原
子
炉

冷
却
材
喪
失
及

び
制
御
棒

落
下
で
の
（
χ
／

Ｑ
)，

の
計
算
に
当
た
っ
て

は
，
次
に

よ
り

行
う
｡ 

以
上
の
計
算
か

ら
求
め
た

風
向
別

大
気
安
定
度
別

風
速
逆
数

の
総
和

を
第

5
.
5－

6
表
及
び
第

5
.5
－
9

表
に
，
風
向
別
大

気
安
定
度
別

風
速
逆
数
の

平
均
及
び

風
向
別

風
速
逆
数
の
平

均
を
第

5
.
5
－
7
表
及
び
第

5
.
5
－

1
0
表

に
，
風
向
出
現

頻
度
及

び
風
速

0.
5
～
2
.
0
m／

s
の

風
向
出
現
頻

度
を
第

5.
5－

8
表

及
び
第

5.

5
－
1
1
表

に
示
す
。
 

（
2
）
設

計
基
準
事
故
時
 

設
計
基
準

事
故
時
に

放
出

さ
れ

る
放
射

性
物
質

が
，
敷

地
周

辺
の

公
衆

に
及

ぼ
す
影

響
を

評
価

す
る

に

当
た

っ
て
，

放
射
性
物

質
の

拡
散

状
態
を

推
定
す

る
た
め

に
必

要
な

気
象

条
件

に
つ
い

て
は

，
現

地
に

お

け
る

出
現
頻

度
か
ら
み

て
，

こ
れ

よ
り
悪

い
条
件

が
め
っ

た
に

現
れ

な
い

と
言

え
る
も

の
を

選
ば

な
け

れ

ば
な

ら
な
い
。
 

そ
こ
で
，
線
量
等

の
評
価
に
用
い

る
放
射
性

物
質
の
相

対
濃
度
（
以
下
「
χ
／
Ｑ

」
と
い
う

。
）
を

，
標

高
1
8
m（

地
上
高

1
0
m）

及
び
標
高

14
8
m（

地
上
高

1
4
0
m）

に
お

け
る

20
0
5
年

4
月
か
ら

2
0
06

年
3
月

ま
で
の

1
年
間
の
観

測
デ
ー
タ

を
使
用

し
て
求
め
た
。
す
な
わ

ち
，（

5
.
5－

5）
式
に
示
す
よ

う
に
，
風
向
，

風
速

，
大
気

安
定
度
及

び
実

効
放

出
継
続

時
間
を

考
慮
し

た
χ

／
Ｑ

を
陸

側
方

位
に

つ
い
て

求
め

，
方

位

別
に

そ
の
値

の
小
さ
い

方
か

ら
の

累
積
度

数
を
年

間
の
デ

ー
タ

数
に

対
す

る
出

現
頻
度

（
％

）
と

し
て

表

す
こ

と
に
す

る
。
横
軸

に
χ

／
Ｑ

を
，
縦

軸
に
累

積
出
現

頻
度

を
と

り
，

着
目

方
位

ご
と
に

χ
／

Ｑ
の

累

積
出

現
頻
度
分
布
を

描
き
，
こ

の
分
布

か
ら
，
累
積
出

現
頻
度
が

9
7％

に
当
た
る

χ
／
Ｑ
を

方
位
別
に

求

め
る

。
 

た
だ
し
，

χ
／
Ｑ

の
計
算

の
着

目
地
点

は
，
各

方
位
と

も
非

居
住

区
域

（
周

辺
監

視
区
域

及
び

原
子

力

科
学

研
究
所

等
の
周
辺

監
視

区
域

）
境
界

ま
で
の

距
離
と

し
，

着
目

地
点

以
遠

で
 
χ

／
Ｑ

が
最

大
に

な

る
場

合
は
，
そ
の
χ

／
Ｑ
を
着

目
地
点

に
お
け
る
当
該

時
刻
の

χ
／
Ｑ
と

す
る
。
 

 

(
χ
／
Ｑ

)
ｉ
の

計
算

に
当
た

っ
て
は

，
原

子
炉
冷

却
材
喪

失
及
び

制
御
棒

落
下

の
場
合

，
当
該
方

位
に

お
け

る
放
射
性

物
質
の
全
量
が
一
方
位

内
の
み
に

一
様
分
布

す
る
と
仮
定

し
て
（
5.
5
－

6）
式

で
計
算

し
，

放
射

性
気
体
廃

棄
物
処
理
施
設
の
破
損

及
び
燃
料

集
合
体
の

落
下
の
場
合
，
方
位

内
で
風
向
軸
が

一
定
と

仮
定

し
て
（
5
.
5－

7
）
式
で
計
算
す
る

。
 

 ・
③

（
先

行
プ

ラ
ン

ト
記

載
を

参
考
に
反

映
）

 
   ・

①
 

・
③

（
先

行
プ

ラ
ン

ト
記

載
を

参
考
に
反

映
）

 
         ・

組
織
名
称
の

変
更

 
            ・

③
（

先
行

プ
ラ

ン
ト

記
載

を

参
考
に
反

映
）
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新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
【

添
付

資
料

2
】

 
 

 
 

 

①
：

気
象
期
間

の
変
更
，

②
：
気
象
設

備
の
変
更

，
③
：
記

載
の
適
正
化

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

既
許
可
申

請
書

 

 

ま
た

,放
射
性
気
体

廃
棄
物
処
理

施
設
の

破
損
及
び
燃
料

集
合
体

の
落
下
で

の
（
χ
／
Ｑ
）

ｉ
の

計
算

に
当

た
っ
て
は

，
次
に
よ
り
行

う
。
 

 

更
に
，
主
蒸
気
管

破
断
（

主
蒸
気

隔
統
弁
閉

止
後
）
で
の
（
χ
／

Ｑ
）

ｉ
の
計
算
に
当
た
っ

て
は
，
建

屋
等

の
影
響
を

考
慮
し
て
次
に

よ
り
行

う
｡ 

 

  方
位

別
χ
／
Ｑ

の
累
墳
出
現
頻

度
の
求

め
る
時
，

静
穏
の
場
合

に
は
風
速

を
0.
5m
／

sと
し

て
計
算

し
，

そ
の
風
向

は
静
穏
出
現
前

の
風
向

を
使
用
す

る
。
 

実
効

放
出
継
続

時
間
は
，
事
故

期
間
中

の
放
射
性
物
質

の
全
放

出
量
を
l
時
間

当
た
り
の
最

大
放
出

量

で
除

す
る
こ
と

よ
り
求
め
ら
れ

る
。
こ

こ
で
は
，

想
定
す
る
事

故
の
種
類

に
よ
っ
て

出
現
率
に
変

化
が

あ
る

の
で
，
放

出
モ
ー
ド
を
考

慮
し
て

次
の
値
を

用
い
た
。
 

  

 

 

  さ
ら
に

，
主

蒸
気

管
破

断
（
主

蒸
気

隔
離

弁
閉

止
後

）
の

場
合
，

建
屋

等
の

影
響

を
考

慮
し
て

（
5
.
5

－
8
）
式
で
計
算
す

る
。
 

 

方
位
別
χ

／
Ｑ
の
累
積
出

現
頻
度

を
求
め
る

と
き
，
静
穏
の
場
合
に

は
風
速
を

 
0.
5m
／

s
と
し
て
計

算
し

，
そ
の
風

向
は
静
穏
出
現
前
の
風

向
を
使
用

す
る
。
 

実
効
放
出

継
続
時
間
と
し
て
は
，
放
射
性

よ
う
素
の
事
故
期

間
中
の

全
放
出
量
を

1
時
間
当

た
り
の
最

大
放

出
量
で
除

し
て
求
め
た
値
を
用
い

る
。
計
算
に

使
用
す
る

風
向
，
風
速

は
，
排
気
筒

又
は
非
常
用

ガ

ス
処

理
系
排
気

筒
か
ら
の
放
出
の
場
合

は
，
排
気
筒
高

さ
付
近
の
風

を
代
表
す

る
標
高

14
8m
（
地

上
高

1

4
0
m
）
の

風
向

，
風

速
と

す
る

。
放
出

源
の

有
効

高
さ

は
，

吹
上

げ
高
さ

を
考

慮
せ

ず
に

陸
側

各
方
位

に

つ
い

て
風
洞
実

験
に
よ
り
求
め
た
第

5.
5－

5
表
の
値
を
使
用

す
る
。
ま

た
，
タ
ー

ビ
ン
建
屋
か

ら
直
接

放
出

さ
れ
る
場

合
は
，
地
表
付
近

の
風
を
代

表
す
る
標
高

1
8
m（

地
上
高

10
m）

の
風
向
，
風
速
と
す

る
。
 

    

 ・
③

（
先

行
プ

ラ
ン

ト
記

載
を

参
考
に
反

映
）
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規

制
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合
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確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
【

添
付

資
料

2
】

 
 

 
 

 

①
：

気
象
期
間

の
変
更
，

②
：
気
象
設

備
の
変
更

，
③
：
記

載
の
適
正
化

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

既
許
可
申

請
書

 

 

 ま
た
，
建
屋

等
の
風
向
方

向
の
投

影
面
積
と

し
て
は
，
計
算
の

便
宜
上
最

小
投
影
面
積
4,
5
0
0
m
２
を

使

用
し

，
形
状
係

数
と
し
て
は
0.
5
を
用
い

る
｡ 

な
お

，
想
定
す

る
事
故
時
の
放

射
性
雲

か
ら
の
γ

線
に
よ
る
線

量
に
つ
い

て
は
，
χ

／
Ｑ
の

代
わ
り

に
空

間
濃
度
分

布
と
γ
線
に
よ

る
線
量

当
量
計
算

モ
デ
ル
を
組

み
合
せ
た

Ｄ
／
Ｑ
（

相
対
線
量
，

γ
線

エ
ネ

ル
ギ
0
.5
M
e
V）

を
用
い
て

同
様
に

求
め
る
。
 

   以
上

の
方
法
に

よ
り
陸
側
方
向

に
つ
い

て
求
め
た

方
位
別
χ
／

Ｑ
及
び
Ｄ

／
Ｑ
の
累

積
出
現
頻
度

を

第
5
.
5－

1
図
（

1）
～
（
8
）
に

示
す
｡ 

ま
た

，
想
定
す

る
事
故
時
の
線

量
当
量

評
価
に
使

用
す
る
χ
／

Ｑ
及
び
Ｄ

／
Ｑ
は
，
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の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 
考

 
（

記
載
な

し
）

 
 

 

 

 ・
①
（
新
規
制

基
準
の
適

合
性

係
る

変
更

申
請

に
関

連
す

る
一

般
気

象
及

び
極

値
の

追
記
（
2
0
1
2
年
ま
で

の
デ
ー

タ
に

更
新
））
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 
考

 
（

記
載
な

し
）

 
 

 

 

 ・
①

（
新

規
制

基
準

の
適

合
性

係
る

変
更

申
請

に
関

連
す

る

一
般

気
象

及
び

極
値

の
追

記

（
2
0
1
2
年

ま
で
の
デ

ー
タ
に

更
新
））
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 
考

 
（

記
載
な

し
）

 
 

 

 

 ・
①

（
新

規
制

基
準

の
適

合
性

係
る

変
更

申
請

に
関

連
す

る

一
般

気
象

及
び

極
値

の
追

記

（
2
0
1
2
年

ま
で
の
デ

ー
タ
に

更
新
））
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 
考

 
（

記
載
な

し
）

 
 

 

 

 

 

 ・
①

（
新

規
制

基
準

の
適

合
性

係
る

変
更

申
請

に
関

連
す

る

一
般

気
象

及
び

極
値

の
追

記

（
2
0
1
2
年

ま
で
の
デ

ー
タ
に

更
新
））
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 
考

 
（

記
載
な

し
）

 
 

 

 

 ・
①
（
新
規
制

基
準
の
適

合
性

係
る

変
更

申
請

に
関

連
す

る
一

般
気

象
及

び
極

値
の

追
記
（
2
0
1
2
年
ま
で

の
デ
ー

タ
に

更
新
））
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 
考

 
（

記
載
な

し
）

 
  

 

 

 ・
①
（
新
規
制

基
準
の
適

合
性

係
る

変
更

申
請

に
関

連
す

る
一

般
気

象
及

び
極

値
の

追
記
（
2
0
1
2
年
ま
で

の
デ
ー

タ
に

更
新
））
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 
考

 
（

記
載
な

し
）

 
 

 

 

 ・
①
（
新
規
制

基
準
の
適

合
性

係
る

変
更

申
請

に
関

連
す

る
一

般
気

象
及

び
極

値
の

追
記
（
2
0
1
2
年
ま
で

の
デ
ー

タ
に

更
新
））
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 
考

 
（

記
載
な

し
）

 
  

 

 

 ・
①
（
新
規
制

基
準
の
適

合
性

係
る

変
更

申
請

に
関

連
す

る
一

般
気

象
及

び
極

値
の

追
記
（
2
0
1
2
年
ま
で

の
デ
ー

タ
に

更
新
））
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東
海
第
二

発
電
所
 
新
規
制
基
準
適
合

性
確
認
比
較
表
（

添
付
書
類
六
）

 
【
5.
気
象
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
添
付
資

料
2】

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 
考

 
（

記
載
な

し
）

 
  

 
第

5
.
2－

5
3
表
 
気
象
デ

ー
タ
（

気
温
，
風

速
及
び
湿
度
）

及
び
森

林
火
災
件

数
 

観
測
所
 

水
戸
地
方
気
象
台
 
気
象
観
測
デ
ー
タ

注
１
）
 

茨
城
県
内
の
月
別
 

森
林
火
災
件
数

注
２
）
 

月
 

最
高
気
温
 

（
℃
）
 

最
大
風
速
 

（
m
／
s）

 

最
大
風
速
記
録
時
の
風
向
 

最
低
湿
度

（
％
）
 

第
1
位
 

第
2
位
 

1
 

1
6
.9
 

1
7
.
5 

北
東
 

北
東
 

1
7
 

7
9 

2
 

2
4
.3
 

1
7
.
5 

北
北
東
 

北
東
 

1
3
 

8
6 

3
 

2
5
.9
 

1
4
.
3 

北
東
 

北
北
東
，
南
西
 

1
1
 

1
3
1 

4
 

2
9
.3
 

1
5
.
1 

北
北
東
 

北
東
 

1
3
 

1
2
6 

5
 

3
0
.8
 

1
3
.
5 

北
東
 

北
北
東
 

1
3
 

5
4 

6
 

3
3
.5
 

1
4
.
2 

北
北
東
 

北
北
東
 

2
1
 

1
0 

7
 

3
6
.4
 

1
1
.
8 

北
北
東
 

北
北
東
 

3
5
 

1
3 

8
 

3
7
.0
 

1
2
.
9 

北
東
 

北
北
東
 

3
5
 

2
4 

9
 

3
6
.1
 

1
3
.
9 

北
北
東
 

南
南
西
 

2
9
 

2
3 

1
0
 

3
1
.4
 

1
7
.
4 

北
北
東
 

北
北
東
 

2
2
 

1
1 

1
1
 

2
4
.5
 

1
1
.
8 

北
北
東
 

北
北
東
 

1
8
 

4
 

1
2
 

2
3
.8
 

1
0
.
6 

北
東
 

西
 

1
7
 

3
3 

注
１
）
水

戸
地
方

気
象
台
 
観
測

記
録
（
2
00
7
年

～
2
0
16

年
）
よ
り
 

注
２
）
「
消
防

防
災
年

報
」
（
茨
城

県
 

20
0
6
年
～

2
01
5
年
）
よ
り
 

 

 ・
新
規
制
基
準

の
適
合
性

に
係

る
森

林
火

災
に

お
け

る
記

載
の

反
映
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東
海
第
二

発
電
所
 
新
規
制
基
準
適
合

性
確
認
比
較
表
（

添
付
書
類
六
）

 
【
5.
気
象
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
添
付
資

料
2】

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 
考

 
（

記
載
な

し
）

 
  

 
第

5
.
2－

5
4
表
 
気

象
デ
ー
タ

（
卓
越

風
向
）
 

風
 
 
向
 

最
多
風
向

（
時
間

単
位
）

の
出
現
拝
趨
割

合
（
％
）

注
）
 

水
戸
地
方

気
象
台
 

気
象
観
測

デ
ー
タ
 

発
電
所
 

気
象
観
測

デ
ー
タ
 

北
 

1
5 

3
 

北
北
西
 

1
7 

3
 

北
西
 

5
 

9
 

西
北
西
 

2
 

2
3 

西
 

3
 

7
 

西
南
西
 

3
 

2
 

南
西
 

4
 

1
 

南
南
西
 

6
 

3
 

南
 

3
 

4
 

南
南
東
 

1
 

5
 

南
東
 

3
 

4
 

東
南
東
 

4
 

3
 

東
 

9
 

3
 

東
北
東
 

9
 

6
 

北
東
 

7
 

1
4 

北
北
東
 

7
 

9
 

 
 
 
注

）
観
測
記
録
（

2
00
7
年

～
2
0
16

年
）
よ

り
  

 ・
・
新
規
制
基

準
の
適
合

性
に

係
る

森
林

火
災

に
お

け
る

記
載

の
反
映
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 
考

 
  

 
   

  

 

  ・
②
（

気
温

差
計

の
撤

去
（

H
6

年
に

気
象

指
針

の
観

測
項

目

か
ら

削
除

及
び

防
潮

堤
設

置

に
伴

う
気

象
観

測
設

備
の

移

設
（

Ａ
点

⇒
Ｄ

点
）

し
て

い

る
た
め
２

地
点
を
記

載
）

 
・
③
（
超

音
波
風
向
風
速

計
（
排

気
筒

風
）

か
ら

ド
ッ

プ
ラ

ー

ソ
ー
ダ
へ

変
更
）
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 
考

 
   

 
 ・

②
（

気
温

差
計

の
撤

去
（

H
6

年
に

気
象

指
針

の
観

測
項

目

か
ら

削
除

及
び

防
潮

堤
設

置

に
伴

う
気

象
観

測
設

備
の

移

設
（

Ａ
点

⇒
Ｄ

点
）

し
て

い

る
た
め
２

地
点
を
記

載
）

 
・

防
潮
堤
の
反

映
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 
考

 
 

 
  

 

 

  ・
②
（

気
温

差
計

の
撤

去
（

H
6

年
に

気
象

指
針

の
観

測
項

目

か
ら

削
除

及
び

防
潮

堤
設

置

に
伴

う
気

象
観

測
設

備
の

移

設
（

Ａ
点

⇒
Ｄ

点
）

し
て

い

る
た
め
２

地
点
を
記

載
）

 
・
③
（
超

音
波
風
向
風
速

計
（
排

気
筒

風
）

か
ら

ド
ッ

プ
ラ

ー

ソ
ー
ダ
へ

変
更
）
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 
考

 
 

 
 

 （
削
 
除

）
 

 

 ・
③

（
先

行
プ

ラ
ン

ト
の

記
載

に
反
映
）
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料
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追
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追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
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追
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既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 
考

 
 （

記
載
な

し
）

 
     

 

 

 ・
①
，
③
（
先

行
プ
ラ
ン

ト
の

記
載

を
反
映
）

 
 

 
 

添付2-42



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
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追
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①
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③
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付
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①
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②
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追
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記
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④

周
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①

 
・
③
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付
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①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
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追
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①
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③
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付
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①
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②
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追
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①
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③
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②
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追
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①
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付
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①
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②
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追
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4
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～
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4－

5
図
に
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載
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①
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③
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付
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①
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②
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追
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③
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付
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①
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②
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追
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③
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①
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①
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①
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既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

 

 

 

 

 

 ・
①

 
・

気
象
変

更
の
伴

う
風

洞
実

験
結
果
を

反
映

 
 

 
 

添付2-75



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

 

  

 

 
 

 

 ・
①

 
・

③
（
超

音
波
風

向
風

速
計

（
排

気
筒

風
）

か
ら
ド

ッ

プ
ラ
ー
ソ

ー
ダ
へ
変

更
）

 
 

 
 

添付2-76



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

 

  
 

 

 

 

 

 ・
①

 
・

③
（
超

音
波
風

向
風

速
計

（
排

気
筒

風
）

か
ら
ド

ッ

プ
ラ
ー
ソ

ー
ダ
へ
変

更
）

 
 

  
 

添付2-77



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

 

 
  

 

 

 ・
①

 
・

③
（
超

音
波
風

向
風

速
計

（
排

気
筒

風
）

か
ら
ド

ッ

プ
ラ
ー
ソ

ー
ダ
へ
変

更
）

 
 

  
 

添付2-78



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

 

 

 

 

 

 ・
①

 
・

③
（
超

音
波
風

向
風

速
計

（
排

気
筒

風
）

か
ら
ド

ッ

プ
ラ
ー
ソ

ー
ダ
へ
変

更
）

 
 

  
 

添付2-79



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

 

 
  

 

 

 ・
①

 
 

 
 

添付2-80



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

  

 
  

   

 
 

 ・
①

 
・

④
（
Ｓ

Ｗ
方
位

の
周

辺
監

視
区

域
境

界
変

更
（
評

価

距
離
の
変

更
）
を
反

映
）

 

  
 

添付2-81



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

  

 

 

   

 

 ・
①

 
・

④
（
Ｓ

Ｗ
方
位

の
周

辺
監

視
区

域
境

界
変

更
（
評

価

距
離
の
変

更
）
を
反

映
）

 

 
 

添付2-82



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

 

 
  

  

 

 ・
①

 
・

④
（
Ｓ

Ｗ
方
位

の
周

辺
監

視
区

域
境

界
変

更
（
評

価

距
離
の
変

更
）
を
反

映
）

 

 
 

添付2-83



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

 

 

   

  

 

 ・
①

 
・

④
（
Ｓ

Ｗ
方
位

の
周

辺
監

視
区

域
境

界
変

更
（
評

価

距
離
の
変

更
）
を
反

映
）

 

 
 

添付2-84



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

  

 
 

  

 

 ・
①

 
・

④
（
Ｓ

Ｗ
方
位

の
周

辺
監

視
区

域
境

界
変

更
（
評

価

距
離
の
変

更
）
を
反

映
）

 

  
 

添付2-85



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

 

 

  

 

 

 ・
①

 
・

④
（
Ｓ

Ｗ
方
位

の
周

辺
監

視
区

域
境

界
変

更
（
評

価

距
離
の
変

更
）
を
反

映
）

 

  
 

添付2-86



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案
）
 

備
 

考
 

  

 
  

  

 

 ・
①

 
・

④
（

Ｓ
Ｗ

方
位

の
周

辺

監
視

区
域

境
界

変
更

（
評

価
距

離
の

変
更

）

を
反

映
）

 

  
 

添付2-87



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

六
）

 
【

5.
気

象
】

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
【

添
付

資
料

2】
 

 
 

①
：

気
象
期
間
の
変

更
，
②
：

気
象
設

備
の
変
更
及
び

追
加
，

③
：
記
載

の
適
正
化
，
④

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
変
更
 

 
 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変

更
（
案
）
 

備
 

考
 

 

 
  

 

 

 ・
①

 
・

④
（

Ｓ
Ｗ

方
位

の
周

辺

監
視

区
域

境
界

変
更

（
評

価
距

離
の

変
更

）

を
反

映
）

 

 

添付2-88



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

1.
 放

射
線
防
護
に

関
す
る
基
本
方

針
 

1.
1 

基
本
的
考
え

方
 

放
射

線
の

被
ば

く
管
理

及
び
放

射
性

廃
棄
物

の
廃
棄

に
当
た

っ
て

は
，
「

核
原
料

物
質
，

核
燃
料

物
質

及
び

原
子

炉
の

規
制
に
関

す
る

法
律

」
（
以

下
「

原
子

炉
等

規
制

法
」
と

い
う
。

）
及

び
「
労

働
安

全
衛

生
法

」
を

遵
守
し
，

放
射

線
業

務
従
事

者
及

び
周

辺
監

視
区

域
外
の

公
衆
が

，
本

発
電
所

に
起

因
す
る
放

射
線
被
ば
く
か

ら
十
分

安
全
に
防

護
さ
れ
る
よ

う
に
放
射

線
防
護
対

策
を
講
じ
る

。
 

さ
ら

に
，

発
電

所
周
辺

の
一
般

公
衆

の
受
け

る
線
量

に
つ
い

て
は

，
「
発

電
用
軽

水
型
原

子
炉
施

設
周

辺
の

線
量

目
標

値
に
関
す

る
指

針
」

に
基
づ

き
，

合
理

的
に

達
成

で
き
る

限
り
低

く
す

る
こ
と

と
す

る
。
 

ま
た
，
 
放
射

線
の
被
ば

く
管
理
及

び
放
射
性
廃
棄

物
の
廃
棄

の
運
用

に
つ
い
て
は
，
「
原

子
炉
等

規
制

法
」
に
基

づ
き
，
保
安
規

定
に
こ

れ
を
定
め

る
。
 

   

1
.
 
放
射

線
防
護
に
関
す

る
基
本
方

針
 

1
.1
 
基

本
的
考
え
方
 

放
射

線
の

被
ば
く

管
理

及
び
放

射
性

廃
棄
物
の

廃
棄
に

当
た

っ
て
は

，
「

核
原
料
物

質
，

核
燃
料

物
質

及
び

原
子

炉
の

規
制

に
関

す
る
法

律
」
（

以
下

「
原
子

炉
等

規
制

法
」

と
い
う
。

）
及
び

「
労

働
安

全
衛

生
法

」
を

遵
守

し
，

放
射
線

業
務
従

事
者

及
び
周

辺
監

視
区

域
外

の
公
衆
が

，
本
発

電
所

に
起
因
す

る
放
射
線
被
ば

く
か
ら

十
分
安
全

に
防
護
さ
れ
る

よ
う
に

放
射
線
防

護
対
策
を
講

じ
る
。
 

さ
ら
に

，
発
電
所

周
辺
の

一
般

公
衆

の
受
け
る

線
量
に
つ

い
て
は

，
「

発
電

用
軽
水
型

原
子
炉

施

設
周

辺
の

線
量
目
標

値
に
関

す
る

指
針

」
に
基
づ

き
，
合
理

的
に
達

成
で

き
る

限
り
低
く

す
る
こ

と

と
す

る
。
 

な
お
，
 
放
射
線
の

被
ば

く
管
理

及
び
放

射
性
廃

棄
物

の
廃
棄
の

運
用

に
つ
い

て
は
，

「
原
子

炉
等

規
制

法
」
に
基
づ
き

，
保
安
規

定
に
こ

れ
を
定
め
る
。
 

 

         ・
記

載
の

適
正

化
（

先
行

プ
ラ

ン
ト

の
記
載
を

反
映
）

 
 

 
 

添付3-1



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

2
.
 
遮
蔽

及
び
換
気
 

2.
1 

遮
蔽
 

2.
1.
1 

遮
蔽

設
計
の
基

準
 

遮
蔽

は
，

平
常

運
転

時
，
定

期
検

査
時

等
に

お
い

て
，

発
電
所

敷
地

周
辺
の
一

般
公

衆
及

び
放

射

線
業

務
従

事
者

等
が

受
け
る

線
量

が
経

済
産

業
省

告
示

「
実
用

発
電

用
原

子
炉

の
設

置
，

運
転
等

に

関
す

る
規

則
の

規
定

に
基
づ

く
線

量
限

度
等

を
定

め
る

告
示
」

（
以

下
「

線
量

限
度

等
を

定
め
る

告

示
」

と
い
う
。

）
に
定
め
る
限

度
を
十

分
下
回
る

よ
う
に
設
計

す
る
。
 

ま
た

，
原

子
炉

施
設

か
ら
の

直
接

線
及

び
ス

カ
イ

シ
ャ

イ
ン
線

に
よ

る
人
の
居

住
の

可
能

性
の

あ

る
地

域
に
お
け

る
空
気
カ
ー
マ

が
年
間

5
0μ

G
y以

下
と
な
る
よ

う
に
設
計

す
る
。
 

2
.
1
.
2 

 
遮
蔽
設
計
に
際

し
て
と

ら
れ
る
区

域
の
区
分
 

建
屋

内
の

遮
蔽

は
，

放
射
線

業
務

従
事

者
の

関
係

各
場

所
へ
の

立
入

頻
度
，
滞

在
時

間
等

を
考

慮

し
た

上
で
，
外

部
放
射
線
に
係

る
線
量

率
が
第
2
.
1－

1
表
の
基

準
を
満
足

す
る
設
計

と
す
る
。
 

  な
お

，
固
体
廃

棄
物
作
業
建
屋

に
つ
い

て
は
，
第

2
.1
－
2表

の
基
準
を
満

足
す
る
設

計
と
す
る
。
 

遮
蔽

設
計
上
の

区
域
区
分
を
第

2
.
1－

1
図
～
第
2
.
1－

8
図
に
示

す
。
 

立
入

り
に
対
す

る
制
限
は
，
線

量
当
量

率
，
作
業

時
間
，
個
人

の
線
量
等

を
考
慮
し

て
定
め
る
。
 

ま
た

，
中

央
制

御
室

に
つ
い

て
は

，
想

定
さ

れ
る

事
故

時
に
お

い
て

も
，
中
央

制
御

室
内

に
と

ど

ま
り

各
種

の
操

作
を

行
う
運

転
員

が
，

過
度

な
被

ば
く

を
受
け

な
い

よ
う

に
遮

蔽
を

行
う

設
計
と

す

る
。
 

2
.
2
 
換
気
 

放
射

線
業
務
従
事
者

を
空
気
中

の
放
射

性
物
質
に
よ
る

内
部
被

ば
く
か
ら

防
護
す
る
た
め

，
換
気
空
調

設
備
は
以

下
の
条
件

を
満
足
す

る
よ
う
に
管

理
す
る
。
 

(1
) 
換
気

は
系
統
ご

と
に
行
い

，
空
気
中
の

放
射
性
物

質
に
よ

る
汚
染
の

拡
大
を
防
止
し

て
い
る
こ
と
。
 

(2
) 
各
換

気
系
統
に

つ
い
て
空

気
の
供
給
は

清
浄
区
域

か
ら
行

い
，
空
気
中
の
放

射
性
物
質

に
よ
る
内
部

被
ば

く
の
可
能
性
の

あ
る
区
域

に
向
か

っ
て
流
れ
て
い

る
こ
と

。
 

(3
) 
フ
ィ

ル
タ
は
，

所
定
の
性

能
を
維
持
し

て
い
る
こ

と
。
 

(4
) 
各
換

気
系
統
の

容
量
は
，

各
区
域
等
の

換
気
，
除

熱
を
行

う
の
に
十

分
で
あ
る
こ
と

。
 

(5
) 
人
が

常
時
立
ち

入
る
場
所

は
，
空
気
中
の

放
射
性
物
質

の
濃
度

が
濃
度
限
度
よ

り
も
十

分
低
く
な
っ

て
い

る
こ
と
。
 

   

2
.
 

遮
蔽
及
び

換
気
 

2
.
1
 
遮
蔽
 

 遮
蔽
は
，
通

常
運
転
時

，
施
設
定

期
検
査
時
等

に
お
い
て
，

発
電
所

敷
地
周
辺
の
一
般
公
衆

及
び
放

射
線
業

務
従
事

者
等
が
受
け
る

線
量

が
「
核

原
料
物
質
又
は

核
燃

料
物
質

の
製
錬
の
事
業
に
関

す
る
規

則
等
の

規
定

に
基

づ
く

線
量

限
度
等

を
定

め
る
告
示

」
（

以
下

「
線

量
限

度
等

を
定

め
る

告
示

」

と
い

う
。

）
に

定
め
ら
れ

た
限
度

を
十
分
下
回
る

よ
う
に
設

計
す
る

。
 

   放
射

線
業
務
従

事
者
を
外
部
被
ば
く
か

ら
防
護
す

る
た
め
，
遮
蔽

は
関
係
各

区
域
へ
の
立

ち
入
り
の

頻
度
，
滞

在
時
間
等

を
考
慮
し
て
第

2
.1
－
1
表
の
よ
う
に

管
理
区
域
を

区
分
し
，

こ
れ
ら

の
基
準
に

適
合
す
る

よ
う
遮
蔽

設
計
を
行
う

。
な

お
，
遮
蔽
の

具
体
的
な

説
明
は
，
添
付
書
類

八
の
「
8
.
3 
遮
蔽

設
備
」
に

示
す
。
 

な
お

，
固
体
廃

棄
物
作
業
建
屋
に
つ
い

て
は
，
第

2.
1－

2
表
の

基
準
を
満

足
す
る
設
計
と

す
る
。
 

 立
入
り
に
対
す

る
制
限
は

，
線
量

当
量
率
，
作
業

時
間
，
個

人
の
線

量
等
を
考

慮
し
て
定
め

る
。
 

   

2
.
2
 
換
気
 

放
射
線
業

務
従
事
者

を
空
気
中
の

放
射
性
物

質
に
よ
る

内
部
被

ば
く
か
ら
防
護

す
る
た
め

，
換
気
空
調

設
備
は
以

下
の
条
件

を
満
足
す
る

よ
う
に
管

理
す
る
。
 

(
1)
 換

気
は
系
統
ご

と
に
行
い
，

空
気
中
の

放
射
性
物

質
に
よ

る
汚
染
の
拡
大

を
防
止
し

て
い
る
こ
と
。
 

(
2)
 各

換
気
系
統
に

つ
い
て
空
気

の
供
給
は

清
浄
区
域

か
ら
行

い
，
空

気
中
の
放

射
性
物
質

に
よ
る
内
部

被
ば
く
の

可
能
性
の

あ
る
区
域
に

向
か
っ
て

流
れ
て
い

る
こ
と

。
 

(
3)
 フ

ィ
ル
タ
は
，

所
定
の
性
能

を
維
持
し

て
い
る
こ

と
。
 

(
4)
 各

換
気
系
統
の

容
量
は
，
各

区
域
等
の

換
気
，
除

熱
を
行

う
の
に
十
分
で

あ
る
こ
と

。
 

(
5)
 人

が
常
時
立
ち

入
る
場
所
は

，
空
気
中
の

放
射
性
物
質

の
濃
度
が
濃

度
限
度
よ

り
も
十

分
低
く
な
っ

て
い
る
こ

と
。
 

換
気
設
備

の
具
体
的

な
説
明
は
，

添
付
書
類

八
の
「
8
.
2
 換

気
空
調
設
備
」
に

示
す
。
 

 

  ・
遮
蔽

区
分
図
（

第
2.
1－

1
図

～
第

2
.
1
－
8
図
）
の

記
載
を
添

付
書
類

八
へ

移
動

し
た

こ
と

に
よ

る
記

載

の
適

正
化

（
先

行
プ

ラ
ン

ト
の

記

載
内
容
の

反
映
）

 
・

法
令

の
改

正
に

伴
う

記
載

の
適

正
 

化
 

 ・
記

載
の

適
正

化
（

先
行

プ
ラ

ン
ト

の
記
載
を

反
映
）

 
    ・

中
央

制
御

室
の

遮
蔽

の
記

載
は

添

付
書

類
八

へ
移

動
（

先
行

プ
ラ

ン

ト
の
記
載

の
反
映
）

 
     

  

添付3-2



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 
考

 
 

 
 ・
⑤

及
び
管
理

区
域
の
一

部
変
更
（
緊

急
用

海
水

ポ
ン

プ
ピ

ッ
ト

設
置

に
伴

う
ド

ラ
ム
搬
出
口
建
屋
の
解
体

）
 

  

 
 

添付3-3



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

  

 
 ・

②
（

海
岸

沿
い

の
フ

ェ
ン

ス
（

周

辺
監

視
区

域
境

界
）

の
位

置
を

波

の
影

響
を

受
け

な
い

位
置

へ
変

更
，

南
側

の
周

辺
監

視
区

域
境

界

は
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

と

の
用
地
調

整
に
伴
う
変
更

）
 

・
⑤

 
 ＜
具

体
的
な
変

更
点
＞

 
a：

波
の
影
響
を
受
け

な
い
よ
う

に
海

岸
沿

い
の

フ
ェ

ン
ス

（
周

辺
監

視

区
域
境
界

）
の
位
置
を
後

退
。

 
b：

波
の
影
響
を
受
け

な
い
よ
う

に
放

水
口

付
近

の
フ

ェ
ン

ス
（

周
辺

監

視
区
域
境

界
）
の
位
置
を

変
更
。

 
c：

波
の
影
響
を
受
け

な
い
よ
う

に
取

水
口

付
近

の
フ

ェ
ン

ス
（

周
辺

監

視
区
域
境

界
）
の
位
置
を

変
更
。

 
d：

高
台
部
分
（
J
A
E
A
の
土
地
）
を
東

二
敷

地
に

変
更

す
る

こ
と

に
よ

る

敷
地

境
界

の
変

更
に

伴
う

周
辺

監

視
区
域
境

界
の
変
更

 
e：

国
道

24
5
号
線
拡

幅
工
事
に

伴
う

発
電

所
進

入
道

路
の

変
更

に
よ

る

周
辺
監
視

区
域
境
界
の
変

更
 

 
 

添付3-4



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

3
．

発
電
所
内

の
区
域
区

分
 

3.
2 

管
理
区

域
内
の
管

理
 

管
理
区
域

に
つ
い
て

は
，「

実
用

発
電
用
原
子

炉
の
設
置

，
運
転

等
に
関
す
る
規

則
」
（
以
下
「

実
用
炉

規
則
」
と

い
う
。
）

（
第

78
条
）

に
従
っ
て

，
次
の
措
置
を

講
ず
る

。
 

（
1
）
壁

，
さ

く
等

の
区

画
物

に
よ
っ

て
区

画
す
る

ほ
か

，
標

識
を
設

け
る

こ
と

に
よ
っ

て
明

ら
か

に
他

の

場
所
と

区
別

し
，

か
つ

，
放
射

線
等

の
危

険
性

の
程

度
に

応
じ
て

人
の

立
入

制
限

，
か

ぎ
の
管

理
等

の

措
置
を
講

ず
る
。
 

（
2
）
放
射
性

物
質
を
経

口
摂
取
す
る
お

そ
れ
の
あ

る
場
所
で

の
飲
食
及
び
喫
煙
を
禁

止
す
る

。
 

（
3
）
床

，
壁

，
そ

の
他

人
の

触
れ
る

お
そ

れ
の
あ

る
物

で
あ

っ
て
，

放
射

性
物

質
に
よ

っ
て

汚
染

さ
れ

た

も
の
の

表
面

の
放

射
性

物
質
の

密
度

が
，

経
済

産
業

省
告

示
「
線

量
限

度
等

を
定

め
る

告
示
」

（
第

5

条
）
に
定

め
る
表
面

密
度
限
度
を

超
え
な
い

よ
う
に
す

る
。
 

（
4
）
管

理
区

域
か

ら
人

が
退

去
し
，

又
は

物
品
を

持
ち

出
そ

う
と
す

る
場

合
に

は
，
そ

の
者

の
身

体
及

び

衣
服
，

履
物

等
身

体
に

着
用
し

て
い

る
物

並
び

に
そ

の
持

ち
出
そ

う
と

す
る

物
品

（
そ

の
物
品

を
容

器

に
入
れ
又

は
包
装
し

た
場
合
に
は

，
そ

の
容
器
又

は
包
装
）
の
表
面

の
放
射
性

物
質
の
密

度
が
（
3
）
の

表
面
密
度

限
度
の

1
0
分

の
1
を
超

え
な
い
よ

う
に
す
る
。
 

 ま
た

，
管
理
区

域
内
は
，
場
所

に
よ
り

外
部
放
射

線
に
係
る
線

量
当
量
率

，
放
射
線

業
務
従
事
者

等

の
立
入
頻

度
等
に
差

異
が
あ
る
の

で
，
こ
れ

ら
の
こ
と

を
考
慮
し
て

適
切
な
管

理
を
行
う

。
 

3
.
2
.
1
  

管
理
区
域

内
の
区
分

 

 
 
管
理

区
域
は
，
放
射
性
物

質
に
よ

っ
て
汚
染
さ
れ

た
物
の

表
面
の
放

射
性
物
質
の
密

度
又
は

空
気
中
の

放
射
性
物

質
濃
度
が

法
令
に
定

め
る
管
理
区

域
に
係
る

値
を
超

え
る
お
そ

れ
の
な
い
区
域

と
，
表
面
の
放

射
性
物
質

の
密
度

，
又

は
空
気
中

の
放
射
性
物
質

濃
度
が
法

令
に
定

め
る
管
理
区
域

に
係
る

値
を
超
え
る

か
又
は
超

え
る
お
そ

れ
の
あ
る

区
域
で
あ
る

汚
染
管
理

区
域
と

に
区
分
す

る
。
 

さ
ら

に
，
そ
の
外
部

放
射
線
に

係
る
線
量
当

量
率
の
高

低
に
よ

り
，
ま
た
，
汚
染
管
理
区

域
は
，
空
気

中
の
放
射

性
物
質
の

濃
度
又
は

床
等
の
表
面

の
放
射
性

物
質
の

密
度
の
高

低
に
よ
り
，
そ

れ
ぞ
れ

細
区
分

し
，
段
階

的
な
出
入

管
理
を
行

う
こ
と

に
よ
っ
て
管
理

区
域
へ

立
ち
入
る

者
の
被
ば
く
管

理
等
が

，
容
易

か
つ
確
実

に
行
え
る

よ
う
に
す

る
。
 

  

な
お

，
原
則
と
し

て
，
通

常
運
転
時
に

つ
い
て
は

，
原
子
炉
建

屋
，
タ

ー
ビ
ン
建

屋
，
サ
ー

ビ
ス
建
屋

及
び
固
体

廃
棄
物
作

業
建
屋
の

一
部
並
び
に

廃
棄
物
処

理
建
屋

を
汚
染
管

理
区
域
と
す
る

。
 

 3
.
4
 

 周
辺
監
視
区

域
内
の
管

理
 

 
 
「
実
用
炉

規
則
」
（
第

78
条
）
の

規
定
に
基

づ
き
，
周
辺
監

視
区
域
は

人
の
居
住

を
禁
止
し
，
境
界
に

柵
又
は
標

識
を
設
け

る
等
の
方

法
に
よ
っ
て

周
辺
監
視

区
域
に

業
務
上
立

ち
入
る
者
以
外

の
立
入

り
を

制
限
す
る

。
 

 
 
周
辺

監
視
区
域

の
外
部
放

射
線
に
係
る

線
量
，
空
気
中
又

は
水
中
の

放
射
性
物
質
の

濃
度
及

び
表
面
の

3
．

発
電
所
内

の
区
域
区
分
 

3
.
2
 
管
理
区

域
内
の
管
理
 

管
理
区

域
に

つ
い

て
は

，
「
実

用
発

電
用
原

子
炉

の
設
置
，

運
転

等
に

関
す
る

規
則
」
（

以
下

「
実

用

炉
規
則
」

と
い
う
。

）
（
第

7
8
条
）

に
従
っ
て

，
次
の
措
置
を

講
ず
る
。
 

（
1
）
 
壁
，
さ
く

等
の
区
画
物

に
よ
っ
て
区

画
す
る
ほ

か
，
標
識
を
設
け
る

こ
と
に
よ
っ

て
明
ら

か
に
他
の

場
所
と
区

別
し
，
か
つ
，
放
射
線
等
の

危
険
性
の

程
度
に
応

じ
て
人
の
立

入
制
限
，
か
ぎ
の

管
理
等
の

措
置
を
講

ず
る
。
 

（
2
）
 放

射
性

物
質
を
経

口
摂
取
す
る

お
そ
れ
の

あ
る
場
所

で
の
飲

食
及
び
喫
煙
を

禁
止
す

る
。
 

（
3）

 
床
，
壁
，
そ
の

他
人
の
触

れ
る
お
そ

れ
の
あ
る
物
で

あ
っ
て
，
放
射

性
物
質
に
よ

っ
て
汚

染
さ
れ
た

も
の
の
表

面
の
放
射

性
物
質
の
密

度
が
，
「
線
量
限

度
等
を
定

め
る
告
示

」
（
第

4
条
）
に

定
め
る
表

面
密
度
限

度
を
超
え

な
い
よ
う
に

す
る
。
 

(4
）

管
理
区
域
の

う
ち
汚

染
又
は

汚
染
の
お
そ

れ
の
あ

る
区
域

か
ら
人
が
退

去
し
，

又
は
物

品
を
持
ち
出

そ
う

と
す
る
場
合
に
は
，
そ
の
者

の
身
体
及

び
衣
服
，
履
物

等
身
体
に
着

用
し
て
い

る
物
並

び
に
そ
の

持
ち

出
そ
う
と
す
る
物
品
（
そ
の

物
品
を
容

器
に
入
れ

又
は
包
装
し

た
場
合
に

は
，
そ
の
容

器
又
は
包

装
）
の

表
面
の
放

射
性
物
質
の
密

度
が
（
3
）
の

表
面
密
度
限

度
の

1
0
分

の
1
を
超

え
な
い
よ

う
に
す

る
。
 

ま
た
，
管
理

区
域
内
は

，
場
所

に
よ
り
外

部
放
射
線

に
係
る

線
量
当
量

率
，
放
射

線
業
務

従
事
者
等

の
立
入
頻
度
等

に
差
異
が

あ
る
の

で
，
こ
れ
ら
の

こ
と
を
考

慮
し
て

適
切
な
管

理
を
行
う
。
 

3
.
2
.
1
  

管
理
区
域

内
の
区
分
 

管
理
区
域

は
，
放
射
性

物
質
に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ

た
物
の
表

面
の
放
射
性

物
質
の
密

度
及
び

空
気
中
の

放
射

性
物

質
濃

度
が

法
令

に
定

め
る

管
理

区
域

に
係

る
値

を
超

え
る

お
そ

れ
の

な
い

区
域

で
あ

る
管

理

区
域
と
，
表
面
の

放
射
性
物
質

の
密
度
又
は

空
気
中
の

放
射
性

物
質
濃
度
が
，
法
令
に
定

め
る
管

理
区
域

に
係
る
値

を
超
え
る

か
又
は
超
え

る
お
そ
れ

の
あ
る
区

域
と
に

区
分
す
る
。
 

さ
ら
に
管

理
区
域
は

，
そ
の
外
部

放
射
線
に
係
る

線
量
当
量

率
の
高

低
に
よ
り
，
ま
た
，
表
面

汚
染
密

度
又

は
空

気
中

の
放

射
性

物
質

濃
度

が
法

令
に

定
め

る
管

理
区

域
に

係
る

値
を

超
え

る
か

又
は

超
え

る

お
そ
れ
の

あ
る
区
域

は
，
外
部
放
射
線

に
係
る
線

量
当
量
率

に
加
え
空
気

中
の
放
射

性
物
質

の
濃
度
又
は

床
等
の
表

面
の
放
射

性
物
質
の
密

度
の
高
低

に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ

細
区
分
し
，
段
階

的
な
出
入

管
理
を
行
う

こ
と

に
よ

っ
て

管
理

区
域

へ
立

ち
入

る
者

の
被

ば
く

管
理

等
が

，
容

易
か

つ
確

実
に

行
え

る
よ

う
に

す

る
。
 

な
お
，
原
則
と
し

て
，
通
常
運

転
時
に

つ
い
て
は
，
原
子
炉
建

屋
，
タ

ー
ビ
ン
建
屋
，
サ
ー

ビ
ス
建
屋

及
び
固
体

廃
棄
物
作

業
建
屋
の
一

部
並
び
に

廃
棄
物
処

理
建
屋

を
汚
染
管
理
区

域
と
す
る

。
 

 3
.
4
 

 周
辺
監
視
区

域
内
の
管
理
 

 
「

実
用
炉
規

則
」
（
第
7
8条

）
の
規

定
に
基
づ

き
，
周
辺

監
視
区

域
は
人
の

居
住
を
禁
止

し
，
境
界
に
柵

又
は
標
識

を
設
け
る

等
の
方
法
に

よ
っ
て
周

辺
監
視
区

域
に
業

務
上
立
ち
入
る

者
以
外
の

立
入
り

を
制

限
す
る
。
 

 
 
周
辺

監
視
区
域

の
外
部
放
射

線
に
係
る

線
量
，
空
気
中
又

は
水
中
の
放
射

性
物
質
の

濃
度
及

び
表
面
の

         ・
法

令
の

改
正

に
伴

う
記

載
の

適
正
 

化
 

 ・
記

載
の

適
正

化
（

先
行

プ
ラ

ン
ト

の
記
載
を

反
映
）

 
       ・

記
載

の
適

正
化

（
先

行
プ

ラ
ン

ト

の
記
載
を

反
映
）
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

放
射
性
物

質
の
密
度

は
，
経
済

産
業
省
告
示

「
線
量
限

度
等
を

定
め
る
告

示
」
（
第
2条

）
に
定
め
る
値

以
下
に
保

つ
。
 

 
 
具
体

的
に
は
，

外
部
放
射

線
に
係
る
線

量
に
つ
い

て
は
，

管
理
区
域

の
外
側
に
お
い

て
3月

間
に

つ
い

て
1
.
3
mS
v
を
超
え
な

い
よ
う
管

理
す
る
。
空
気
中
及

び
水
中
の

放
射
性
物

質
の
濃
度
に
つ

い
て
は
，
管
理

区
域
と
の

境
界
を
壁

等
に
よ
っ

て
区
画
す
る

と
と
も
に

，
管

理
区
域

内
の
放
射
性
物

質
の
濃

度
の
高
い
空

気
や
水
が

容
易
に
流

出
す
る
こ

と
の
な
い
よ

う
換
気
系

統
及
び

排
水
系
統

を
管
理
す
る
。

 

 
 
ま
た

，
表
面
の

放
射
性
物

質
の
密
度
に

つ
い
て
は

，
「
3
.
2 

管
理
区
域

内
の
管
理
」

に
述
べ
た
よ

う

に
人
及
び

物
品
の
出

入
管
理
を

十
分
に
行
う

。
 

 
 
こ
れ

ら
の
基
準

を
満
足
し

て
い
る
こ
と

を
確
認
す

る
た
め

に
，
管
理
区
域

外
に
お
い

て
，
定
期
的
に
外

部
放
射
線

に
係
る
線

量
当
量
率

及
び
外
部
放

射
線
に
よ

る
線
量

当
量
の
測

定
を
行
う
と
と

も
に
，
必
要
に

応
じ
て
，

随
時
放
射

線
サ
ー
ベ

イ
を
行
う
。
 

 
 
な
お

，
周
辺

監
視
区

域
外
に
お
い

て
は
，

経
済
産

業
省
告
示
「

線
量
限

度
等
を

定
め
る
告
示

」
（
第
3

条
及
び
第

9
条

）
に
定
め
る

線
量
限

度
及
び

濃
度
限
度
以

下
に
管

理
す
る

が
，
そ
の
方

法
に
つ

い
て
は
，

放
射
性
気

体
廃
棄
物

は
「

4
.2
.3
 

放
出
管
理
」
，
放
射

性
液
体
廃
棄
物
は
「
4.
3
.3
 
放
出
管

理
」
で
述

べ
る
。
 

 
 
ま
た

，
そ
の
監

視
に
つ
い

て
は
，
「
6
.
4 

発
電

所
外
に
関
す
る

放
射
線
監

視
」
で
述

べ
る
。
 

 

放
射
性
物

質
の
密
度

は
，
「
線
量

限
度
等
を

定
め
る
告

示
」
（

第
1
条
）
に
定

め
る
値
以
下
に

保
つ
。
 

 
 
具
体

的
に
は
，

外
部
放
射
線

に
係
る
線

量
に
つ
い

て
は
，

管
理
区
域
の
外

側
に
お
い

て
3月

間
に

つ
い

て
1
.
3
mS
v
を
超
え
な

い
よ
う
管
理

す
る
。
空
気
中
及

び
水
中
の

放
射
性
物
質
の

濃
度
に
つ

い
て
は
，
管
理

区
域
と
の

境
界
を
壁

等
に
よ
っ
て

区
画
す
る

と
と
も
に

，
管

理
区
域
内
の

放
射
性
物

質
の
濃

度
の
高
い
空

気
や
水
が

容
易
に
流

出
す
る
こ
と

の
な
い
よ

う
換
気
系

統
及
び

排
水
系
統
を
管

理
す
る
。

 

 
 
ま
た

，
表
面
の

放
射
性
物
質

の
密
度
に

つ
い
て
は

，
「
3
.
2 

管
理
区
域

内
の
管
理
」
に

述
べ
た
よ

う

に
人
及
び

物
品
の
出

入
管
理
を
十

分
に
行
う

。
 

 
 
こ
れ

ら
の
基
準

を
満
足
し
て

い
る
こ
と

を
確
認
す

る
た
め

に
，
管
理
区
域

外
に
お
い

て
，
定

期
的
に
外

部
放
射
線

に
係
る
線

量
当
量
率
及

び
外
部
放

射
線
に
よ

る
線
量

当
量
の
測
定
を

行
う
と
と

も
に

，
必
要
に

応
じ
て
，

随
時
放
射

線
サ
ー
ベ
イ

を
行
う
。
 

 
 
な
お

，
周

辺
監
視
区
域
外

に
お
い

て
は
，
「
線
量

限
度
等

を
定
め
る
告
示

」
（
第
2条

及
び
第
8条

）
に

定
め
る
線

量
限
度
及

び
濃
度
限
度

以
下
に
管

理
す
る
が
，
そ
の

方
法
に
つ
い
て

は
，
放
射

性
気
体

廃
棄
物

は
「
4
.2
.
3 

放
出
管
理

」
，
放
射

性
液
体
廃

棄
物
は
「
4
.3
.3

 
放
出

管
理
」
で
述
べ

る
。
 

 
 
ま
た

，
そ
の
監

視
に
つ
い
て

は
，
「
6
.
4 

発
電
所
外
に

関
す
る

放
射
線
監

視
」
で
述
べ

る
。
 

 

・
法

令
の

改
正

に
伴

う
記

載
の

適
正
 

化
 

         ・
法

令
の

改
正

に
伴

う
記

載
の

適
正
 

化
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第
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発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

4.
 
放
射

性
廃
棄
物
処
理
 

4.
1 

放
射
性

廃
棄
物
処

理
の
基
本
的
考

え
方
 

 
 
放
射

性
廃
棄
物
処
理

施
設
の

設
計
及
び

管
理
に
際
し
て

は
，「

実
用

発
電
用
原

子
炉
の
設

置
，
運
転

等

に
関
す
る

規
則
」
を

遵
守
す
る

と
と
も
に
，
「
発
電
用

軽
水
型
原
子
炉

施
設
周
辺

の
線
量
目

標
値
に
関
す

る
指
針
」

の
考
え
方

に
基
づ
く

も
の
と
す
る

。
 

 
(1
) 

気
体
廃
棄
物
に
つ
い
て
は

，
そ
の
主

要
な
も
の

で
あ
る
蒸
気

式
空
気
抽

出
器
排
ガ

ス
を

3
0
分

減
衰

配
管

及
び
活
性
炭
式
希
ガ
ス
ホ

ー
ル
ド

ア
ッ
プ
装

置
に
通
し
，

排
ガ
ス
中

の
放
射
能

を
十
分
減
衰

さ

せ
，

監
視
し
つ
つ
排
気
筒
か
ら

大
気
に

放
出
す
る

。
 

 
 
 
ま

た
，
他
の
排
気
に
つ
い
て
は
，
下
記
の
対

策
を
講
じ

る
こ
と
に

よ
り
，
排
気
中
の

放
射
性
物

質
の

低
減

を
図
っ
た
後
，

監
視
し
つ

つ
排
気

筒
か
ら
大
気
に

放
出
す

る
。
 

 
 
ａ
．
 
タ
ー

ビ
ン
軸
封
蒸

気
に
は

復
水
貯
蔵
タ
ン

ク
水
を

加
熱
し
蒸

発
さ
せ
た
放
射

性
物
質

の
濃
度
が

十
分

低
い
蒸
気

を
用
い
る

こ
と
に
よ
り

，
軸
封
部
の

戻
り
蒸
気

が
流
入
す
る
タ

ー
ビ
ン
グ

ラ
ン
ド

蒸
気

復
水
器
か

ら
の
排
ガ

ス
中
の
放
射

性
物
質
を

無
視
で
き

る
程
度

と
す
る
。
 

 
 
ｂ
．
 
真
空
ポ
ン

プ
は
原
子

炉
の
起
動

時
，
原
子
炉
で

発
生
し

た
蒸
気
が

復
水
器
に
流

入
す
る
ま

で
使

用
す

る
こ
と
と

し
，
真
空
ポ
ン

プ
か
ら
の
排

ガ
ス
中
の

放
射
性

物
質
濃
度
を
十

分
低
い
も

の
と
す

る
。
 

 
 
ｃ
．
 

換
気
系
の
排
気
に
つ
い
て

は
，
フ
ィ
ル

タ
で
処
理

す
る
こ
と

に
よ
り
，
排
気
中

に
含
ま
れ

る
粒

子
状

放
射
性
物

質
を
無
視

で
き
る
程
度

と
す
る
。
 

 
 
 
 

 
な
お
，
雑

固
体
廃
棄

物
焼
却
設

備
及
び
雑
固
体

減
容
処

理
設
備
か

ら
の
排
ガ
ス

は
，
フ

ィ
ル
タ

で
処

理
す
る
こ

と
に
よ
り

，
排

気
中
に
含
ま

れ
る
粒
子

状
放
射

性
物
質
を
無
視

で
き
る
程

度
と
す

る
。
 

 
(2
) 

液
体
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
，
液
体

廃
棄
物
処
理

系
に
お

い
て
濃
縮

等
の
処
理

を
行
い
，
原
則
と
し
て

放
射

性
物
質
の
濃
度
が
ご
く
低

い
廃
液

を
除
い
て

は
環
境
放
出

を
行
わ
ず
，
補
給

水
と
し
て

再
使
用
す

る
。
 

 
(3
) 

固
体
廃
棄
物
は
，
そ
の

種
類
に

応
じ
て
タ
ン
ク

等
に
貯

蔵
す
る
か

，
又
は
ド

ラ
ム
缶

等
に
詰
め
て
固

体
廃

棄
物
貯
蔵
庫
又
は
固
体
廃

棄
物
作

業
建
屋
の

廃
棄
体
搬
出

作
業
エ
リ

ア
に
貯
蔵

保
管
す
る
。

ま

た
，
必
要

に
応
じ
て

，
固

体
廃
棄

物
を
廃
棄
事
業

者
の
廃
棄

施
設
へ

廃
棄
す
る

。
た

だ
し
，
廃
棄
体
搬

出
作

業
エ
リ
ア
に
は
，
固

体
廃
棄

物
貯
蔵
庫
に
貯

蔵
保
管
し

た
ド
ラ

ム
缶
を
含

め
て
，
固

体
廃
棄
物
を

詰
め

た
ド
ラ
ム
缶
を
，
廃
棄
事
業

者
の
廃
棄
施

設
へ
廃
棄

す
る
た

め
の
検
査
及
び

搬
出
ま
で

の
間
に
限

り
，
貯
蔵
保
管

す
る
。
原
子
炉
冷

却
材
浄
化
系

及
び
燃
料

プ
ー
ル

冷
却
浄
化
系
フ

ィ
ル
タ
脱

塩
装
置
か

ら
発

生
す
る
使
用
済
粉
末
樹
脂

は
，
使
用
済
粉
末

樹
脂
貯
蔵

タ
ン
ク

に
貯
蔵
す

る
か
，
又

は
貯
蔵
し
放

射
能

を
減
衰
さ
せ
た
後
，
固
化

装
置
（
セ
メ
ン

ト
固
化
式
）
で
固

化
材
（

セ
メ
ン
ト
）
と

混
合
し

て
ド

ラ
ム

缶
内
に
固
化
し
貯
蔵
保
管

す
る
。
復
水
脱

塩
装
置
及

び
液
体

廃
棄
物
処
理
系

脱
塩
装
置

か
ら
発
生

す
る

使
用
済
樹
脂
，
液

体
廃
棄
物

処
理
系
助
材

型
ろ
過
装

置
か
ら

発
生
す
る
廃
ス

ラ
ッ
ジ
は

貯
蔵
タ
ン

ク
に

貯
蔵
す
る
か
，
又
は
貯
蔵

し
放
射

能
を
減
衰

さ
せ
た
後
，

雑
固
体
廃

棄
物
焼
却

設
備
で
焼
却
し
，

焼
却

灰
は
不
燃
性
雑
固
体
廃
棄

物
と
し

て
処
理
す

る
か
，
固

化
装
置
（
セ

メ
ン
ト
固
化
式

）
で
固
化
材

（
セ

メ
ン
ト
）
と
混
合
し

て
ド
ラ

ム
缶
内
に

固
化
し
貯
蔵
保

管
す
る

。
濃

縮
廃
液
は
，
濃
縮

廃
液
貯
蔵

4
.
 

放
射
性
廃

棄
物
処
理
 

4
.
1
 
放
射
性

廃
棄
物
処
理
の
基

本
的
考

え
方
 

 
 

放
射
性
廃

棄
物
処
理

施
設
の
設
計

及
び
管
理

に
際
し
て

は
，「

実
用

発
電
用
原

子
炉
の
設
置
、

運
転
等

に
関
す
る

規
則
」
を

遵
守
す
る
と

と
も
に
，
「
発
電
用
軽
水
型

原
子
炉

施
設
周
辺

の
線
量
目
標

値
に
関
す

る
指
針
」

の
考
え
方

に
基
づ
く
も

の
と
す
る

。
 

 (
1)
 
気
体
廃

棄
物
に
つ

い
て
は

，
そ
の
主
要
な

も
の
で
あ

る
蒸
気

式
空
気
抽

出
器
排
ガ
ス
を

3
0
分
減
衰

配
管
及
び

活
性
炭
式

希
ガ
ス
ホ

ー
ル
ド
ア
ッ

プ
装
置
に

通
し
，

排
ガ
ス
中

の
放
射
能
を
十

分
減
衰

さ

せ
，
監
視

し
つ
つ
排

気
筒
か
ら

大
気
に
放
出

す
る
。
 

 
 

 
ま
た

，
他

の
排
気
に
つ

い
て
は
，
下
記
の
対

策
を
講
じ
る
こ

と
に
よ
り
，
排
気
中
の

放
射
性
物

質
の

低
減
を
図

っ
た
後
，

監
視
し
つ
つ

排
気
筒
か

ら
大
気
に

放
出
す

る
。
 

 
 

ａ
．
 
タ
ー

ビ
ン
軸
封
蒸

気
に
は
復
水

貯
蔵
タ
ン

ク
水
を

加
熱
し
蒸
発
さ

せ
た
放
射

性
物
質

の
濃
度
が

十
分

低
い
蒸
気

を
用
い
る
こ
と
に
よ
り

，
軸
封
部
の

戻
り
蒸
気
が
流

入
す
る
タ

ー
ビ
ン
グ

ラ
ン
ド

蒸
気

復
水
器
か

ら
の
排
ガ
ス
中
の
放
射

性
物
質
を

無
視
で
き

る
程
度
と
す

る
。
 

 
 

ｂ
．
 

真
空
ポ
ン

プ
は
原
子

炉
の
起
動
時
，
原
子
炉
で

発
生
し

た
蒸
気
が
復
水

器
に
流

入
す
る
ま

で
使

用
す

る
こ
と
と

し
，
真
空
ポ
ン
プ

か
ら
の
排

ガ
ス
中
の

放
射
性
物
質

濃
度
を
十

分
低
い
も

の
と
す

る
。
 

 
 

ｃ
．
 
換
気

系
の
排
気
に

つ
い
て

は
，
フ
ィ
ル

タ
で
処
理
す
る

こ
と
に
よ

り
，
排
気
中

に
含
ま
れ

る
粒

子
状

放
射
性
物

質
を
無
視
で
き
る
程
度

と
す
る
。
 

 
 

 
 
 
な

お
，
雑

固
体
廃
棄

物
焼
却
設
備
及

び
雑
固
体

減
容
処

理
設
備
か
ら
の

排
ガ
ス

は
，
フ

ィ
ル
タ

で
処

理
す
る
こ

と
に
よ
り
，
排
気

中
に
含
ま

れ
る
粒
子

状
放
射
性
物

質
を
無
視

で
き
る
程

度
と
す

る
。
 

 (
2)
 
液
体
廃

棄
物
に
つ

い
て
は
，
液
体
廃

棄
物
処
理

系
に
お

い
て
濃
縮
等
の

処
理
を
行

い
，
原
則
と
し
て

放
射
性
物

質
の
濃
度

が
ご
く
低

い
廃
液
を
除

い
て
は
環

境
放
出

を
行
わ
ず
，
補
給

水
と
し
て

再
使
用
す

る
。
 

 (
3)
 
固
体
廃

棄
物
は
，
そ

の
種
類
に
応

じ
て
タ
ン

ク
等
に
貯

蔵
す
る
か
又

は
ド
ラ
ム

缶
等
に

詰
め
て
固
体

廃
棄
物
貯

蔵
庫
又
は

固
体
廃
棄

物
作
業
建
屋

の
廃
棄
体

搬
出
作

業
エ
リ
ア

に
貯
蔵
保
管
す

る
。
ま
た
，

必
要
に
応

じ
て
，
固
体
廃

棄
物
を
廃
棄

事
業
者
の

廃
棄
施
設

へ
廃
棄

す
る
。
た

だ
し
，
廃
棄

体
搬
出
作

業
エ
リ
ア

に
は
，
固
体
廃

棄
物
貯
蔵
庫

に
貯
蔵
保

管
し
た
ド

ラ
ム
缶
を
含

め
て
，
固
体
廃

棄
物
を
詰
め

た
ド
ラ
ム

缶
を
，
廃

棄
事
業
者

の
廃
棄
施
設

へ
廃
棄
す

る
た
め

の
検
査
及

び
搬
出
ま
で
の

間
に
限
り
，

貯
蔵
保
管

す
る
。
原
子

炉
冷
却
材
浄

化
系
及
び

燃
料
プ
ー

ル
冷
却
浄
化

系
フ
ィ
ル

タ
脱
塩
装

置
か
ら
発

生
す
る
使

用
済
粉
末

樹
脂
は
，
使
用
済

粉
末
樹
脂

貯
蔵
タ
ン

ク
に
，
ま
た
，
非
助

材
型
ろ
過

装
置
か
ら

発
生
す
る

廃
ス
ラ
ッ

ジ
は
ク
ラ

ッ
ド
ス
ラ
リ

タ
ン
ク
に

貯
蔵
す

る
。
貯
蔵

す
る
。
復
水
脱
塩

装
置
及
び

液
体
廃
棄

物
処
理
系

脱
塩
装
置

か
ら
発
生
す

る
使
用
済

樹
脂
及

び
液
体
廃

棄
物
処
理
系
助

材
型
ろ

過

装
置
か
ら

発
生
す
る

廃
ス
ラ
ッ

ジ
は
貯
蔵
タ

ン
ク
に
貯

蔵
す
る

か
又
は
貯

蔵
し
放
射
能
を

減
衰
さ

せ

た
後
，
雑

固
体
廃
棄

物
焼
却
設

備
で
焼
却
し

，
焼
却
灰

は
不
燃

性
雑
固
体

廃
棄
物
と
し
て

処
理
す
る
。

濃
縮
廃
液

は
，
濃
縮
廃
液

貯
蔵
タ
ン
ク

で
放
射
能

を
減
衰
さ

せ
た
後

，
減
容
固

化
設
備
で

乾
燥
・
造
粒

固
化
後
，
容
器

に
詰
め
て

減
容
固
化
体

貯
蔵
室
に

貯
蔵
す
る

か
又
は
貯
蔵

し
た
後
，
セ
メ

ン
ト
混
練
固

  ・
記

載
の
適
正

化
 

                     ・
記

載
の
適
正

化
 

    ・
記

載
の
適
正

化
 

 ・
固

化
装
置
（

セ
メ
ン
ト
固
化
式
）

を
撤
去
す

る
た
め
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

タ
ン

ク
で
放
射
能
を
減
衰
さ
せ

た
後
，
固
化
装

置
（
セ

メ
ン
ト
固
化

式
）
で

固
化
材
（
セ
メ

ン
ト
）
と

混
合

し
て
ド
ラ
ム
缶
内
に
固
化

し
貯
蔵

保
管
す
る

。
あ
る
い

は
，
放
射
能

を
減
衰
さ
せ
た

後
，
減
容
固

化
設

備
で
乾
燥
・
造
粒

固
化
後
，
容
器
に

詰
め
て
減
容
固
化

体
貯
蔵

室
に
貯
蔵

す
る
か
，
貯
蔵

し
た
後
，

セ
メ

ン
ト
混
練
固
化
装
置
で
ド

ラ
ム
缶

内
に
固
化

材
（
セ
メ

ン
ト
）
と
混
練
し

て
固
化
し

貯
蔵
保
管
す

る
。
可
燃

性
雑
固
体
廃
棄

物
は
，
ド
ラ

ム
缶
等
に
詰
め

て
貯
蔵

保
管
す
る

か
，
又
は

雑
固
体

廃
棄
物
焼

却
設

備
で
焼
却
し
，
焼
却

灰
は
不

燃
性
雑
固

体
廃
棄
物
と
し

て
処
理

す
る
。
ま
た
，
不
燃
性

雑
固
体
廃

棄
物

は
，
仕
分
け
し
，
圧
縮
可

能
な
も

の
は
圧
縮
減
容

し
，
必
要
に

応
じ
て
雑
固
体

減
容
処

理
設
備
で

溶
融
・
焼
却

し
た
後
，
ド
ラ
ム
缶

等
に
詰
め

て
貯
蔵
保

管
す
る
か
，
固
型
化

材
（
モ

ル
タ
ル
）
を
充
填

し
て

ド
ラ
ム
缶
内
に
固
型
化
し

貯
蔵
保

管
す
る
。
な
お
，
使
用
済
制
御

棒
等
の
放

射
化
さ
れ

た
機
器
は
，

使
用

済
燃
料
プ
ー
ル
に
貯
蔵
し

た
後
，

サ
イ
ト
バ

ン
カ
プ
ー
ル

に
貯
蔵
保

管
す
る
。
 

 
 
 
第

6
給
水
加
熱
器

の
取
替

え
に
伴
い

取
り
外
し
た
第

6
給
水

加
熱
器

3
基
等
は
，
給
水

加
熱
器
保
管

庫
に

貯
蔵
保
管
し
た

後
に
仕
分

け
，
切

断
し
，
不
燃
性

雑
固
体

廃
棄
物
と

し
て
処
理
す
る

。
 

 4.
3 

液
体
廃

棄
物
処
理
 

4.
3.
1 

液
体

廃
棄
物
の

発
生
源
 

 
 
液
体

廃
棄
物
の
主
な

も
の
は

，
各
建
屋
の

機
器
か
ら
の

ド
レ
ン
，
各
建
屋
の
床
ド
レ

ン
，
再
生

廃
液
等

の
化
学
廃

液
及
び
洗

濯
廃
液
で

あ
る
。
こ
れ
ら

の
主
要
な
廃

液
の
ほ

か
に
雑
固
体
減

容
処
理

設
備
の
排
ガ

ス
洗
浄
廃

液
が
あ
る

。
液
体
廃

棄
物
処
理
系

の
放
射
性

物
質
濃

度
等
説
明

図
を
第

4
.
3-
1
図

に
示
す
。
 

 
 
ａ
．

機
器
ド
レ
ン
廃

液
 

 
 
 
 

機
器
ド
レ
ン
廃

液
は
，
ポ

ン
プ
，
弁
等

各
機
器
か

ら
の
漏
え
い

水
，
サ
ン
プ
ル

ラ
イ
ン

の
排
出
液

等
か

ら
な
り
，
化

学
的
純
度
は

高
く
脱
塩
水
に
近
い
が

放
射
能

レ
ベ
ル
は

通
常
高
い
（
約

3
.
7×

1
0

３
B
q
／
c
m
３
）。

 

 
 
 
 

こ
れ
ら
は
，
液

体
廃
棄

物
処
理
系

の
機
器
ド
レ
ン

処
理
系

で
処
理
す

る
。
 

 
 
 
 

ろ
過
装
置
及
び

脱
塩
装

置
で
処
理

し
た
処
理
水
（
約

3
.7
×
10

１
B
q
／
c
m
３
）
は

復
水
貯

蔵
タ
ン
ク

に
回

収
し
，
再

使
用
す
る

。
 

 
 
ｂ
．

床
ド
レ
ン
廃
液
 

 
 
 
 

床
ド
レ
ン
廃
液

は
，
原
子
炉

建
屋
，
タ
ー
ビ
ン
建

屋
，
廃
棄
物

処
理
建
屋

等
で
発
生
す

る
。
化
学

的
純

度
は
低
く

，
放
射
能

レ
ベ
ル
は
一

定
で
は
な

い
が
比
較

的
低
い

（
約

3.
7
×
1
0
２
B
q／

c
m
３
）。

 

 
 
 
 

こ
れ
ら
は
，
通
常
は
液

体
廃
棄
物

処
理
系
の
再
生

廃
液
処

理
系
に
送

り
濃
縮
処
理

す
る
。
濃
縮
装

置
で

処
理
し
た

処
理
水
は

原
則
と
し
て

機
器
ド
レ

ン
処
理
系

に
送
り

回
収
，
再
使

用
す
る
が
，
脱
塩

装
置

で
処
理
し

た
後
，
環

境
に
放
出
す

る
場
合
も

あ
る
。
 

 
 
 
 

な
お
，
放
射
能
レ
ベ
ル
の
低

い
場
合
に

は
，
床
ド
レ

ン
処
理
系

の
ろ
過
装
置
で

処
理
し

た
後
，
環

境
に

放
出
す
る

こ
と
も
あ

る
。
 

 
 
ｃ
．

化
学
廃
液
 

 
 
 
 

化
学
廃
液
は
，
脱
塩
装

置
樹
脂
の

再
生
廃
液
及
び

分
析
室

ド
レ
ン
等

か
ら
な
る
。
化
学
的

純
度
は

低
く
，

酸
性
又
は

ア
ル
カ
リ
性

で
あ
る
こ
と
が
多
く
，
放
射

能
レ
ベ

ル
は
一
般

的
に
高
い
（
約

3
.7

×
1
0
３
B
q／

c
m
３
）。

 

化
装
置
で

ド
ラ
ム
缶

内
に
固
化

材
（
セ

メ
ン
ト

）
と

混
練
し
て

固
化
し
貯
蔵
保

管
す
る
。
可

燃
性
雑
固

体
廃
棄
物

は
，
ド
ラ

ム
缶
等
に

詰
め
て
貯
蔵

保
管
す
る

か
又
は

雑
固
体
廃

棄
物
焼
却
設
備

で
焼
却
し
，

焼
却
灰
は

不
燃
性
雑

固
体
廃
棄

物
と
し
て
処

理
す
る
。
ま
た
，
不

燃
性
雑
固
体
廃

棄
物
は
，
仕
分
け

し
，

圧
縮
可
能

な
も
の
は

圧
縮
減
容

し
，
必
要
に

応
じ
て
雑

固
体
減

容
処
理
設

備
で
溶
融
・
焼

却
し
た
後
，

ド
ラ
ム
缶

等
に
詰
め

て
貯
蔵
保

管
す
る
か
又

は
固
型
化

材
（

モ
ル
タ
ル
）
を
充
填

し
て
ド
ラ

ム
缶
内
に

固
型
化
し

貯
蔵
保
管

す
る
。
な
お
，
使
用
済

制
御
棒
等

の
放
射

化
さ
れ
た
機
器

は
，
使
用
済

燃
料
プ
ー

ル
に
貯
蔵

し
た
後
，

サ
イ
ト
バ

ン
カ
プ
ー
ル

に
貯
蔵
保

管
す
る

。
 

 
 

 
 

   

第
６

給
水
加
熱

器
の
取
替
え
に
伴
い
取

り
外
し
た

第
６
給
水

加
熱
器

3
基

等
は
，
給
水
加

熱
器
保
管

庫
に
貯
蔵

保
管
し
た

後
に
仕
分
け

，
切
断
し

，
不
燃
性

雑
固
体

廃
棄
物
と
し
て

処
理
す
る

。
 

 4
.
3
 
液
体
廃

棄
物
処
理
 

4.
3
.1
 
液
体

廃
棄
物
の
発
生
源

 

 
 

液
体
廃
棄

物
の
主
な

も
の
は
，
各
建
屋
の
機
器

か
ら
の
ド

レ
ン
，
各
建

屋
の
床
ド
レ

ン
，
再
生

廃
液
等

の
化
学
廃

液
及
び
洗

濯
廃
液
で
あ

る
。
こ
れ
ら

の
主
要
な
廃

液
の
ほ
か
に

雑
固
体
減

容
処
理

設
備
の
排
ガ

ス
洗
浄
廃

液
が
あ
る

。
液
体
廃
棄

物
処
理
系

の
放
射
性

物
質
濃

度
等
説
明
図
を
第

4
.
3-
1
図

に
示
す
。
 

 
 

ａ
．
機
器

ド
レ
ン
廃

液
 

 
 

 
 
機
器

ド
レ
ン
廃

液
は
，
ポ

ン
プ
，
弁
等

各
機
器
か
ら

の
漏
え
い

水
，
サ
ン
プ
ル

ラ
イ
ン

の
排
出
液

等
か

ら
な
り
，
化

学
的
純
度
は

高
く
脱
塩
水

に
近
い
が

放
射
能

レ
ベ
ル
は
通
常

高
い
（
約

3
.
7×

1
0

３
Bq

／
cm

３
）。

 

 
 

 
 
こ
れ

ら
は
，
液

体
廃
棄
物
処

理
系
の
機

器
ド
レ
ン

処
理
系

で
処
理
す
る
。
 

 
 

 
 
ろ
過

装
置
及
び

脱
塩
装
置
で

処
理
し
た

処
理
水
（
約

3.
7×

10
１
B
q
／
c
m
３
）
は

復
水
貯

蔵
タ
ン
ク

に
回

収
し
，
再

使
用
す
る
。
 

 
 

ｂ
．
床
ド

レ
ン
廃
液
 

 
 

 
 
床
ド

レ
ン
廃
液

は
，
原
子
炉
建
屋

，
タ
ー
ビ
ン
建

屋
，
廃
棄
物
処
理
建
屋
等
で

発
生
す

る
。
化
学

的
純

度
は
低
く

，
放
射
能
レ
ベ
ル
は
一

定
で
は
な

い
が
比
較

的
低
い
（
約

3.
7×

10
２
Bq
／
c
m
３
）。

 

 
 

 
 
こ
れ

ら
は
，
液
体
廃
棄

物
処
理
系
の
再

生
廃
液
処

理
系
に

送
り
濃
縮
処
理

す
る
。
濃
縮
装

置
で
処

理
し

た
処
理
水

は
原
則
と
し
て
機
器
ド

レ
ン
処
理

系
に
送
り

回
収
，
再

使
用
す
る

が
，
脱

塩
装
置
で

処
理

し
た
後
，

環
境
に
放
出
す
る
場
合

も
あ
る
。
 

 
 

  
ｃ

．
化
学
廃

液
 

 
 

 
 
化
学

廃
液
は
，
脱
塩
装

置
樹
脂
の
再
生

廃
液
及
び

分
析
室

ド
レ
ン
等
か
ら

な
る
。
化
学
的

純
度
は

低
く
，

酸
性
又
は

ア
ル
カ
リ
性

で
あ
る
こ
と

が
多
く
，
放
射

能
レ
ベ

ル
は
一
般
的
に

高
い
（
約

3
.7

 ・
固

化
装
置
（

セ
メ
ン
ト
固
化
式
）

を
撤
去
す

る
た
め
 

                             ・
助

材
型
ろ
過

装
置
を
撤
去
す
る
た
 

 
め
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【
添

付
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料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

 
 
 
 

こ
れ
ら
は
，
液

体
廃
棄

物
処
理
系

の
再
生
廃
液
処

理
系
で

処
理
す
る

。
 

 
 
 
 

濃
縮
装
置
で
処

理
し
た

処
理
水
は
，
原
則
と
し
て

機
器
ド

レ
ン
処
理

系
に
送
り
回

収
，
再

使
用
す

る
が

，
脱
塩
装

置
で
処
理

し
た
後
，
環

境
に
放
出

す
る
場
合

も
あ
る

。
 

 
 
ｄ
．

洗
濯
廃
液
 

 
 
 
 

洗
濯
廃
液
は
，

防
護
衣

類
等
を
水

洗
い
す
る
際
に

生
ず
る

廃
液
，
手

洗
・
シ
ャ
ワ

廃
液
で
あ

り
，

化
学

的
純
度
は

低
く
，
放

射
能
レ
ベ
ル

も
低
い
（
約

3
.
7×

1
0
－
２
Bq
／
cm

３
）。

 

 
 
 
 

こ
れ
ら
は
，
液

体
廃
棄

物
処
理
系

の
洗
濯
廃
液
処

理
系
で

処
理
す
る

。
 

 
 
 
 

ろ
過
装
置
で
処

理
し
た

処
理
水
は

放
射
能
濃
度
が

低
い
こ

と
を
確
認

し
た
う
え
で

復
水
器
冷

却

水
と

混
合
，
希

釈
し
て
環

境
へ
放
出
す

る
。
 

 
 
 
 

な
お
，
汚
染
の

程
度
の

比
較
的
高

い
上
着
類
に
つ

い
て
は

，
原
則
と

し
て
水
洗
い

を
行
わ
な
い
。
 

 
 
ｅ
．

排
ガ
ス
洗
浄
廃

液
 

 
 
 
 

排
ガ
ス
洗
浄
廃

液
は
，
雑

固
体
減
容
処
理

設
備
の
排

ガ
ス
処
理

装
置
の
運
転
時

に
生
ず

る
廃
液
で

あ
り

，
化
学
的

純
度
は
低

く
，
放
射
能

レ
ベ
ル
も

低
い
（
～

0B
q／

c
m
３
）。

排
ガ

ス
洗
浄
廃

液
は
，

排
ガ

ス
洗
浄
廃

液
サ
ン
プ

ル
タ
ン
ク
に

移
し
，
放
射

能
濃
度
が

低
い
こ
と
を
確

認
し
た
う

え
で
復
水

器
冷

却
水
と
混

合
，
希
釈

し
て
環
境
へ

放
出
す
る

。
 

                      

×
1
0
３
B
q／

c
m
３
）。

 

 
 

 
 
こ
れ

ら
は
，
液

体
廃
棄
物
処

理
系
の
再

生
廃
液
処

理
系
で

処
理
す
る
。
 

 
 

 
 
濃
縮

装
置
で
処

理
し
た
処
理

水
は
，
原
則
と
し
て

機
器
ド

レ
ン
処
理
系
に

送
り
回

収
，
再

使
用
す

る
が

，
脱
塩
装

置
で
処
理
し
た
後
，
環

境
に
放
出

す
る
場
合

も
あ
る
。
 

 
 

ｄ
．
洗
濯

廃
液
 

 
 

 
 
洗
濯

廃
液
は
，

防
護
衣
類
等

を
水
洗
い

す
る
際
に

生
ず
る

廃
液
，
手
洗
・

シ
ャ
ワ

廃
液
で
あ

り
，

化
学

的
純
度
は

低
く
，
放
射
能
レ
ベ
ル

も
低
い
（
約

3.
7×

1
0
－
２
Bq
／
cm

３
）。

 

 
 

 
 
こ
れ

ら
は
，
液

体
廃
棄
物
処

理
系
の
洗

濯
廃
液
処

理
系
で

処
理
す
る
。
 

 
 

 
 
ろ
過

装
置
で
処

理
し
た
処
理

水
は
放
射

能
濃
度
が

低
い
こ

と
を
確
認
し
た

上
で
復

水
器
冷
却

水

と
混

合
，
希
釈

し
て
環
境
へ
放
出
す
る

。
 

 
 

 
 
な
お

，
汚
染
の

程
度
の
比
較

的
高
い
上

着
類
に
つ

い
て
は

，
原
則
と
し
て

水
洗
い

を
行
わ
な
い
。
 

 
 

ｅ
．
排
ガ

ス
洗
浄
廃

液
 

 
 

 
 
排
ガ

ス
洗
浄
廃

液
は
，
雑
固
体

減
容
処
理

設
備
の
排

ガ
ス
処
理
装
置

の
運
転
時

に
生
ず

る
廃
液
で

あ
り

，
化
学
的

純
度
は
低
く
，
放
射
能

レ
ベ
ル
も

低
い
（
～

0B
q／

cm
３
）。

排
ガ

ス
洗
浄
廃
液

は
，

排
ガ

ス
洗
浄
廃

液
サ
ン
プ
ル
タ
ン
ク
に

移
し
，
放
射

能
濃
度
が
低
い

こ
と
を
確

認
し
た
上

で
復
水
器

冷
却

水
と
混
合

，
希
釈
し
て
環
境
へ
放

出
す
る
。
 

 
 

                    

        ・
記

載
の
適
正

化
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①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
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の

変
更
，
③
線
量

計
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追
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防
潮
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の
設
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許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
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第
4
.
4-
1
表
 

固
体
廃
棄

物
推
定
発
生

量
 

種
類
 

年
間
推
定

発
生
量
 

個
数
 

体
積
 

（
m
３
）
 

2
0
0
 
ド
ラ
ム
缶
相

当
（
本
）
 

使
用

済
樹
脂
 

原
子
炉
冷
却
材

浄
化
系
フ

ィ
ル
タ
脱
塩
装

置
 

－
 

約
 

7
 

－
 

燃
料
プ
ー
ル
冷

却
浄
化
系

フ
ィ
ル
タ
脱
塩

装
置
 

－
 

約
 

2
 

－
 

復
水
脱
塩
装
置
 

－
 

約
 

1
2
 

－
 

液
体
廃
棄
物
処

理
系
脱
塩

装
置
 

－
 

約
 

3
 

－
 

廃
ス

ラ
ッ
ジ
 

液
体
廃
棄
物
処

理
系
助
材

型
ろ
過
装
置
 

－
 

（
約

1）
＊
１
 

－
 

液
体
廃
棄
物
処

理
系
非
助

材
型
ろ
過
装
置
 

－
 

約
 

1
6
 

－
 

濃
縮

廃
液
 

液
体
廃
棄
物
処

理
系
濃
縮

装
置
 

－
 

約
 

2
0
0 

（
約

30
m
３
）

＊
２
 

雑
固

体
 

廃
棄

物
 

可
燃
性
雑
固
体

廃
棄
物
焼

却
灰
 

－
 

約
 

8
 

約
 

40
＊

３
＊
４
 

不
燃
性
雑
固
体

廃
棄
物
 

－
 

約
 

3
0
0 

約
1
,
50
0
＊
４
 

使
用
済
 

制
御
棒
等
 

制
御
棒
 

約
1
9
本
 

－
 

－
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
ボ

ッ
ク
ス
 

約
2
0
0
個
 

－
 

－
 

そ
の
他
 

発
生
量
不

定
＊

５
 

－
 

－
 

＊
１
 
通
常

に
お
け
る

機
器
ド
レ

ン
廃
液
の
処

理
は
非
助

材
型
ろ
過

装
置
で

行
う
の
で
，
助
材
型

ろ
過
装

置
か

ら
の
廃
ス

ラ
ッ
ジ
の

発
生
は
な
い

が
，
こ
こ

で
は
年
間

の
機
器

ド
レ
ン
廃
液
推

定
発
生

量
の

1
％

程
度
を
助

材
型
ろ
過
装
置
で

処
理
す

る
場
合
を

想
定
し
て
発

生
量
を
推

定
し
た
。
 

＊
２
 
減
容

固
化
体
と

し
て
の
発

生
量
で
あ
る

。
セ
メ
ン
ト

混
練
固
化

し
た
場
合
は
約

18
0
本
／

年
と
な

る
。
 

＊
３
 
使
用

済
樹
脂
（
復

水
脱
塩
装
置

及
び
液

体
廃
棄
物
処
理

系
脱
塩

装
置
）
と
廃

ス
ラ
ッ
ジ
（

液
体
廃

棄
物

処
理
系
助

材
型
ろ
過

装
置
）
を
含

む
。
 

＊
４
 
雑
固

体
廃
棄
物

を
雑
固
体

減
容
処
理
設

備
で
処
理

し
た
場
合

は
約

3
9
0
本
／
年
と
な

る
。
 

＊
５
 
放
射

化
さ
れ
た

消
耗
部
品

等
で
あ
り
，

定
常
的
に

発
生
す
る

も
の
で

は
な
い
。

 
 

 

 

第
4
.4
-1

表
 

固
体
廃
棄
物
推
定
発
生

量
 

種
類
 

年
間
推
定

発
生
量
 

個
数
 

体
積
 

（
m
３
）
 

2
0
0
 ド

ラ
ム
缶
相

当
（
本
）
 

使
用
済
樹

脂
 

原
子
炉
冷
却
材
浄

化
系
フ

ィ
ル
タ
脱
塩
装
置
 

－
 

約
 

7
 

－
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却

浄
化
系

フ
ィ
ル
タ
脱
塩
装

置
 

－
 

約
 

2
 

－
 

復
水
脱
塩
装
置
 

－
 

約
 

1
2 

－
 

液
体
廃
棄
物
処
理

系
脱
塩

装
置
 

－
 

約
 

3
 

－
 

廃
ス
ラ
ッ

ジ
 

液
体
廃
棄
物
処
理

系
非
助

材
型
ろ
過
装
置
 

－
 

約
 

1
6 

－
 

濃
縮
廃
液
 

液
体
廃
棄
物
処
理

系
濃
縮

装
置
 

－
 

約
 

2
0
0 

（
約

3
0
m
３
）

＊
１
 

雑
固
体
 

廃
棄
物
 

可
燃
性
雑
固
体
廃

棄
物
焼

却
灰
 

－
 

約
 

8
 

約
 

4
0
＊

２
＊
３
 

不
燃
性
雑
固
体
廃

棄
物
 

－
 

約
 

3
0
0 

約
1
,5
0
0
＊

３
 

使
用
済
 

制
御
棒
等
 

制
御
棒
 

約
19

本
 

－
 

－
 

チ
ャ
ン
ネ
ル
ボ
ッ

ク
ス
 

約
2
00

個
 

－
 

－
 

そ
の
他
 

発
生
量
不
定

＊
４
 

－
 

－
 

 
 

   ＊
１

 
減
容
固
化
体
と
し
て
の

発
生
量

で
あ
る
。

セ
メ
ン
ト
混

練
固
化
し

た
場
合
は
約

18
0
本
／
年
と

な

る
。
 

＊
２
 
使

用
済
樹
脂
（
復

水
脱
塩

装
置
及
び

液
体
廃
棄
物
処

理
系
脱

塩
装
置
）

を
含
む
。
 

 
 

＊
３
 
雑

固
体
廃
棄
物
を

雑
固
体

減
容
処
理

設
備
で
処
理
し

た
場
合

は
約

39
0
本
／
年
と
な

る
。
 

＊
４
 
放

射
化
さ
れ
た
消

耗
部
品

等
で
あ
り

，
定
常
的
に
発

生
す
る

も
の
で
は

な
い
。
 

 

            助
材

型
ろ
過
装

置
を
撤
去
す
る
た
め
 

              ・
記

載
の
適
正

化
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

5
.
 
平
常

運
転
時
に
お
け

る
一
般

公
衆
の
受

け
る
線
量
評
価

 

5
.
1
 

東
海

第
二

発
電

所
の

放
射

性
廃

棄
物

に
よ

り
一

般
公

衆
の

受
け

る
線

量
評

価
 

5.
1.
1 

線
量

の
計
算
 

5.
1.
1.
1 

気
体
廃
棄
物

中
の
希
ガ
ス
の

γ
線

に
起
因
す

る
実
効
線
量
 

5
.
1
.
1
.1
.
1 

連
続
放
出

の
場
合
 

 (
1)
 
計

算
の
た
め
の
前

提
条
件
 

 
ｂ
．
放

出
源
の
有
効
高

さ
 

下
表

に
，
排
気

筒
の
地
上

高
，
出
口
直

径
及
び
吹

出
し
速
度

を
示
す

。
 

地
上

高
 

（
m）

 

出
口

直
径
 

（
m）

 

吹
出

し
速
度
 

（
m
／
s）

 

約
14

0 
約
4.

5 
約

1
4 

放
出

源
の
有
効

高
さ
は

，
排
気

筒
の
地
上
高

に
吹
上
げ

高
さ
を

加
算
し
た
も
の

を
風
洞
実

験
に
よ
り

補
正

し
た
値
（
第
5
.1
－
1表

に
示
す
。

）
と
す
る
。
 

な
お

，
吹
上
げ

高
さ
は
，

下
記
の
式
に

よ
り
計
算

す
る
。
 

  
 
 
 
 

こ
こ

で
，
 

△
Ｈ
：
吹

上
げ
高
さ

（
m
）
 

Ｗ
：
吹
出

し
速
度
（

m／
s
）
 

Ｄ
：
排
気

筒
出
口
直

径
（
m）

 

 
 
：
風

向
別
年
間

風
速
逆
数
の

平
均
（
s
／
m）

 

ｃ
．
気
象

条
件
 

気
象

条
件
は

，
現

地
に
お
け
る

19
81
年
4月

か
ら
19
82
年

3月
ま

で
の
観
測
に
よ

る
実
測
値

を
使
用
す

る
。
 

た
だ

し
，

静
穏
（
通

常
の

風
速

計
で
観

測
し
た
風

速
が

0.
5m
／

s
未

満
）

の
場

合
は

，
風
速

を
0
.5
m

／
sと

し
，
風
速

0.
5～

2.
0m
／

sの
と
き

の
風
向

出
現

頻
度

（
第

5.
1－

2表
に
示
す

。
）

に
応

じ
て

各

風
向

に
比
例
配
分
す

る
。
 

年
間

平
均
濃
度

の
計
算
に

は
，
第
5
.1
－
3表

に
示

す
風
向
別

大
気
安

定
度
別
風
速
逆

数
の
総

和
を
，

吹
上

げ
高
さ
の
計
算

に
は
，
第

5
.
1－

4
表
に
示
す
風
向

別
風
速

逆
数
の
平

均
を
使
用
す
る

。
 

 
 

5
.
 

平
常
運
転

時
に
お
け

る
一
般
公
衆

の
受
け
る

線
量
評
価

 

5
.
1
 

東
海

第
二

発
電

所
の

放
射

性
廃

棄
物

に
よ

り
一

般
公

衆
の

受
け

る
線

量
評

価
 

5.
1
.1
 
線
量

の
計
算
 

5.
1
.1
.1
 
気

体
廃
棄
物
中
の
希

ガ
ス
の

γ
線

に
起
因
す
る
実

効
線
量
 

5.
1
.1
.1
.1
 

連
続
放
出
の
場
合

 

 (
1
) 

計
算
の

た
め
の
前

提
条
件
 

 
ｂ

．
放
出
源

の
有
効
高

さ
 

下
表

に
，
排
気

筒
の
地
上
高
，
出
口
直

径
及
び
吹

出
し
速
度

を
示
す
。
 

地
上
高
 

（
m）

 

出
口
直
径
 

（
m
）
 

吹
出

し
速
度
 

（
m
／
s）

 

約
14

0 
約

4.
5 

約
1
6 

放
出

源
の
有
効

高
さ
は
，
排
気
筒

の
地
上
高

に
吹
上
げ

高
さ
を
加
算

し
た
も
の

を
風
洞
実

験
に
よ
り

補
正
し
た

値
（
第
5
.
1－

1
表
に
示

す
。
）
と

す
る
。
 

な
お

，
吹
上
げ

高
さ
は
，
下
記
の
式
に

よ
り
計
算

す
る
。
 

  
 

 
 
 

こ
こ

で
，
 

△
Ｈ
：
吹

上
げ
高
さ
（
m
）
 

Ｗ
：
吹
出

し
速
度
（
m／

s
）
 

Ｄ
：
排
気

筒
出
口
直
径
（
m）

 

 
 
：
風

向
別
年
間
風
速
逆
数
の

平
均
（
s
／

m）
 

ｃ
．
気
象

条
件
 

気
象

条
件
は

，
現

地
に
お
け
る
2
00
5年

4月
か
ら

20
06
年

3月
ま
で
の

観
測
に
よ

る
実
測
値

を
使
用
す

る
。
 

た
だ

し
，

静
穏

（
通

常
の

風
速
計

で
観

測
し
た
風

速
が

0.
5m
／

s
未

満
）
の

場
合
は

，
風
速

を
0
.5
m

／
s
と

し
，

風
速

0.
5～

2.
0m
／

sの
と
き
の

風
向

出
現

頻
度
（

第
5
.1
－
2
表

に
示
す

。
）

に
応
じ

て
各

風
向
に
比

例
配
分
す

る
。
 

年
間

平
均
濃
度

の
計
算
に
は
，
第
5
.1
－
3表

に
示

す
風
向
別

大
気
安
定
度

別
風
速
逆

数
の
総

和
を
，

吹
上
げ
高

さ
の
計
算

に
は
，
第
5
.
1－

4
表
に

示
す
風
向

別
風
速

逆
数
の
平
均
を

使
用
す
る

。
 

 
 

          ・
排

気
筒

吹
出

し
速

度
の

変
更

（
廃

棄
物

処
理

建
屋

を
増

設
の

た
め

換

気
量
が
増

加
）

 
         ・
①

 
 

 
 

D
UW

H
3

Δ

Ｕ1

D
UW

H
3

Δ

Ｕ1
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東
海

第
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発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

5
.
1
.
1
.1
.
3 

計
算
結
果
 

周
辺

監
視
区
域

の
北
側
及

び
西
側
境
界
の

6
方
位
並
び

に
参
考

と
し
て
，
原
子

力
科
学
研

究
所
の

周
辺

監
視
区
域
と
接

す
る
南
側

及
び
海

と
な
っ
て
い
る

東
側
の

10
方

位
に
つ
い
て
希

ガ
ス
の

γ
線
に

よ
る

実
効
線
量
の
計

算
を
行
っ

た
結
果

は
，
第

5.
1－

6
表
に
示
す
と
お
り
で
あ

る
。
 

こ
れ
に

よ
れ

ば
，

北
側

及
び

西
側
の

周
辺

監
視

区
域

境
界

外
で

希
ガ
ス

の
γ

線
に

よ
る
実

効
線

量

の
最

大
値
は
，
排
気

筒
の
西
南

西
約

6
5
0m

の
地
点
に

お
い
て
，
約

3
.
5μ

S
v／

y
で
あ
る
。
 

周
辺
に

お
け

る
将

来
の

集
落

の
形
成

を
考

慮
し

，
北

側
に

つ
い

て
は
周

辺
監

視
区

域
境
界

，
西

側

に
つ

い
て
は
国
道

2
45

号
線
，
南

側
に
つ
い
て
は

原
子
力
科

学
研
究

所
の
南
側
周
辺

監
視
区

域
境
界

の
そ

れ
ぞ
れ
外
側
に

お
い
て
，
希
ガ

ス
の
γ
線

に
よ
る
実
効

線
量
の

計
算
を
行
っ
た

結
果
は
，
第

5.
1

－
7
表
に

示
す
と
お

り
で
あ
る

。
 

こ
れ
に

よ
れ

ば
，

周
辺

に
お

け
る
将

来
の

集
落

の
形

成
を

考
慮

し
た
地

点
で

希
ガ

ス
の
γ

線
に

よ

る
実

効
線
量
の
最
大

値
は
，
排

気
筒
の

南
西
約

1
,
30
0
m
の

地
点
に
お
い

て
，
約

3
.
3μ

S
v
／
y
で
あ

る
。
 

5.
1.
1.
3 

よ
う
素
に
起

因
す
る
実
効
線

量
 

5.
1.
1.
3.

1 
気
体
廃
棄

物
中
に
含
ま
れ

る
よ
う
素

に
起
因
す

る
実
効
線
量
 

5.
1.
1.
3.

1.
1 

年
平
均

地
上
空
気
中
濃

度
の
計
算
 

(1
) 

計
算
の

た
め
の
前

提
条
件
 

d
．
計
算

地
点
 

気
体

廃
棄
物
中

の
よ
う
素
に
よ

る
被
ば

く
経
路
は
，
吸
入
摂
取
，
葉
菜

摂
取
及
び
牛
乳
摂

取
を
対

象

と
す
る
｡ 

吸
入

摂
取
及
び

葉
菜
摂
取
に
よ

る
実
効

線
量
に
つ

い
て
は
，
将
来

の
集
落
の
形
成

及
び
葉
菜

摂
取
に

よ
る
被
ば

く
経
路
の

存
在
を
考
慮

し
，
北

側
に
つ
い

て
は
周
辺
監
視

区
域
境
界
，
西
側
に
つ

い
て
は
国

道
2
4
5号

線
，

南
側
に
つ

い
て
は
原

子
力
科
学

研
究
所
の
南
側

周
辺
監

視
区
域
境

界
の
そ
れ
ぞ

れ
外
側

に
お
い
て

，
年
平
均

地
上
空
気
中

濃
度
が
最

大
と
な
る

地
点
と
す
る

｡ 

発
電

所
の
周
辺

5
km
程
度
の
範
囲

内
に
お

け
る
乳
牛
の
飼

養
地
と

し
て
は
，

発
電
所
の
南
南

西
方
向

の
長
砂
，

西
方
向
の

船
場
，
北
西

方
向
の
堅

磐
が
あ
る

｡ 

牛
乳

摂
取
に
よ

る
実
効
線
量
に

つ
い
て

は
,
こ
れ
ら
の

実
在
す
る

乳
牛
飼
養

地
点
の
う
ち
年

平
均
地

上
空
気
中

濃
度
が
最

大
と
な
る
地

点
と
す
る

｡ 

(
3)
 
計
算
結

果
 

周
辺
に

お
け

る
将

来
の

集
落

の
形
成

を
考

慮
し

た
年

平
均

地
上

空
気
中

濃
度

が
最

大
と
な

る
地

点

は
，

排
気

筒
の

南
西

約
3,
30
0m

で
あ
り

，
こ
の

地
点

に
お

け
る

よ
う
素

－
1
3
1
及

び
よ
う

素
－

1
3
3
の

年
平

均
地
上
空
気
中

濃
度
の
計

算
結
果

は
，
第
5
.1
－

11
表
に
示

す
と
お
り
，
そ
れ
ぞ
れ
約

1
.
2×

1
0－

１
０
B
q
／
c
m
３
及
び
約
1
.
8×

1
0－

１
０
Bq

／
cm

３
で
あ
る
。
 

ま
た
，

実
在

す
る

乳
牛

飼
養

地
点
の

う
ち

，
年

平
均

地
上

空
気

中
濃
度

が
最

大
と

な
る
の

は
，

排

気
筒

の
南

南
西

約
4,
4
0
0m

の
地

点
（
長

砂
）

で
あ

り
，

こ
の

地
点
に

お
け

る
よ

う
素

-
1
31

及
び
よ

う

素
-
1
3
3
の

年
平

均
地

上
空

気
中

濃
度

の
計

算
結

果
は

,
第

5.
1
-
1
1
表

に
示

す
と

お
り

，
そ

れ
ぞ

れ
約

5
.
4
×

10
－
ｌ
ｌ
B
q
／

cm
３
及
び
約
8
･
5×

1
0－

１
１
Bq
／
cm

３
で
あ

る
｡ 

5
.
1
.
1
.1
.
3 

計
算

結
果
 

周
辺

監
視

区
域
の

北
側

及
び
西

側
境

界
の

7
方
位

並
び

に
参
考

と
し

て
，

原
子

力
科

学
研
究

所
の

周
辺

監
視

区
域
と

接
す

る
南
側

及
び

海
と

な
っ

て
い

る
東

側
の

9
方

位
に
つ

い
て

希
ガ

ス
の

γ
線

に

よ
る
実
効

線
量
の
計
算
を

行
っ
た

結
果
は
，

第
5
.
1－

6
表
に

示
す
と

お
り
で
あ

る
。
 

こ
れ
に
よ

れ
ば
，
北
側
及
び
西

側
の
周
辺
監

視
区
域
境

界
外
で

希
ガ
ス
の
γ
線

に
よ
る
実

効
線
量

の
最
大
値

は
，
排
気
筒
の

西
南
西

約
64
0m
の

地
点
に
お
い
て

，
約
3
.2
μ
Sv
／
y
で
あ
る
。
 

周
辺
に
お

け
る
将
来
の
集

落
の
形

成
を
考
慮

し
，
北
側
に
つ

い
て
は

周
辺
監
視

区
域
境
界
，
西
側

に
つ

い
て

は
国
道

2
4
5
号

線
，
南

側
に

つ
い

て
は

原
子

力
科
学

研
究

所
の

南
側

周
辺

監
視

区
域
境

界

の
そ
れ
ぞ

れ
外
側
に
お
い

て
，
希
ガ
ス
の
γ

線
に
よ
る

実
効
線

量
の
計
算
を
行

っ
た
結
果

は
，
第

5.
1

－
7
表
に
示
す

と
お
り
で

あ
る
。
 

こ
れ
に
よ

れ
ば
，
周
辺
に
お
け

る
将
来
の
集

落
の
形
成

を
考
慮

し
た
地
点
で
希

ガ
ス
の
γ

線
に
よ

る
実
効
線

量
の
最
大
値
は

，
排
気

筒
の
南
西

約
1,
28
0m
の
地

点
に
お

い
て
，
約

2.
8μ

Sv
／
y
で
あ
 

る
。
 

5.
1.
1
.3
 
よ
う
素

に
起
因
す
る
実

効
線
量
 

5.
1.
1
.3
.1
 
気
体

廃
棄
物
中
に
含

ま
れ
る
よ

う
素
に
起

因
す
る
実
効

線
量
 

5.
1.
1
.3
.1
.1
 
年

平
均
地
上
空
気

中
濃
度
の

計
算
 

(1
) 

計
算
の
た
め

の
前
提
条
件
 

d
．

計
算
地
点
 

気
体
廃
棄

物
中
の
よ
う
素

に
よ
る

被
ば
く
経

路
は
，
吸
入
摂

取
，
葉
菜
摂
取
及
び

牛
乳
摂
取

を
対
象

と
す

る
｡ 

周
辺
に
お

け
る
将
来
の
集

落
の
形

成
を
考
慮

し
，
北
側
に
つ

い
て
は

周
辺
監
視

区
域
境
界
，
西
側
に

つ
い
て

は
国

道
24
5
号

線
，

南
側

に
つ

い
て

は
原

子
力

科
学

研
究

所
の
南

側
周

辺
監

視
区
域

境
界

の
そ

れ
ぞ

れ
外
側
に

お
い
て
，
年
平

均
地
上

空
気
中
濃

度
が
最
大
と

な
る
地
点

と
す
る
。
 

       (3
) 

計
算
結
果
 

周
辺

に
お
け

る
将

来
の

集
落
の

形
成

を
考

慮
し

た
年

平
均
地

上
空

気
中

濃
度

が
最

大
と

な
る
地

点

は
，

排
気

筒
の

南
西

約
4,
4
0
0m
で

あ
り

，
こ

の
地

点
に

お
け

る
よ

う
素

－
1
3
1
及

び
よ

う
素

－
1
3
3
の

年
平

均
地
上
空

気
中
濃
度

の
計
算
結
果

は
，
第

5
.1
－
11
表
に

示
す
と

お
り
，
そ
れ

ぞ
れ
約
6
.
2×

1
0－

１
１
B
q
／

c
m
３
及
び

約
9
.
8×

1
0－

１
１
Bq
／
c
m
３
で
あ

る
。
 

  

 ・
②

，
③

（
周

辺
監
視

区
域

境
界

変
更

に
伴
う

N
N

E
方
位
評
価
点
の
追

加
） 

  ・
①

及
び

評
価

距
離
の

見
直

し
（

詳
細

計
測

を
反
映
）

 
    ・

①
，

②
（

道
路

拡
幅

工
事

に
よ

る
周

辺
監

視
区

域
境

界
の

変
更
に
伴

う
人

の
居

住
を
考
慮
し

SW
方

位
の
評

価

点
の

変
更
）

 
     ・

乳
牛

の
飼

養
地

が
な

く
な

っ
た

た
め

変
更

（
葉

菜
摂

取
及

び
吸
入
摂

取
と

同
様

の
最
大
の

濃
度
地
点
で
代
表
）

 
        ・

①
及

び
吸

入
摂

取
，

葉
菜

摂
取

，
牛

乳
摂

取
の

評
価

地
点

を
陸
側
最

大
の

濃
度

地
点
で
評

価
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

5
.
1
.
1
.3
.
1
.3
 
計
算
結

果
 

吸
入

摂
取
，
葉

菜
摂
取
及

び
牛
乳
摂
取

に
よ
る
実

効
線
量
の

計
算
結

果
を
第
5
.
1－

1
2表

に
示
す
。
 

こ
れ
に

よ
れ

ば
，

気
体

廃
棄

物
中
の

よ
う

素
の

吸
入

摂
取

，
葉

菜
摂
取

及
び

牛
乳

摂
取
に

よ
る

年

間
の

実
効
線
量
は
，
成
人
で
約
0
.0
9μ

Sv
／

y，
幼
児
で

約
0.
4μ

Sv
／
y，

乳
児
で
約

0.
3μ

Sv
／
yで

あ
る

。
 

5
.
1
.
1
.3
.
3
 

気
体

廃
棄

物
中

及
び

液
体

廃
棄

物
中

に
含

ま
れ

る
よ

う
素

を
同

時
に

摂
取

す
る

場
合

の
実

効
線

量
 

(
2)
 
計
算
結

果
 

計
算

結
果
を
第

5.
1－

13
表
に
示

す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
，
気
体

廃
棄
物

中
及
び
液
体
廃

棄
物
中

に
含

ま
れ

る
よ
う

素
を

同
時

に
摂
取

す
る

場
合

の
実

効
線

量
は
，

海
藻

類
を

摂
取

す
る

場
合

，
成
人

で
約

0.
01

μ
S
v／

y，
幼

児
で
約
0.
06
μ

Sv
／
y，

乳
児
で
約
0
.0
7μ

Sv
／
yと

な
る
。
 

ま
た

，
海

藻
類

を
摂

取
し

な
い

場
合
は

，
成

人
で

約
0
.
0
9
μ

S
v
／
y
，
幼

児
で

約
0.
0
2
μ
S
v
／

y
，

乳
児

で
約
0.
01
μ

Sv
と
な

る
。
 

 5.
1.
2 

線
量

の
評
価
結

果
 

周
辺

に
お
け

る
将

来
の

集
落
の

形
成

を
考

慮
し

，
気

体
廃
棄

物
中

の
希

ガ
ス

の
γ

線
に
よ

る
実

効
線

量
，

液
体
廃

棄
物

中
の
放

射
性

物
質

（
よ

う
素

を
除

く
。
）

に
よ

る
実

効
線

量
並

び
に

気
体
廃

棄
物

中

及
び

液
体

廃
棄

物
中

に
含

ま
れ

る
よ

う
素

を
同

時
に

摂
取

す
る

場
合

の
実

効
線

量
を

評
価

し
た

結
果

は
，

そ
れ
ぞ

れ
約

3
.3

μ
Sv

／
y
，

約
5
.2
μ

Sv
／

y及
び

約
0
.4
μ

Sv
／

yと
な

り
，

合
計

約
9.
0
μ

Sv
／
y

で
あ
る
。
 

こ
の

値
は
，「

発
電
用
軽
水
型
原

子
炉
施

設
周
辺
の

線
量
目
標
値

に
関
す
る

指
針
」
に
示
さ
れ
る
線

量

目
標
値
5
0
μ
S
v
／
y
を
下
回
る
。
 

 

5.
1.
1
.3
.1
.3
 
計

算
結
果
 

吸
入
摂
取

，
葉
菜
摂

取
及
び
牛
乳

摂
取
に
よ

る
実
効
線

量
の
計

算
結
果
を
第
5
.
1－

1
2表

に
示
す
。
 

こ
れ

に
よ
れ

ば
，

気
体

廃
棄
物

中
の

よ
う

素
の

吸
入

摂
取
，

葉
菜

摂
取

及
び

牛
乳

摂
取

に
よ
る

年

間
の

実
効
線
量

は
，
成
人
で
約

0.
06
μ

S
v／

y，
幼

児
で
約
0.
3
μ
Sv
／
y，

乳
児

で
約
0
.
3μ

Sv
／
yで

あ
る

。
 

5
.
1
.
1
.3
.
3
 

気
体

廃
棄

物
中

及
び

液
体

廃
棄

物
中

に
含

ま
れ

る
よ

う
素

を
同

時
に

摂
取

す
る

場
合

の
実

効
線
量
 

(2
) 

計
算
結
果
 

 
 
 
計

算
結
果
を

第
5.
1－

13
表

に
示
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
，
気

体
廃
棄
物

中
及
び
液
体
廃

棄
物
中
に

含

ま
れ

る
よ
う
素
を
同

時
に
摂
取

す
る
場

合
の
実
効
線
量

は
，
海

藻
類
を
摂
取
す
る
場
合
，
成
人
で
約

0.
01

μ
Sv
／
y，

幼
児
で
約
0.
05
μ

Sv
／
y，

乳
児
で
約
0
.0
7μ

Sv
／
y
と
な
る
。
 

ま
た

，
海

藻
類

を
摂

取
し

な
い

場
合

は
，

成
人

で
約

0
.
0
7
μ

S
v
／

y
，

幼
児

で
約

0.
4
μ
Sv

／
y
，

乳
児
で
約

0.
3μ

Sv
／

yと
な
る
。
 

 5.
1.
2 

線
量
の
評

価
結
果
 

周
辺
に

お
け

る
将

来
の

集
落

の
形
成

を
考

慮
し

，
気

体
廃

棄
物

中
の
希

ガ
ス

の
γ

線
に

よ
る
実

効
線

量
，
液

体
廃

棄
物

中
の

放
射

性
物
質

（
よ

う
素

を
除
く

。
）

に
よ

る
実

効
線

量
並
び

に
気

体
廃

棄
物
中

及
び

液
体

廃
棄

物
中

に
含

ま
れ

る
よ

う
素

を
同

時
に

摂
取

す
る

場
合

の
実

効
線

量
を

評
価

し
た

結
果

は
，
そ

れ
ぞ

れ
約

2
.8
μ

S
v
／
y
，

約
5
.
2
μ

S
v
／

y
及

び
約

0
.4

μ
S
v
／

y
と

な
り

，
合

計
約

8.
4
μ

Sv
／
y

で
あ

る
。
 

こ
の

値
は
，「

発
電
用
軽

水
型
原
子

炉
施
設
周
辺
の

線
量
目
標

値
に
関

す
る
指
針
」
に
示
さ
れ

る
線
量

目
標

値
5
0
μ
S
v
／
y
を
下
回
る
。

 

 

   ・
①

及
び

吸
入

摂
取
，

葉
菜

摂
取

，
牛

乳
摂

取
の

評
価

地
点

を
陸
側
最

大
の

濃
度

地
点
で
評

価
 

   ・
①

及
び

吸
入

摂
取
，

葉
菜

摂
取

，
牛

乳
摂

取
の

評
価

地
点

を
陸
側
最

大
の

濃
度

地
点
で
評

価
 

      ・
①

，
②

（
道

路
拡
幅

工
事

に
よ

る
周

辺
監

視
区

域
境

界
の

変
更
に
伴

う
人

の
居

住
を
考
慮
し

SW
方

位
の
評

価

点
の

変
更
）
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

 

 

 

 

  ・
①

及
び

吹
出

し
速
度

の
変

更
に

よ
る

風
洞
実
験

結
果
の
変

更
 

・
③

（
周

辺
監

視
区
域

境
界

変
更

に
伴

う
N

N
E

方
位

評
価
点
の

追
加
及

び

SS
E
方
位
に
あ

る
海
を
隔

て
た
陸

地

（
常

陸
那

珂
火

力
発

電
所
）
を

評
価

点
と

し
て
追
加

）
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申
請
書

 
変

更
（
案

）
 

備
 

考
 

 

 

 

 

 ・
①
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
 

 

 

 

 ・
①
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
 

 

 

 

 ・
①
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
 

 

 

 

  ・
①
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
 

 

 

 

 ・
①

 
・
②
（
日
本

原
子
力
研
究
開
発

機
構
と

の

用
地

調
整

に
伴

う
周

辺
監

視
区

域
境

界
の

変
更

に
よ

る
SW

方
位

の
評

価

距
離

の
変
更
）

 
・
③
（
海
岸
沿

い
の
フ
ェ
ン
ス
（
周

辺
監

視
区

域
境
界
）
の
位
置

の
変
更
に

よ
る

N
N

E
方

位
評
価
点

を
追
加
）

 
・

評
価

距
離

の
詳

細
計

測
反

映
（

W
SW

方
位
，

W
方
位
，

N
方
位
，

N
E
方
位

，

EN
E
方

位
，

ES
E
方

位
，

SE
方
位

，

SS
E
方
位

，
SS

W
方
位
）
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
 

 

 

 

 ・
①

 
・
②
（
道
路

拡
幅
工
事
に
よ
る

周
辺
監

視

区
域

境
界

の
変

更
に

伴
う

人
の

居
住

を
考

慮
し

SW
方

位
の

評
価

点
の

変

更
）

 
・
③
（
周
辺

監
視
区
域
境
界
変

更
に
伴

う

N
N

E
方
位
評
価

点
の
追
加

及
び

SS
E

方
位

に
あ
る
海

を
隔
て
た

陸
地
（
常
陸

那
珂

火
力
発
電

所
）
を

評
価
点
と

し
て

追
加

）
 

・
評
価

距
離
の
詳

細
計
測
反
映
（

N
方
位

） 
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
 

 
  

 

 

 
   

 

・
①
及

び
吸
入
摂

取
，
葉
菜
摂

取
，
牛
乳

摂
取

の
評

価
地

点
を

陸
側

最
大

の
濃

度
地

点
で
評
価

 
           ・
①
及

び
吸
入
摂

取
，
葉
菜
摂

取
，
牛
乳

摂
取

の
評

価
地

点
を

陸
側

最
大

の
濃

度
地

点
で
評
価
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
 

 
 

 

 

 

・
①

に
よ
る
線
量
の

変
更

 
・
②
（
海
岸
沿

い
の
フ
ェ
ン
ス
（
周

辺
監

視
区

域
境
界
）
の
位
置

を
波
の
影

響
を

受
け

な
い
位
置

へ
変
更
，
南
側
の

周
辺

監
視

区
域

境
界

は
日

本
原

子
力

研
究

開
発

機
構

と
の

用
地

調
整

に
伴

う
変

更
）

 
・
⑤

 
 ＜
具

体
的
な
変
更
点

＞
 

a：
波

の
影

響
を

受
け

な
い
よ

う
に

海
岸

沿
い

の
フ
ェ
ン

ス
（
周
辺

監
視
区

域
境

界
）
の
位
置
を

後
退
。
線

量
評
価

点
の

追
加

。
 

b：
波

の
影

響
を

受
け

な
い
よ

う
に

放
水

口
付

近
の
フ
ェ

ン
ス
（
周

辺
監
視

区
域

境
界

）
の

位
置

を
変

更
。
（

線
量

評
価

点
に

影
響
な
し

）
 

c：
波

の
影

響
を

受
け

な
い

よ
う

に
取

水

口
付

近
の
フ
ェ

ン
ス
（
周

辺
監
視

区
域

境
界

）
の

位
置

を
変

更
。
（

線
量

評
価

点
に

影
響
な
し

）
 

d
：

高
台
部
分
（

J
AE
A
の
土
地

）
を
東
二

敷
地

に
変

更
す

る
こ

と
に

よ
る

敷
地

境
界

の
変

更
に

伴
う

周
辺

監
視

区
域

境
界

の
変

更
。
（

線
量

評
価

点
の

評
価

距
離

の
変
更
（
SW

方
位

46
0m
→
4
30
m）
 

e
：

国
道

24
5
号
線
拡
幅
工
事

に
伴
う

発

電
所

進
入

道
路

の
変

更
に

よ
る

周
辺

監
視

区
域
境
界

の
変
更
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
 

 

 
 ・
②
（
道
路

拡
幅
工
事
に
よ
る

周
辺
監

視

区
域

境
界

の
変

更
に

伴
う

人
の

居
住

を
考

慮
し

SW
方

位
の

評
価

点
の

変

更
）

 
・
③
（
周
辺

監
視
区
域
境
界
変

更
に
伴

う

N
N

E
方
位
評
価

点
の
追
加

及
び

SS
E

方
位

に
あ
る
海

を
隔
て
た

陸
地
（
常
陸

那
珂

火
力
発
電

所
）
を

評
価
点
と

し
て

追
加

）
 

・
④

，
⑤

 
a
：
波

の
影

響
を

受
け

な
い

よ
う

に
海

岸
沿

い
の

フ
ェ

ン
ス

（
周

辺
監

視
区

域
境

界
）

の
位

置

を
後

退
。

線
量

評
価

点
の

追
加

。
 

b
：
波

の
影

響
を

受
け

な
い

よ
う

に
放

水
口

付
近

の
フ

ェ
ン

ス
（

周
辺

監
視

区
域

境
界

）
の

位

置
を

変
更

。
（

線
量

評
価

点
に

影
響

な
し

）
 

c
：
波

の
影

響
を

受
け

な
い

よ
う

に
取

水
口

付
近

の
フ

ェ
ン

ス
（

周
辺

監
視

区
域

境
界

）
の

位

置
を

変
更

。
（

線
量

評
価

点
に

影
響

な
し

）
 

d
：
高

台
部

分
（

J
A
EA

の
土

地
）
を

東
二

敷
地

に

変
更

す
る

こ
と

に
よ

る
敷

地
境

界
の

変
更

に

伴
う

周
辺

監
視

区
域

境
界

の
変

更
。（

線
量

評

価
点

の
評

価
距

離
の

変
更

（
S
W
方

位
4
6
0
m
→

4
3
0m

））
 

e
：
国

道
24

5
号

線
拡

幅
工

事
に

伴
う

進
入

道
路

の
変

更
に

よ
る

周
辺

監
視

区
域

境
界

の
変

更
 

f
：
国

道
24

5
号

線
拡

幅
工

事
に

よ
る

日
本

原
子

力
研

究
開

発
機

構
の

周
辺

監
視

区
域

境
界

の

変
更
（

線
量

評
価

点
の

評
価

距
離

の
変

更
（

Ｓ

Ｗ
方

位
1
3
0
0
ｍ

→
1
28

0ｍ
））

 

g
：
常

陸
那

珂
火

力
発

電
所

の
敷

地
が

海
を

隔
て

た
陸

地
と

な
る

こ
と

か
ら

評
価

点
を

追
加
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
5.

2 
東
海
発

電
所
の
放

射
性
廃
棄
物
に

よ
り
一
般

公
衆
の
受

け
る
線
量
評
価
 

5.
2.
1 

気
体

廃
棄
物
中

の
希
ガ
ス
の

γ
線
に

起
因
す
る

実
効
線
量
 

(1
) 

計
算
の

た
め
の
前

提
条
件
 

ｃ
．
気
象

条
件
 

気
象

条
件
は
，
現
地
に
お

け
る
1
9
8
1
年
4
月
か
ら

19
8
2年

3
月
ま

で
の
観

測
に
よ
る
実
測

値
を
使

用
す

る
。
 

た
だ

し
，
静

穏
（
通
常

の
風
速
計

で
観
測

し
た
風
速

が
0.
5m
／

s未
満

）
の
場

合
は
，
風
速
を
0
.5
m

／
s
と
し

，
風
速

0.
5～

2.
0
m／

s
の
と

き
の
風

向
出
現

頻
度
（
第
5
.2
－
2表

に
示
す

。
）
に
応
じ

て
各

風
向
に
比

例
配
分
す

る
。
 

年
間

平
均
濃
度

の
計
算
に
は
，

第
5
.2
－
3表

に
示

す
風
向
別
大

気
安
定
度

別
風
速
逆

数
の
総
和
を
，

吹
上
げ
高

さ
の
計
算

に
は
，
第
5
.
2－

4
表
に

示
す
風
向

別
風
速
逆
数

の
平
均
を

使
用
す
る

。
 

(3
) 

計
算
結

果
 

周
辺

監
視
区
域

の
北
側
及
び
西

側
境
界
の

6
方
位

並
び
に
参
考

と
し
て
，
原
子
力
科

学
研
究
所

の
周

辺
監
視
区

域
と
接
す

る
南
側
及
び

海
側

10
方
位
に
つ

い
て
希
ガ

ス
の
γ
線

に
よ
る
実
効
線

量
の
計

算

を
行
っ
た

結
果
は
，
第

5
.
2－

5
表
に
示
す

と
お
り
で
あ
る

。
 

こ
れ

に
よ
れ
ば

，
北
側
及

び
西
側
の
周

辺
監
視
区

域
境
界
で

，
希
ガ

ス
の
γ
線
に
よ

る
実
効

線
量
の

最
大
値
は

，
東
海
第

二
発
電
所
排

気
筒
の
西

南
西
約

6
5
0m
（
東
海
発

電
所
排
気

筒
の
西
約

5
5
0m
）
の

地
点
に
お

い
て
，
約

8.
4
μ
Sv
／
y
で

あ
る
。
 

周
辺

に
お
け
る

将
来
の
集
落
の

形
成
を

考
慮
し
，
北
側
に
つ

い
て
は
周
辺

監
視
区
域

境
界
，
西
側
に

つ
い
て
は

国
道

24
5
号
線
，
南
側

に
つ
い

て
は
原
子
力
科

学
研
究

所
の
南
側

周
辺
監
視
区
域

境
界
の

そ

れ
ぞ
れ

外
側
に

お
い
て
，
希
ガ

ス
の

γ
線
に

よ
る
実
効
線
量

の
計

算
を
行

っ
た
結
果
は
，

第
5
.2
－
6

表
に
示
す

と
お
り
で

あ
る
。
 

こ
れ

に
よ
れ
ば

，
周
辺
に

お
け
る
将

来
の
集
落
の
形

成
を
考
慮

し
た
地

点
で
希
ガ
ス
の

γ
線
に

よ
る

実
効
線

量
の
最

大
値
は
，
東
海

第
二

発
電
所

排
気
筒
の
南
西

約
1
,3
00
m（

東
海
発
電

所
排
気
筒

の
南

西
約

1,
1
3
0m
）
の
地
点

に
お
い
て
約

1
3μ

S
v／

y
で
あ
る
。

 

 5.
2.
3 

線
量

の
評
価
結

果
 

周
辺

に
お
け
る

将
来
の
集
落
の

形
成
を

考
慮
し
，
気
体
廃
棄
物

中
の
希

ガ
ス
の
γ
線
に

よ
る
実

効

線
量

及
び
液
体

廃
棄
物
中
の
放

射
性
物

質
に
よ
る

実
効
線
量
を

評
価
し
た

結
果
は
，
そ
れ
ぞ
れ

約
1
3

μ
Sv

／
y及

び
約

6.
2μ

Sv
／
yと

な
り
，
合
計

約
19
μ
S
v
／
yで

あ
る
。
 

5.
2 

東
海
発
電
所

の
放
射
性
廃
棄

物
に
よ
り

一
般
公
衆

の
受
け
る
線

量
評
価
 

5.
2.
1 

気
体
廃
棄

物
中
の
希
ガ
ス

の
γ

線
に
起
因

す
る
実
効
線

量
 

(1
) 

計
算
の
た
め

の
前
提
条
件
 

ｃ
．

気
象
条
件
 

気
象
条
件

は
，
現
地

に
お
け
る
2
0
0
5
年
4
月
か

ら
20
0
6年

3
月
ま
で

の
観
測
に
よ
る

実
測
値
を

使
用
す

る
。
 

た
だ
し

，
静
穏
（
通

常
の
風
速

計
で

観
測
し
た
風

速
が
0
.5
m／

s未
満
）
の

場
合
は

，
風
速
を

0.
5m

／
sと

し
，
風

速
0.
5～

2.
0m
／
sの

と
き
の

風
向
出

現
頻
度
（

第
5.
2－

2
表
に
示

す
。
）
に

応
じ
て
各

風
向

に
比
例
配

分
す
る
。
 

年
間
平
均

濃
度
の
計
算
に

は
，
第

5
.2
－
3表

に
示
す
風
向
別

大
気
安

定
度
別
風

速
逆
数
の
総

和
を
，

吹
上

げ
高
さ
の

計
算
に
は
，
第

5
.
2－

4
表
に
示
す

風
向
別
風
速

逆
数
の
平

均
を
使
用

す
る
。
 

(
3
)
 

計
算

結
果

 

周
辺
監
視

区
域
の
北
側
及

び
西
側

境
界
の

7
方
位
並
び
に
参

考
と
し

て
，
原
子

力
科
学
研
究

所
の
周

辺
監

視
区
域

と
接
す
る

南
側
及
び

海
側

9
方
位
に

つ
い
て
希

ガ
ス
の
γ

線
に
よ

る
実
効
線

量
の
計
算

を
行

っ
た
結
果

は
，
第

5.
2－

5
表
に

示
す
と
お
り
で

あ
る
。
 

こ
れ
に
よ

れ
ば
，
北

側
及
び
西
側

の
周
辺
監

視
区
域
境

界
で
，
希
ガ
ス
の
γ
線

に
よ
る
実

効
線
量
の

最
大

値
は
，
東

海
第
二
発
電
所

排
気
筒

の
西
南
西
約

6
4
0m
（
東

海
発
電
所

排
気
筒
の

西
約

5
4
0m
）
の

地
点

に
お
い
て

，
約

11
μ

Sv
／

y
で
あ
る
。
 

周
辺
に
お

け
る
将
来
の
集

落
の
形

成
を
考
慮

し
，
北
側

に
つ
い
て
は

周
辺
監
視

区
域
境
界

，
西
側
に

つ
い

て
は
国
道

24
5
号
線
，
南
側
に

つ
い
て
は
原
子

力
科
学
研

究
所
の

南
側
周
辺
監
視

区
域
境

界
の
そ

れ
ぞ

れ
外
側

に
お
い
て

，
希
ガ
ス

の
γ
線

に
よ
る
実

効
線
量
の

計
算
を

行
っ
た
結

果
は
，
第

5
.2
－

6

表
に

示
す
と
お

り
で
あ
る
。
 

こ
れ
に
よ

れ
ば
，
周

辺
に
お
け
る

将
来
の
集
落

の
形
成
を

考
慮
し

た
地
点
で
希
ガ

ス
の
γ
線

に
よ
る

実
効

線
量
の

最
大
値
は

，
東
海
第

二
発
電

所
排
気
筒

の
南
西
約

1
,2
80

m（
東
海
発

電
所
排

気
筒
の
南

西
約

1,
11
0m
）
の

地
点
に
お
い

て
約

15
μ

S
v／

y
で
あ

る
。
 

 5.
2.
3 

線
量
の
評

価
結
果
 

周
辺
に
お

け
る
将
来
の
集

落
の
形

成
を
考
慮

し
，
気
体

廃
棄
物
中

の
希
ガ
ス
の
γ

線
に
よ
る

実
効

線
量
及
び

液
体
廃
棄
物
中

の
放
射

性
物
質
に

よ
る
実
効
線
量

を
評
価

し
た
結
果

は
，
そ
れ
ぞ

れ
約
1
5

μ
Sv
／
y及

び
約
6.
2μ

S
v
／
yと

な
り
，

合
計
約
2
1
μ
Sv
／
yで

あ
る
。
 

    ・
①

 
       ・
②

 
・
③
（
周
辺

監
視
区
域
境
界
変

更
に
伴

う

N
N

E
方

位
評
価
点

の
追
加
）

 
 ・
①

及
び
評
価
距
離

の
見
直
し
（
詳
細

計

測
を

反
映
）

 
     ・
①
，
②
（

道
路
拡
幅
工
事
に

よ
る
周

辺

監
視

区
域

境
界

の
変

更
に

伴
う

人
の

居
住

を
考

慮
し

SW
方

位
の

評
価

点

の
変

更
）

 
    

 
 

添付3-24



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
 

 

 

 

 ・
①

 
 

 

添付3-25



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
  

 

 

 

 ・
①

 
 

 
 

添付3-26



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
 

 

 

 

 ・
①

 
 

 
 

添付3-27



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
 

 

 

 

 ・
①

 
・
②
（
日
本

原
子
力
研
究
開
発

機
構
と

の

用
地

調
整

に
伴

う
周

辺
監

視
区

域
境

界
の

変
更

に
よ

る
SW

方
位

の
評

価

距
離

の
変
更
）

 
・
③
（
海
岸
沿

い
の
フ
ェ
ン
ス
（
周

辺
監

視
区

域
境
界
）
の
位
置

の
変
更
に

よ
る

N
N

E
方

位
評
価
点

を
追
加
）

 
・

評
価

距
離

の
詳

細
計

測
反

映
（

W
SW

方
位
，

W
方
位
，

N
方
位
，

N
E
方
位

，

EN
E
方

位
，

ES
E
方

位
，

SE
方
位

，

SS
E
方
位

，
SS

W
方
位
）

 
            

 
 

添付3-28



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
 

 

 

 

 ・
①

 
・
②
（
道
路

拡
幅
工
事
に
よ
る

周
辺
監

視

区
域

境
界

の
変

更
に

伴
う

人
の

居
住

を
考

慮
し

SW
方

位
の

評
価

点
の

変

更
）

 
・
③
（
周
辺

監
視
区
域
境
界
変

更
に
伴

う

N
N

E
方
位
評
価

点
の
追
加

及
び

SS
E

方
位

に
あ
る
海

を
隔
て
た

陸
地
（
常
陸

那
珂

火
力
発
電

所
）
を

評
価
点
と

し
て

追
加

）
 

・
評
価

距
離
の
詳

細
計
測
反
映
（

N
方
位

） 
    

 
 

添付3-29



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許

可
申
請
書

 
変
更
（
案

）
 

備
 
考

 
5.

3 
東
海
第

二
発
電
所

と
東
海
発
電
所

の
放
射
性

廃
棄
物
に

よ
り
一
般
公
衆
の
受
け

る
線
量

評
価
 

周
辺

に
お

け
る

将
来

の
集

落
の

形
成

を
考

慮
し

た
地

点
に
お

け
る

東
海

第
二

発
電

所
と
東

海
発

電

所
の
気
体

廃
棄
物
中

の
希
ガ
ス
の

γ
線
に
よ

る
実
効
線

量
の
評
価
結

果
は
，
第

5.
3
－
1
表

に
示
す

と

お
り
で
あ

る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば

，
周
辺

に
お
け
る
将
来

の
集
落

の
形
成
を

考
慮
し
た
地
点

で
希
ガ

ス
の

γ
線
の
実

効
線
量
の

最
大
値
は
，

東
海
第
二

発
電
所
排

気
筒
の
南
西
約

1
,
30
0
m
の
地
点
（

東
海
発

電

所
排
気
筒

の
南
西
約

1,
1
3
0m

の
地

点
）
に
お

い
て
，
約

16
μ

S
v
／
y
で
あ

る
。
 

ま
た

，
こ
れ
に

東
海
発
電

所
の
液
体

廃
棄
物
中
の
放

射
性
物
質

に
よ
る

実
効
線
量
及
び

東
海
第

二
発

電
所
の
気

体
廃
棄
物

中
に
含
ま
れ

る
よ
う
素

を
摂
取
す

る
場
合
の
実

効
線
量
を

加
算
す
る

と
，
合

計
で

約
2
3μ

S
v／

y
と
な

る
。
 

 

 

5.
3 

東
海
第
二
発

電
所
と
東
海
発

電
所
の
放

射
性
廃
棄

物
に
よ
り
一

般
公
衆
の

受
け
る
線

量
評
価
 

周
辺

に
お

け
る

将
来

の
集

落
の

形
成

を
考

慮
し

た
地

点
に

お
け

る
東

海
第

二
発

電
所

と
東

海
発

電

所
の

気
体
廃
棄

物
中
の
希
ガ
ス

の
γ
線

に
よ
る
実

効
線
量
の
評

価
結
果
は

，
第

5.
3
－
1
表
に

示
す
と

お
り

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
，
周
辺
に
お
け
る

将
来
の
集

落
の
形

成
を
考
慮
し
た

地
点
で

希
ガ
ス
の

γ
線

の
実
効
線

量
の
最
大
値
は

，
東
海

第
二
発
電

所
排
気
筒
の

南
西
約

1
,
28
0
m
の

地
点
（
東

海
発
電

所
排

気
筒
の
南

西
約

1,
1
1
0m

の
地
点
）

に
お
い
て
，
約

18
μ
S
v
／
y
で
あ
る
。
 

ま
た
，
こ

れ
に
東
海

発
電
所
の
液

体
廃
棄
物
中

の
放
射
性

物
質
に

よ
る
実
効
線
量

及
び
東
海

第
二
発

電
所

の
気
体
廃

棄
物
中
に
含
ま

れ
る
よ

う
素
を
摂

取
す
る
場
合

の
実
効
線

量
を
加
算

す
る
と
，
合
計
で

約
2
4μ

S
v／

y
と
な
る
。
 

 

 

 

    ・
①
，
②
（

道
路
拡
幅
工
事
に

よ
る
周

辺

監
視

区
域

境
界

の
変

更
に

伴
う

人
の

居
住

を
考

慮
し

SW
方

位
の

評
価

点

の
変

更
）

 
  ・
①

 
・
②
（
道
路

拡
幅
工
事
に
よ
る

周
辺
監

視

区
域

境
界

の
変

更
に

伴
う

人
の

居
住

を
考

慮
し

SW
方

位
の

評
価

点
の

変

更
）

 
・
③
（
周
辺

監
視
区
域
境
界
変

更
に
伴

う

N
N

E
方
位
評
価

点
の
追
加

及
び

SS
E

方
位

に
あ
る
海

を
隔
て
た

陸
地
（
常
陸

那
珂

火
力
発
電

所
）
を

評
価
点
と

し
て

追
加

）
 

・
評
価

距
離
の
詳

細
計
測
反
映
（

N
方
位

） 
 

  
 

添付3-30



東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

6.
 
発
電

所
内
外
の
放
射

線
監
視
 

6.
2 

発
電
所

内
の
放
射

線
監
視
 

6.
2.
1 

外
部

放
射
線
に

係
る
線
量
当
量

率
の
測
定
 

発
電
所
内

の
外
部
放
射
線

に
係
る

線
量
当
量

率
の
測
定
は
，
放
射
線

の
種
類
，
程

度
に
応
じ

た
適
切
な

測
定

器
を
用
い

て
測
定
を
行
う

。
特
に

管
理
区
域

内
に
つ
い
て

は
固
定
モ

ニ
タ
と
携

帯
用
の
サ
ー

ベ
イ
・

メ
ー

タ
と
の
組

合
せ
に
よ
り
監

視
す
る

。
 

固
定
モ
ニ

タ
で
あ
る
エ
リ

ア
・
モ
ニ
タ
は

，
人
の
立
ち
入
る
場
所
で
，
運
転
状
況
に

よ
り
外

部
放
射
線

に
係

る
線
量
当

量
率
が
大
き
く

変
動
す

る
場
所
，
パ

ト
ロ
ー
ル

等
で
頻
繁

に
人
が
立
ち
入

る
場
所

等
の
管

理
区

域
の
主
要

部
分
の
外
部
放

射
線
に

係
る
線
量

当
量
率
を
監

視
す
る
。
 

例
え
ば
，
人

の
常
駐
す

る
中
央
制
御
室

や
廃
棄
物

処
理
系
制

御
室
，
立

入
り
頻
度

の
多
い
燃

料
取
替
床
，

タ
ー

ビ
ン
建
屋

主
通
路
，
タ
ー

ビ
ン
発

電
機
運
転

床
等
に
設
置

す
る
。
 

エ
リ
ア
・
モ
ニ
タ

は
，
放
射
線
レ

ベ
ル
が
あ

ら
か
じ
め

設
定
さ
れ
た

値
を
超
え

た
場
合
，
中
央

制
御
室

及
び

必
要
な
箇

所
に
つ
い
て
は

現
場
に

お
い
て
警

報
を
発
す
る

。
 

な
お
，
警
報
は
異

常
の
発

見
を
主
目
的

と
す
る
こ

と
か
ら
，
そ
の

警
報
設
定

点
は
，
通
常
の

バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ

ン
ド
値
を

基
に
し
て
定
め

る
。
 

ま
た
，
放
射
線
業

務
従
事

者
等
が
，
特
に

頻
繁
に
立
ち

入
る
箇

所
に
つ
い

て
は
，
定
期
的

及
び
必
要
の

都
度

サ
ー
ベ
イ

・
メ
ー
タ
に
よ

る
外
部

放
射
線
に

係
る
線
量
当

量
率
の
測

定
を
行
う

。
 

   

6
.
3
 
放
射
性

廃
棄
物
の

放
出
管
理
 

発
電

所
外
に
放
出
さ

れ
る
気
体

及
び
液

体
廃
棄
物
は
，
次
に
述

べ
る
よ
う

に
厳
重
に
管
理

を
行
い
，
周

辺
監
視
区

域
外
の
空

気
中
及
び

水
中
の
放
射

性
物
質
の

濃
度
が

経
済
産
業

省
告
示
「
線
量
限

度
等
を
定
め

る
告
示
」
（
第

9
条

）
に
定
め
る
値

を
超
え
な

い
よ
う
に

す
る
。
 

さ
ら

に
，
「
発
電

用
軽

水
型

原
子
炉

施
設

周
辺
の

線
量
目

標
値
に

関
す

る
指

針
」

に
基

づ
き

，
発
電

所

か
ら
放
出

さ
れ
る
放

射
性
物
質

に
つ
い
て
放

出
管
理
の

目
標
値

を
定
め
，
こ
れ
を

超
え
な
い

よ
う
に
努
め

る
。
 

 6.
3.
2 

液
体

廃
棄
物
 

放
射

性
液
体
廃
棄
物

は
，
放
射
性

物
質
濃
度

の
ご
く
低

い
も
の
を
除

き
，
原
則
と

し
て
，
環
境

に
は
放

出
せ
ず
で

き
る
限
り

固
化
す
る

か
，
処
理
後

再
使
用
す

る
。
 

液
体

廃
棄
物
処
理
系

か
ら
廃
液

を
環
境

に
放
出
す
る
際

に
は
，
あ
ら
ゆ

る
場
合
，
一
時
サ
ン

プ
ル
タ
ン

ク
に
貯
留

し
た
後
タ

ン
ク
内
の

廃
液
を
サ
ン

プ
リ
ン
グ

し
，
放
射
性
物

質
濃
度
を
測
定
し

て
，
排
水
口
に

お
け
る
放

射
性
物
質

濃
度
が
，

経
済
産
業
省

告
示
「
線

量
限
度

等
を
定
め

る
告
示
」
（
第

9
条
）
に
定
め

る
周
辺
監

視
区
域
外

に
お
け
る

水
中
の
濃
度

限
度
を
超

え
な
い

よ
う
に
す

る
と
と
も
に
，
排

水
中
の
放
射

性
物
質
の

放
出
量
に

つ
い
て
放

出
管
理
に
関

す
る
目
標

値
を
超

え
な
い
よ

う
に
努
め
る
。

 

さ
ら

に
，
放
出
さ

れ
る
液
体
中

の
放
射

性
物
質
の
濃
度

は
，
液
体
廃
棄

物
処
理
系
排
水
モ
ニ
タ
又

は
雑

6
.
 

発
電
所
内

外
の
放
射

線
監
視
 

6
.
2
 
発
電
所

内
の
放
射
線
監
視

 

6.
2
.1
 
外
部

放
射
線
に
係
る
線

量
当
量

率
の
測
定
 

発
電
所
内

の
外
部
放

射
線
に
係
る

線
量
当
量

率
の
測
定

は
，
放
射
線
の
種
類

，
程

度
に
応
じ

た
適
切
な

測
定
器
を

用
い
て
測

定
を
行
う
。
特
に
管

理
区
域
内

に
つ
い
て

は
固
定
モ
ニ
タ

と
携

帯
用

の
サ
ー

ベ
イ

・

メ
ー
タ
と

の
組
合
せ

に
よ
り
監
視

す
る
。
 

固
定
モ
ニ

タ
で
あ
る

エ
リ
ア
・
モ

ニ
タ
は
，
人
の
立
ち
入
る

場
所
で
，
運
転
状
況

に
よ
り
外

部
放
射
線

に
係
る
線

量
当
量
率

が
大
き
く
変

動
す
る
場

所
，
パ
ト
ロ
ー

ル
等
で
頻
繁

に
人
が
立

ち
入
る

場
所
等
の
管

理
区
域
の

主
要
部
分

の
外
部
放
射

線
に
係
る

線
量
当
量

率
を
監

視
す
る
。
 

例
え
ば
，
人
の
常

駐
す
る
中
央
制

御
室
や

廃
棄
物
処

理
系
制
御
室
，
立
入

り
頻
度
の

多
い
燃
料
取

替
床
，

タ
ー
ビ
ン

建
屋
主
通

路
，
タ
ー
ビ

ン
発
電
機

運
転
床
等

に
設
置

す
る
。
 

エ
リ
ア
・
モ

ニ
タ
は
，
放

射
線
レ

ベ
ル
が
あ

ら
か
じ
め
設
定

さ
れ
た

値
を
超
え

た
場
合
，
中
央
制
御
室

及
び
必
要

な
箇
所
に

つ
い
て
は
現

場
に
お
い

て
警
報
を

発
す
る

。
 

な
お
，
警
報

は
異
常
の

発
見
を
主

目
的
と
す
る
こ

と
か
ら
，
そ
の
警
報

設
定
点
は
，
通
常
の

バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド

値
を
基
に

し
て
定
め
る

。
 

ま
た
，
放
射

線
業
務
従

事
者
等
が
，
特
に
頻
繁

に
立
ち
入
る
箇

所
に
つ
い

て
は
，
定
期
的

及
び
必

要
の

都
度
サ
ー

ベ
イ
・
メ

ー
タ
に
よ
る

外
部
放
射

線
に
係
る

線
量
当

量
率
の
測
定
を

行
う
。
 

サ
ー
ベ
イ

・
メ
ー
タ

と
し
て
は
,
次
の
も
の

を
使
用
す
る
。
 

β
・

γ
線
用
サ

ー
ベ
イ
・

メ
ー
タ
 

中
性

子
線
用
サ

ー
ベ
イ
・
メ
ー
タ
 

6
.
3
 
放
射
性

廃
棄
物
の
放
出
管

理
 

発
電
所
外

に
放
出
さ

れ
る
気
体
及

び
液
体
廃

棄
物
は
，

以
下
に

述
べ
る
よ
う
に

厳
重
に
管

理
を
行

い
，

周
辺
監

視
区

域
外
の

空
気
中

及
び
水

中
の

放
射

性
物

質
の

濃
度
が

「
線

量
限

度
等

を
定

め
る

告
示
」
（
第

8
条
）
に

定
め
る
値

を
超
え
な
い

よ
う
に
す

る
。
 

さ
ら
に

，
「

発
電

用
軽
水

型
原

子
炉

施
設
周

辺
の

線
量
目
標

値
に

関
す

る
指
針

」
に
基
づ

き
，

発
電

所

か
ら
放
出

さ
れ
る
放

射
性
物
質
に

つ
い
て
放

出
管
理
の

目
標
値

を
定
め
，
「
発
電

用
軽
水
型

原
子
炉
施
設

に
お
け
る

放
出
放
射

性
物
質
の
測

定
に
関
す

る
指
針
」
に
基
づ

く
測
定
を
行
い
，
こ
れ
を

超
え
な

い
よ
う

に
努
め
る

。
 

6.
3
.2
 
液
体

廃
棄
物
 

放
射
性
液

体
廃
棄
物

は
，
放
射
性

物
質
濃
度
の
ご

く
低
い
も

の
を
除

き
，
原
則
と

し
て
，
環
境

に
は
放

出
せ
ず
で

き
る
限
り

固
化
す
る
か

，
処
理
後

再
使
用
す

る
。
 

液
体
廃
棄

物
処
理
系

か
ら
廃
液
を

環
境
に
放

出
す
る
際

に
は
，
あ
ら
ゆ
る
場

合
，
一
時
サ
ン

プ
ル
タ
ン

ク
に
貯
留

し
た
後
タ

ン
ク
内
の
廃

液
を
サ
ン

プ
リ
ン
グ

し
，
放
射
性
物
質
濃

度
を
測
定
し

て
，
排
水
口
に

お
け
る
放

射
性
物
質

濃
度
が
「
線

量
限
度
等

を
定
め
る

告
示
」
（
第

8
条
）
に
定

め
る
周
辺

監
視
区
域
外

に
お
け
る

水
中
の
濃

度
限
度
を
超

え
な
い
よ

う
に
す
る

と
と
も

に
，
排

水
中
の
放

射
性
物
質

の
放
出
量
に

つ
い
て
放

出
管
理
に

関
す
る
目
標

値
を
超
え

な
い
よ
う

に
努
め

る
。
 

さ
ら
に
，
放
出
さ

れ
る
液
体
中

の
放
射
性
物

質
の
濃
度

は
，
液
体
廃
棄
物
処

理
系
排
水
モ

ニ
タ
又

は
雑

                 ・
記

載
の

適
正

化
（

先
行

プ
ラ

ン
ト

の
記
載
を

反
映
）

 
   ・

法
令

の
改

正
に

伴
う

記
載

の
適

正
 

化
 

  ・
記

載
の

適
正

化
（

先
行

プ
ラ

ン
ト

の
記
載
を

反
映
）

 
     ・

法
令

の
改

正
に

伴
う

記
載

の
適

正
 

化
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東
海

第
二

発
電

所
 

新
規

制
基

準
適

合
性

確
認

比
較

表
（

添
付

書
類

九
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
添

付
資

料
3
】

 

①
気
象
期

間
の
変
更
，
②

周
辺
監

視
区
域
の

変
更
，
③
線
量

計
算
地

点
の
追
加

，
④
組
織
名

称
の
変
更

，
⑤
防
潮

堤
の
設
置
 

 
 
 

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

固
体
減
容

処
理
設
備

排
水
モ
ニ

タ
に
よ
っ
て

監
視
す
る

。
こ

の
液
体

廃
棄
物
処
理
系

排
水
モ

ニ
タ
及
び
雑

固
体

減
容

処
理

設
備

排
水

モ
ニ

タ
の

測
定

結
果

は
，

中
央

制
御

室
又

は
廃

棄
物

処
理

建
屋

操
作

室
に

指

示
・
記
録

す
る
と
と

も
に
，
放

射
性
物
質
濃

度
が
予
め

設
定
さ

れ
た
値
を

超
え
た
場
合
は

警
報
を

出
し
，

適
切
な
処

置
が
な
さ

れ
る
よ
う

運
転
員
の
注

意
を
喚
起

す
る
。
 

液
体

廃
棄
物
処
理
系

排
水
モ
ニ

タ
及
び

雑
固
体
減
容
処

理
設
備

排
水
モ
ニ

タ
の
警
報
設
定

点
は

，
通
常

の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン

ド
値
を
基

に
し
て
定
め

る
。
 

  7.
 
放
射

線
業
務
従
事
者

の
被
ば

く
管
理
 

7.
3 

管
理
区

域
へ
の
出

入
管
理
 

管
理
区
域

へ
の
出
入

管
理
の
基
本

方
針
は
，

次
の
と
お

り
と
す
る
。
 

（
1
）
管
理
区

域
に
は
，

あ
ら
か
じ
め
指

定
さ
れ
た

者
以
外
の

立
入
り
を
原
則
と
し
て

禁
止
す

る
。
 

（
2
）
管
理
区

域
に
立
ち

入
る
者
に
対
し

て
は
，
電

子
式
個
人

線
量
計
の
着
用
を
確
認

さ
せ
る

。
 

（
3
）
管
理
区

域
内
の
汚

染
管
理
区
域
及

び
特
別
立

入
制
限
区

域
（
高
放
射
線
，
高
汚

染
）
に

対
し
て
は
 

立
入

制
限
を
行

う
。
 

（
4
）
汚
染
管

理
区
域
へ

の
立
入
り
は
，

必
要
に
応

じ
て
適
切

な
防
護
具
を
着
用
さ
せ

る
。
 

（
5
）
汚
染
管
理

区
域
か
ら

退
出
す

る
場
合
に
は
，
退
出
モ
ニ
タ

等
に
よ
り
，
表
面
汚
染
検

査
を
行

わ
せ
る
。 

汚
染

が
認
め
ら

れ
た
場
合
に
は

手
洗
い

，
シ
ャ
ワ

等
に
よ
り
除

染
を
行
わ

せ
る
。
 

      

固
体
減
容

処
理
設
備

排
水
モ
ニ
タ

に
よ
っ
て

監
視
す
る

。
こ

の
液
体
廃
棄

物
処
理
系

排
水
モ

ニ
タ
及
び
雑

固
体

減
容

処
理

設
備

排
水

モ
ニ

タ
の

測
定

結
果

は
，

中
央

制
御

室
及

び
廃

棄
物

処
理

建
屋

操
作

室
に

指

示
・
記
録

す
る
と
と

も
に
，
放
射

性
物
質
濃

度
が
予
め

設
定
さ

れ
た
値
を
超
え

た
場
合
は

警
報
を

出
し
，

適
切
な
処

置
が
な
さ

れ
る
よ
う
運

転
員
の
注

意
を
喚
起

す
る
。
 

液
体
廃
棄

物
処
理
系

排
水
モ
ニ
タ

及
び
雑
固

体
減
容
処

理
設
備

排
水
モ
ニ
タ
の

警
報
設
定

点
は

，
通
常

の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン

ド
値
を
基
に

し
て
定
め

る
。
 

  7
.
 

放
射
線
業

務
従
事
者

の
被
ば
く
管

理
 

7
.
3
 
管
理
区

域
へ
の
出
入
管
理

 

管
理
区
域

へ
の
出
入

管
理
の
基
本

方
針
は
，

次
の
と
お

り
と
す

る
。
 

（
1
）
管
理
区

域
に
は
，
あ
ら
か

じ
め
指

定
さ
れ
た

者
以
外
の
立

入
り
を
原

則
と
し
て

禁
止
す
る
。
 

（
2
）
管
理
区

域
に
立
ち
入
る
者

に
対
し

て
は
，
電

子
式
個
人
線

量
計
の
着

用
を
確
認

さ
せ
る
。
 

（
3
）
管
理
区

域
内
の
汚
染
管
理

区
域
及

び
特
別
立

入
制
限
区
域

（
高
放
射

線
，
高
汚

染
）
に
対
し

て
は
 

立
入

制
限
を
行
う
。
 

（
4
）
汚
染
管

理
区
域
へ
の
立
入

り
は
，

必
要
に
応

じ
て
適
切
な

防
護
具
を

着
用
さ
せ

る
。
 

（
5
）
汚
染
管
理

区
域
か
ら

退
出
す
る
場

合
に
は
，
退

出
モ
ニ
タ

等
に
よ
り
，
表
面
汚
染
検

査
を
行
わ
せ

る
。 

汚
染

が
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は

手
洗
い

，
シ
ャ
ワ
等
に

よ
り
除

染
を
行
わ

せ
る
。
 

（
6
）
放
射
性

物
質
を
経
口
摂
取

す
る
お

そ
れ
の
あ

る
場
所
で
の

飲
食
及
び

喫
煙
を
禁

止
す
る
。
 

（
7
）
異
常
事

態
の
発
生

又
は
そ
の
お
そ

れ
の
あ
る

事
象
を
発

見
し
た
場
合

は
，
直
ち

に
必
要

箇
所
へ
連
絡
 

さ
せ

，
そ
の
指

示
に
従
わ
せ
る

。
 

 ・
記

載
の

適
正

化
（

先
行

プ
ラ

ン
ト

の
記
載
を

反
映
）

 
               先

行
プ

ラ
ン

ト
を

反
映

し
た

記
載

の

見
直

し
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東
海
第
二
発
電
所
 
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
添
付
書
類
十
）
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
【
添
付
資

料
4】

 

①
：
気
象

期
間
の
変

更
，
②
記
載

の
適
正
化

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

〔
そ
の

5－
９
×
９
燃
料
が
装
荷
さ
れ
た
サ
イ
ク
ル
以
降
〕
 

 3
.
 
事
故
解
析
 

3
.
4 

環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
異
常
な
放
出
 

3
.
4.
1
 
放
射
性
気
体
廃
棄
物
処
理
施
設
の
破
損
 

3
.
4.
1
.
3
 
核
分
裂
生
成
物
の
放
出
量
及
び
線
量
の
評
価

（
１
７
）
（
１
８
）
（
３
３
）
 

3
.
4.
1
.
3
.
2
 
線
量
の
評
価
 

 
(
1)
 
評
価
前
提
 

 
 
 
大
気
中
に

放
出
さ
れ
る
希
ガ
ス
は
換
気
空
調

系
の
作
動
を
考
慮
す

る
の
で
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る

。
放

出
さ
れ
た
希
ガ
ス
に
よ
る
γ
線
空
気
カ
ー
マ
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5
.5
.
4
 
想
定
事
故
時
の
線
量
当
量
評
価
に
使
用
す
る

気
象
条
件
｣
に
記
述
す
る
相
対
線
量
に
希
ガ
ス
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

3
.
4.
2
 
主
蒸
気
管
破
断
 

3
.
4.
2
.
4
 
核
分
裂
生
成
物
の
放
出
量
及
び
線
量
の
評
価

（
１
７
）
（
１
８
）
（
３
３
）
 

3
.
4.
2.
4.
2 
 
線
量
の
評
価
 

 
(
1)
 
評
価
前
提
 

 
 
 
大
気
中
へ

放
出
さ
れ
る
核
分
裂
生
成
物
は
，

タ
ー
ビ
ン
建
屋
か
ら

地
上
放
散
す
る
も
の
と
し
，
こ
れ
に
よ
る
実
効

線
量

の
計
算
は
，
次
の
仮
定
に
基
づ
い
て
行
う
。
 

 
 
ａ
．
主
蒸
気

隔
離
弁
閉
止
前
に
放
出
さ
れ
た
核

分
裂
生
成
物
を
含
む

冷
却
材
は
，
高
温
低
湿
状
態
の
外
気
中
で
完
全

蒸
発

し
，
半
球
状
の
蒸
気
雲
を
形
成
す
る
も
の
と
す
る

｡こ
の
場
合
，
蒸
気
雲
が
小
さ
い
ほ
ど
実
効
線
量
が
高
く
な
り
，
外
気

条
件
と
し
て
温
度
が
高
く
，
相

対
湿
度
が
低
い
ほ
ど

蒸
気
雲
は
小
さ
く
な

る
。
本
評
価

で
は
，
蒸
気
雲
の
大

き
さ
を
求

め
る
に
当
た
り
，
温
度
と
し
て

3
3℃

，
相
対
湿
度
と
し
て

4
0
％
を
用
い
る
。
 

 
 
ｂ
．
こ
の
半
球
状
の
蒸
気
雲
は
，
短
時
間
放
出
を
考
慮
し
て
風
下
方
向
に

1
m／

s
の
速
度
で
移
動
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 
ｃ
．
主
蒸
気

隔
離
弁
閉
止
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁

を
通
し
て
大
気
中
へ

放
出
さ
れ
る
核
分
裂
生
成
物
に
よ
る
非
居
住
区

域
境

界
外
で
の
地
表
空
気
中
濃
度
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5.
5.
4
 
想
定
事
故
時
の
線
量
当
量
評
価
に
使
用
す
る
気
象
条
件
」

に
記
述
す
る
相
対
濃
度
に
核
分
裂
生
成
物
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

 
 
ｄ
．
ま
た
，
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
希
ガ
ス
及
び
ハ
ロ
ゲ
ン
等
に
よ
る

γ
線
空
気
カ
ー
マ
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5
.
5
.
4 

想
定
事
故
時
の
線
量
当
量
評
価

に
使
用
す
る
気
象
条

件
」
に
記
述
す
る
相

対
線
量
に
希

ガ
ス
及
び
ハ
ロ
ゲ
ン

等
の
全
放

出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

3
.
4.
3
 
燃
料
集
合
体
の
落
下
 

3
.
4.
3
.
3
 
核
分
裂
生
成
物
の
放
出
量
及
び
線
量
の
評
価

（
１
７
）
（
１
８
）
（
３
３
）
 

3
.
4.
3
.
3
.
2
  

線
量
の
評
価
 

 
(
1)
 
評
価
前
提
 

 
 
 
大
気
中
へ
放
出
さ
れ
る
核
分
裂
生
成
物
は
，
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
も
の
と
し
，
こ
れ
に
よ
る
実
効
線
量
の
計
算
は

，

次
の
仮
定
に
基
づ
い
て
行
う
。
 

 
 
ａ
．
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
地
表
空
気
中
濃
度
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5.
5.
4 

想
定
事
故
時
の
線
量
当
量
評
価
に
使
用

す
る
気
象
条
件
」
に
記
述
す
る
相
対
濃
度
に
核
分
裂
生
成
物
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

 
 
ｂ
．
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
希
ガ
ス
に
よ
る
γ
線
空
気
カ
ー
マ
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5
.5
.4
 
想
定
事
故
時
の
線
量
当

〔
そ
の

5－
９
×
９
燃
料
が
装
荷
さ
れ
た
サ
イ
ク
ル
以
降
〕
 

 3
.
 
事
故
解
析
 

3
.
4 

環
境
へ
の
放
射
性
物
質
の
異
常
な
放
出
 

3
.
4.
1 

放
射
性
気
体
廃
棄
物
処
理
施
設
の
破
損
 

3
.
4.
1.
3 

核
分
裂
生
成
物
の
放
出
量
及
び
線
量
の
評
価

（
１
７
）
（
１
８
）
（
３
３
）
 

3
.
4.
1.
3.
2 

線
量
の
評
価
 

 
(
1)
 
評
価
前
提
 

 
 
 
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
希
ガ
ス
は
換
気
空
調
系
の
作
動
を
考
慮
す
る
の
で
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
放

出
さ
れ
た
希
ガ
ス
に
よ
る
γ
線
空
気
カ
ー
マ
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5
.
5
.3
 
大
気
拡
散
の
計
算
に
使
用
す
る
気
象
条
件

」

に
記
述
す
る
相
対
線
量
に
希
ガ
ス
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

3
.
4.
2 

主
蒸
気
管
破
断
 

3
.
4.
2.
4 

核
分
裂
生
成
物
の
放
出
量
及
び
線
量
の
評
価

（
１
７
）
（
１
８
）
（
３
３
）
 

3
.
4.
2.
4.
2 

線
量
の
評
価
 

 
(
1)
 
評
価
前
提
 

 
 
 
大
気
中
へ
放
出
さ
れ
る
核
分
裂
生
成
物
は
，
タ
ー
ビ
ン
建
屋
か
ら
地
上
放
散
す
る
も
の
と
し
，
こ
れ
に
よ
る
実
効
線
量

の
計
算
は
，
次
の
仮
定
に
基
づ
い
て
行
う
。
 

 
 
ａ
．
主
蒸
気
隔
離
弁
閉
止
前
に
放
出
さ
れ
た
核
分
裂
生
成
物
を
含
む
冷
却
材
は
，
高
温
低
湿
状
態
の
外
気
中
で
完
全
蒸
発

し
，
半
球
状
の
蒸
気
雲
を
形
成
す
る
も
の
と
す
る
｡こ

の
場
合
，
蒸
気
雲
が
小
さ
い
ほ
ど
実
効
線
量
が
高
く
な
り
，
外
気

条
件
と
し
て
温
度
が
高
く
，
相
対
湿
度
が
低
い
ほ
ど
蒸
気
雲
は
小
さ
く
な
る
。
本
評
価
で
は
，
蒸
気
雲
の
大
き
さ
を
求

め
る
に
当
た
り
，
温
度
と
し
て

3
3℃

，
相
対
湿
度
と
し
て

4
0％

を
用
い
る
。
 

 
 
ｂ
．
こ
の
半
球
状
の
蒸
気
雲
は
，
短
時
間
放
出
を
考
慮
し
て
風
下
方
向
に

1
m
／
s
の
速
度
で
移
動
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 
ｃ
．
主
蒸
気
隔
離
弁
閉
止
後
，
主
蒸
気
隔
離
弁
を
通
し
て
大
気
中
へ
放
出
さ
れ
る
核
分
裂
生
成
物
に
よ
る
非
居
住
区
域
境

界
外

で
の
地

表
空
気

中
濃
度

は
，
添
付

書
類
六

の
「

5
.
5
.3
 
大

気
拡
散
の

計
算
に

使
用
す

る
気
象

条
件
」

に
記

述
す

る
相
対
濃
度
に
核
分
裂
生
成
物
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

 
 

ｄ
．
ま

た
，

非
居
住

区
域

境
界
外

で
の

希
ガ
ス

，
ハ
ロ

ゲ
ン

等
に
よ

る
γ

線
空

気
カ
ー
マ
は
，

添
付
書

類
六

の
「

5.
5.
3 

大
気
拡
散
の
計
算
に
使
用
す
る
気
象
条
件
」
に
記
述
す
る
相
対
線
量
に
希
ガ
ス
及
び
ハ
ロ
ゲ
ン
等
の
全
放
出
量
を
乗
じ

て
求
め
る
。
 

3
.
4.
3 

燃
料
集
合
体
の
落
下
 

3
.
4.
3.
3 

核
分
裂
生
成
物
の
放
出
量
及
び
線
量
の
評
価

（
１
７
）
（
１
８
）
（
３
３
）
 

3
.
4.
3.
3.
2 

線
量
の
評
価
 

 
(
1)
 
評
価
前
提
 

 
 
 
大
気
中
へ
放
出
さ
れ
る
核
分
裂
生
成
物
は
，
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
も
の
と
し
，
こ
れ
に
よ
る
実
効
線
量
の
計
算
は
，

次
の
仮
定
に
基
づ
い
て
行
う
。
 

 
 
ａ
．
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
地
表
空
気
中
濃
度
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5
.5
.3
 
大
気
拡
散
の
計
算
に
使
用
す
る
気
象
条

件
」
に
記
述
す
る
相
対
濃
度
に
核
分
裂
生
成
物
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

 
 
ｂ
．
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
希
ガ
ス
に
よ
る
γ
線
空
気
カ
ー
マ
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5
.
5
.
3
 
大
気
拡
散
の
計
算
に
使

         ・
②
（

添
付
書
類

六
の
項
目
の

変
更
） 

             ・
②
（

添
付
書
類

六
の
項
目
の

変
更
） 

          ・
②
（

添
付
書
類

六
の
項
目
の

変
更
） 
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東
海
第
二
発
電
所
 
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認

比
較
表
（
添
付
書
類
十
）
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
【
添
付
資

料
4】

 

①
：
気
象

期
間
の
変

更
，
②
記
載

の
適
正
化

 

既
許
可
申

請
書

 
変
更

（
案
）
 

備
 

考
 

量
評
価
に
使
用
す
る
気
象
条
件
」
に
記
述
す
る
相
対
線
量
に
希
ガ
ス
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

 
(
3)
 
評
価
結
果
 

 
 
 
上
記
の
評
価
方
法
に
基
づ
き
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
実
効
線
量
を
評
価
し
た
結
果
は
，
第

3.
4.
3－

2
表
の
と
お
り
約

2
.
1
×
1
0
-2
mS
v
で
あ
る
。
 

 
 
 
上
記
の
値

か
ら
判
断
し
て
，
本
事
故
に
よ
る

周
辺
の
公
衆
に
与
え

る
放
射
線
被
ば
く
の
リ
ス
ク
は
十
分
に
小
さ
い

も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
 

3
.
4.
4
 
原
子
炉
冷
却
材
喪
失
 

3
.
4.
4
.
3
 
核
分
裂
生
成
物
の
放
出
量
及
び
線
量
の
評
価

（
１
７
）
（
１
８
）
（
３
３
）
 

3
.
4.
4
.
3
.
2
  

線
量
の
評
価
 

 
(
1)
 
評
価
前
提
 

 
 
 
大
気
中
へ

放
出
さ
れ
る
核
分
裂
生
成
物
は
，

排
気
筒
か
ら
放
出
さ

れ
る
も
の
と
し
，
こ
れ
に
よ
る
実
効
線
量
並
び

に
原

子
炉
建
屋
内
の
核
分
裂
生
成
物

か
ら
の
直
接
線
及
び

ス
カ
イ
シ
ャ
イ
ン
線

に
よ
る
実
効

線
量
の
計
算
は
，
次

の
仮
定
に
基

づ
い
て
行
う
。
 

 
 
ａ
．
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
地
表
空
気
中
濃
度
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5.
5.
4 

想
定
事
故
時
の
線
量
当
量
評
価
に
使
用

す
る
気
象
条
件
」
に
記
述
す
る
相
対
濃
度
に
核
分
裂
生
成
物
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

 
 
ｂ
．
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
希
ガ
ス
に
よ
る
γ
線
空
気
カ
ー
マ
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5
.5
.4
 
想
定
事
故
時
の
線
量
当

量
評
価
に
使
用
す
る
気
象
条
件
」
に
記
述
す
る
相
対
線
量
に
希
ガ
ス
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

 
 
ｃ
．
直
接
線

及
び
ス
カ
イ
シ
ャ
イ
ン
線
に
よ
る

実
効
線
量
は
，
原
子

炉
建
屋
内
の
核
分
裂
生
成
物
に
よ
る
γ
線
積
算

線
源

強
度
を
用
い
，
原
子
炉
建
屋
の
遮
へ
い
効
果
を
考
慮
し
て
求
め
る
。
 

(
3
) 

評
価
結
果
 

 
 
 
上
記
の
評
価
方
法
に
基
づ
き
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
実
効
線
量
を
評
価
し
た
結
果
は

，第
3.
4.
3－

2
表
の
と
お
り
約

2
.
7
×
1
0
－
４
mS
v
で
あ
る
。
 

 
 
 
上
記
の
値
か
ら
判
断
し
て
，
本
事
故
に
よ
る
周
辺
の
公
衆
に
与
え
る
放
射
線
被
ば
く
の
リ
ス
ク
は
十
分
に
小
さ
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
 

3
.
4.
5
 
制
御
棒
落
下
 

3
.
4.
5
.
3
 
核
分
裂
生
成
物
の
放
出
量
及
び
線
量
の
評
価

（
１
７
）
（
１
８
）
（
３
３
）
 

3
.
4.
5
.
3
.
2
  

線
量
の
評
価
 

 
(
1)
 
評
価
前
提
 

 
 
 
大
気
中
へ
放
出
さ
れ
る
核
分
裂
生
成
物
は
，
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
も
の
と
し
，
こ
れ
に
よ
る
実
効
線
量
の
計
算
は

，

次
の
仮
定
に
基
づ
い
て
行
う
。
 

 
 
ａ
．
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
地
表
空
気
中
濃
度
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5.
5.
4 

想
定
事
故
時
の
線
量
当
量
評
価
に
使
用

す
る
気
象
条
件
」
に
記
述
す
る
相
対
濃
度
に
核
分
裂
生
成
物
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

 
 
ｂ
．
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
希
ガ
ス
に
よ
る
γ
線
空
気
カ
ー
マ
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5
.5
.4
 
想
定
事
故
時
の
線
量
当

量
評
価
に
使
用
す
る
気
象
条
件
」
に
記
述
す
る
相
対
線
量
に
希
ガ
ス
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

 
(
3)
 
評
価
結
果
 

 
 
 
上
記
の
評
価
方
法
に
基
づ
き
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
実
効
線
量
を
評
価
し
た
結
果
は

，第
3.
4.
5－

2
表
の
と
お
り
約

4
.
0
×
1
0
-3
mS
v
で
あ
る
。
 

用
す
る
気
象
条
件
」
に
記
述
す
る
相
対
線
量
に
希
ガ
ス
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

 
(
3)
 
評
価
結
果
 

 
 
 
上
記
の
評
価
方
法
に
基
づ
き
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
実
効
線
量
を
評
価
し
た
結
果
は

，第
3.
4.
3－

2
表
の
と
お
り
約

1
.
8×

1
0
－
２
mS
v
で
あ
る
。
 

 
 
 
上
記
の
値
か
ら
判
断
し
て
，
本
事
故
に
よ
る
周
辺
の
公
衆
に
与
え
る
放
射
線
被
ば
く
の
リ
ス
ク
は
十
分
に
小
さ
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
 

3
.
4.
4 

原
子
炉
冷
却
材
喪
失
 

3
.
4.
4.
3 

核
分
裂
生
成
物
の
放
出
量
及
び
線
量
の
評
価

（
１
７
）
（
１
８
）
（
３
３
）
 

3
.
4.
4.
3.
2 

線
量
の
評
価
 

 
(
1)
 
評
価
前
提
 

 
 
 
大
気
中
へ
放
出
さ
れ
る
核
分
裂
生
成
物
は
，
排
気
筒
か
ら
放
出
さ
れ
る
も
の
と
し
，
こ
れ
に
よ
る
実
効
線
量
並
び
に
原

子
炉
建
屋
内
の
核
分
裂
生
成
物
か
ら
の
直
接
線
及
び
ス
カ
イ
シ
ャ
イ
ン
線
に
よ
る
実
効
線
量
の
計
算
は
，
次
の
仮
定
に
基

づ
い
て
行
う
。
 

 
 
ａ
．
非

居
住

区
域

境
界

外
で

の
地

表
空
気

中
濃
度

は
，
添

付
書

類
六

の
「

5.
5.
3 

大
気
拡
散
の
計
算
に
使
用
す
る
気
象

条
件
」
に
記
述
す
る
相
対
濃
度
に
核
分
裂
生
成
物
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

 
 
ｂ
．
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
希
ガ
ス
に
よ
る
γ
線
空
気
カ
ー
マ
は
，
添
付
書
類
六
の
「
5
.
5
.
3
 
大
気
拡
散
の
計
算
に
使

用
す
る
気
象
条
件
」
に
記
述
す
る
相
対
線
量
に
希
ガ
ス
の
全
放
出
量
を
乗
じ
て
求
め
る
。
 

 
 
ｃ
．
直
接
線
及
び
ス
カ
イ
シ
ャ
イ
ン
線
に
よ
る
実
効
線
量
は
，
原
子
炉
建
屋
内
の
核
分
裂
生
成
物
に
よ
る
γ
線
積
算
線
源

強
度
を
用
い
，
原
子
炉
建
屋
の
遮
蔽
効
果
を
考
慮
し
て
求
め
る
。
 

(
3
) 

評
価
結
果
 

 
 
 
上
記
の
評
価
方
法
に
基
づ
き
非
居
住
区
域
境
界
外
で
の
実
効
線
量
を
評
価
し
た
結
果
は

，第
3.
4.
3－

2
表
の
と
お
り
約

3
.
2×

1
0
－
４
mS
v
で
あ
る
。
 

 
 
 
上
記
の
値
か
ら
判
断
し
て
，
本
事
故
に
よ
る
周
辺
の
公
衆
に
与
え
る
放
射
線
被
ば
く
の
リ
ス
ク
は
十
分
に
小
さ
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
 

3
.
4.
5 

制
御
棒
落
下
 

3
.
4.
5.
3 

核
分
裂
生
成
物
の
放
出
量
及
び
線
量
の
評
価

（
１
７
）
（
１
８
）
（
３
３
）
 

3
.
4.
5.
3.
2 

線
量
の
評
価
 

 
(
1)
 
評
価
前
提
 

 
 
 
大
気
中
へ
放
出
さ
れ
る
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参考資料 1 

 

周辺監視区域変更及びコンクリート密度変更に伴う 

設置許可基準規則第二十九条（工場等周辺における直接ガンマ線等からの防護）

への影響について 

 

1．周辺監視区域変更の影響 

今回，周辺監視区域が変更される国道 245 号線からの進入道路入口付近に

ついては，平常時の直接線量及びスカイシャイン線量の評価地点を設定して

いる。今回の周辺監視区域境界の変更後の各建屋からの距離は表 1 のとおり

であり，過去の線量評価に用いた評価距離はそれ以下となっており，線量評

価結果への影響はない。 

 

表 1 各建屋の評価距離及び周辺監視区域変更後の距離の比較 

発電所 建屋名 
線量評価値※１ 

（μGy／年） 

評価距離 

（m） 

周辺監視区

域変更後の

距離（m） 

東海第二 

発電所 

原子炉建屋 ＜0.1 500 503 

タービン建屋 13 450 455 

廃棄物処理建屋 ＜0.1 580 585 

固体廃棄物貯蔵庫Ａ 0.1 600 631 

固体廃棄物貯蔵庫Ｂ 0.5 600 617 

使用済燃料乾式貯蔵建屋 1.5 550 552 

給水加熱器保管庫 ＜0.1 700 700 

固体廃棄物作業建屋 0.5 630 648 

合 計 16 － － 

評価基準値 50 － － 

（参考）東海発電所 7※２ 660 678 

※１：固体廃棄物作業建屋の工事計画認可申請書より引用した。評価地点については

図 1 を参照 

※２：固体廃棄物作業建屋の工事計画認可申請書では 3μGy／年であるが，最新の廃止

措置計画認可申請書の値を記載した。 
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図１ 評価地点図 

 

2．コンクリート密度変更の影響 

1．に示す評価対象建屋において，今回のコンクリート密度変更の影響を受

けるのは，原子炉建屋，タービン建屋である。 

原子炉建屋について，コンクリート密度を 2.23g／cm３から 2.00 g／cm３と

した場合の直接線量及びスカイシャイン線量を簡易計算すると，＜0.1μGy／

年で変化はない。 

タービン建屋について，コンクリート密度を 2.23g／cm３から 2.00 g／cm３

とした場合の直接線量及びスカイシャイン線量を簡易計算すると，約 21μGy

／年で合計値については 24μGy／年となるが，東海発電所分を加算しても基

準値である 50μGy／年は満足している。 
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なお，これまでの運転中の建屋内外の定期的な線量率の測定結果，従事者

の被ばく線量の確認により，遮蔽能力を有することを実測値で確認されてい

るため改めて詳細評価は行わない。 

 

以上 
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参考資料 2 

被ばく評価に用いた気象資料の代表性 

 

1．はじめに 

新規制基準適合性に係る設置変更許可申請に当たっては，東海第二発電所敷

地内で 2005 年度に観測された風向，風速等を用いて線量評価を行っている。

本補足資料では，2005 年度の気象データを用いて線量評価することの妥当性

について説明する。 

 

2．設置変更許可申請において 2005 年度の気象データを用いた理由 

 線量評価には「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針」（以下，気

象指針という。）に基づき統計処理された気象データを用いる。また，気象デ

ータのほかに放射性物質の放出量，排気筒高さ等のプラントデータ，評価点ま

での距離，排気筒有効高さ（風洞実験結果）等のデータが必要となる。 

 設置変更許可申請における線量評価については，原子炉熱出力向上の検討の

一環で準備していた，敷地の気象の代表性が確認された 2005 年度の気象デー

タを用いた風洞実験結果※を用いている。 

 新規制基準適合性に係る設置変更許可申請に当り，添付書類十に新たに追加

された炉心損傷防止対策の有効性評価で，格納容器圧力逃がし装置を使用する

場合の敷地境界における実効線量の評価が必要となった。その際，添付書類六

に記載している 1981 年度の気象データの代表性について，申請準備時点の最

新気象データを用いて確認したところ，代表性が確認できなかった。このた

め，平常時線量評価用の風洞実験結果が整備されている 2005 年度の気象デー

タについて，申請時点での最新気象データにて代表性を確認した上で，安全解

析に用いる気象条件として適用することにした。これに伴い，添付書類九（通
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常運転時の線量評価），添付書類十（設計基準事故時の線量評価）の安全解析

にも適用し，評価を見直すこととした。 

※： 風洞実験は平常時，事故時の放出源高さで平地実験，模型実験を行い排

気筒の有効高さを求めている。平常時の放出源高さの設定に当たっては，

吹上げ高さを考慮しており，吹上げ高さの計算に 2005 年度の気象データ

（風向別風速逆数の平均）を用いている。 

これは，2011 年 3 月以前，東海第二発電所において，次のように 2005

年度の気象データを用いて原子炉熱出力の向上について検討していたこ

とによる。 

原子炉熱出力向上に伴い添付書類九の通常運転時の線量評価条件が変更

になること（主蒸気流量の 5％増による冷却材中のよう素濃度減少によ

り，換気系からの気体状よう素放出量の減少等，別紙 1 参照），また，南

南東方向（常陸那珂火力発電所方向），北東方向（海岸方向）の線量評価

地点の追加も必要であったことから，中立の大気安定度の気流条件での

風洞実験を新たに規定した「（社）日本原子力学会標準 発電用原子炉施

設の安全解析における放出源の有効高さを求めるための風洞実験実施基

準：2003」に基づき，使用済燃料乾式貯蔵建屋，固体廃棄物作業建屋等

の当初の風洞実験（1982 年）以降に増設された建屋も反映し，2005 年度

の気象データを用いて風洞実験(別紙 2 参照)を実施した。 

 

3．2005 年度の気象データを用いて線量評価することの妥当性 

 線量評価に用いる気象データについては，気象指針に従い統計処理された 1

年間の気象データを使用している。気象指針（参考参照）では，その年の気象

がとくに異常であるか否かを最寄の気象官署の気象資料を用いて調査すること

が望ましいとしている。 
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 以上のことから，2005 年度の気象データを用いることの妥当性を最新の気

象データと比較し，以下の(1)(2)について確認する。 

(1) 想定事故時の線量計算に用いる相対濃度 

(2) 異常年検定 

 

4．想定事故時の線量計算に用いる相対濃度と異常年検定の評価結果 

（1）想定事故時の線量計算に用いる相対濃度の最新の気象との比較 

想定事故時の線量計算に用いる相対濃度について，線量評価に用いる気象

（2005 年度）と最新の気象（2015 年度）との比較を行った。その結果，2005

年度気象での相対濃度※は 2.01×10－６s／m３，2015 年度気象では 2.04×10－６

s／m３である。2005 年度に対し 2015 年度の相対濃度は約 1％の増加（気象指

針に記載の相対濃度の年変動の範囲 30％以内）であり，2005 年度の気象デー

タに特異性はない。 

※：排気筒放出における各方位の 1 時間毎の気象データを用いた年間の相対濃

度を小さい方から累積し，その累積頻度が 97％に当たる相対濃度を算出

し，各方位の最大値を比較 

（2）異常年検定 

a．検定に用いた観測記録 

検定に用いた観測記録は第 1-2-1 表のとおりである。 

なお，参考として，最寄の気象官署（水戸地方気象台，小名浜特別地域気象

観測所）の観測記録についても使用した。 

 

 

 

 

参考2-3



 

第 1-2-1 表 検定に用いた観測記録 

検定年 統計年※1 観測地点※2 

2005 年
度： 

2005 年 4
月 
～ 

2006 年 3
月 

① 2001 年 4 月～2013 年 3 月 
（申請時最新 10 年の気象データ） 

・敷地内観測地点 
（地上高
10m,81m,140m） 

② 2004 年 4 月～2016 年 3 月 
（最新 10 年の気象データ） 

・敷地内観測地点 
（地上高
10m,81m,140m） 
 
＜参考＞ 
・水戸地方気象台 
・小名浜特別地域気象

観測所 

※1：2006 年度は気象データの欠測率が高いため統計年から除外 

※2：敷地内観測地点地上 81m は東海発電所の排気筒付近のデータであ

るが，気象の特異性を確認するため評価 

b．検定方法 

不良標本の棄却検定に関するＦ分布検定の手順により異常年検定を行

った（別紙 3 参照）。 

c．検定結果（①～⑯ 棄却検定表参照） 

検定結果は第 1-2-2 表のとおりであり，最新の気象データ（2004 年 4

月～2016 年 3 月）を用いた場合でも，有意水準（危険率）5％での棄却

数は少なく，有意な増加はない。また，最寄の気象官署の気象データに

おいても，有意水準（危険率）5％での棄却数は少なく，2005 年度の気

象データは異常年とは判断されない。 
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第 1-2-2 表 検定結果 

検定年 統計年※1 

棄却数 

敷地内観測地点 参 考 

地上高

10m 

地上高 

81m※2 

地上高 

140m 

水戸地方

気象台 

小名浜特

別地域気

象観測所

2005 年
度  

①  1 個 0 個 3 個 － － 

②  3 個 1 個 4 個 1 個 3 個 

※1：①：2001 年 4 月～2013 年 3 月（申請時最新 10 年の気象データ） 

②：2004 年 4 月～2016 年 3 月（最新 10 年の気象データ） 

2006 年度は気象データの欠測率が高いため統計年から除外 

※2：敷地内観測地点地上 81m は東海発電所の排気筒付近のデータである

が，気象の特異性を確認するため評価 

 

5．異常年検定による棄却項目の線量評価に与える影響 

  異常年検定については，風向別出現頻度 17 項目，風速階級別出現頻度 10

項目についてそれぞれ検定を行っている。 

線量評価に用いる気象（2005 年度）を最新の気象データ（2004 年 4 月～

2016 年 3 月）にて検定した結果，最大の棄却数は地上高 140m の観測地点で

27 項目中 4 個であった。棄却された項目について着目すると，棄却された

項目は全て風向別出現頻度であり，その方位はＥＮＥ，Ｅ，ＥＳＥ，ＳＳＷ

である。 

  ここで，最新の気象データを用いた場合の線量評価への影響を確認するた

参考2-5



め，棄却された各風向の相対濃度について，2005 年度と 2015 年度を第 1-2-

3 表のとおり比較した。 

  ＥＮＥ，Ｅ，ＥＳＥについては 2005 年度に対し 2015 年度は 0.5～0.9 倍

程度の相対濃度となり，2005 年度での評価は保守的な評価となっており，

線量評価結果への影響を与えない。なお，ＳＳＷについては 2005 年度に対

し 2015 年度は約 1.1 倍の相対濃度とほぼ同等であり，また，ＳＳＷは頻度

が比較的低く相対濃度の最大方位とはならないため線量評価への影響はな

い。  

 

第 1-2-3 表 棄却された各風向の相対濃度の比較結果 

風向 
相対濃度※（s／m３） 

（2005 年度）：Ａ 

相対濃度※（s／m３） 

（2015 年度）：Ｂ 
比（Ｂ／Ａ） 

ＥＮＥ 1.456×10－６ 1.258×10－６ 0.864 

Ｅ 1.982×10－６ 1.010×10－６ 0.510 

ＥＳＥ 1.810×10－６ 1.062×10－６ 0.587 

ＳＳＷ 1.265×10－６ 1.421×10－６ 1.123 

※：燃料集合体落下事故を想定した排気筒放出における，各方位の 1 時間

毎の気象データを用いた年間の相対濃度を小さい方から累積し，その

累積頻度が 97％に当たる相対濃度を算出 

 

6．結 論 

  2005 年度の気象データを用いることの妥当性を最新の気象データとの比

較により評価した結果は以下のとおり。 

（1）想定事故時の線量計算に用いる相対濃度について，線量評価に用いる気

象（2005 年度）と最新の気象（2015 年度）での計算結果について比較を行
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った結果，気象指針に記載されている相対濃度の年変動（30％以内）の範

囲に収まり，2005 年度の気象データに特異性はない。 

（2）2005 年度の気象データについて申請時の最新気象データ（2001 年 4 月～

2013 年 3 月）及び最新気象データ（2004 年 4 月～2016 年 3 月）で異常年検

定を行った結果，棄却数は少なく，有意な増加はない。また，気象指針に

て調査することが推奨されている最寄の気象官署の気象データにおいて

も，2005 年度の気象データは棄却数は少なく，異常年とは判断されない。 

（3）異常年検定にて棄却された風向の相対濃度については，最新気象データ

と比べて保守的，あるいは，ほぼ同等となっており，線量評価結果への影

響を与えない。 

以上より，2005 年度の気象データを線量評価に用いることは妥当であ

る。 
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（参考） 

 

「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針」の解説 X.での記載 

 

1．気象現象の年変動 

気象現象は，ほぼ1年周期でくり返されているが，年による変動も存

在する。このため，想定事故時の線量計算に用いる相対濃度について

その年変動を比較的長期にわたって調査してみると，相対濃度の平均

値に対する各年の相対濃度の偏差の比は，30％以内であった。 

このことから，1年間の気象資料にもとづく解析結果は，気象現象の

年変動に伴って変動するものの，その程度はさほど大きくないので，

まず，1年間の気象資料を用いて解析することとした。 

その場合には，その年がとくに異常な年であるか否かを最寄の気象

官署の気象資料を用いて調査することが望ましい。また，2 年以上の気

象資料が存在する場合には，これを有効に利用することが望ましい。 
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別紙 1 

平常時の気体状よう素放出量について 

 

 平常時の気体状よう素放出量の主要な放出経路である換気系からの放射性よ

う素放出量は，「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量月標値に対する評価指

針」に基づき，換気系の漏えい係数に冷却材中の放射性よう素濃度を乗じて求

めている。 

 一方，冷却材中の放射性よう素濃度は，次式により求めている。例えば，こ

こで主蒸気流量ＦＳが増加した場合γが増加するため，放射性よう素濃度は減

少する。 Ii = 2.47・f・Yi・   .  
  =    (  +  +  ) 

Ｉi:核種 i の炉心燃料からの漏えい率（Bq／s) 
ｆ :全希ガス漏えい率（1.11×10１０） 
Ｙi:核種 i の核分裂収率（％） 
λi:核種 i の崩壊定数（s－１） 
Ａi:核種 i の冷却材中濃度（Bq／g) 
Ｍ :冷却材保有量（g） 
β :原子炉冷却材浄化系のよう素除去率（s－１） 

β =  1  1   ・     

 
ＤＦ:原子炉冷却材浄化系の除染係数 
ＦＣ:原子炉冷却材浄化系流量（g／s) 
γ :よう素の主蒸気への移行率（s－１） 

γ = CF・     

 
ＣＦ:よう素の主蒸気中への移行割合 
ＦＳ:主蒸気流量（g／s) 

 前述の換気系の漏えい係数は変わらないため，放射性よう素濃度の減少に伴

い気体状よう素放出量は減少する。 

  

参考2-17



別紙 2 

東海第二発電所風洞実験結果の概要について 

 

風洞実験結果は，参考文献「東海第二発電所大気拡散風洞実験報告書」（平

成 25 年 12 月，三菱重工業株式会社）で公開している。風洞実験結果の概要を

以下に示す。 

なお，風洞実験は「（社）日本原子力学会標準 発電用原子炉施設の安全解

析における放出源の有効高さを求めるための風洞実験実施基準」（2003 年 6

月，社団法人 日本原子力学会）に基づき実施している。 

1. 実験手順 

（１）大気安定度で中立（Ｃ～Ｄ）に相当する条件になるように風洞実験装置

(図 1 参照)内の気流（風速分布，乱流強度分布）を調整する（図 2 参

照）。 

（２）排気筒有効高さを決定するためのスケールを作成するため，風洞実験装

置内に縮尺模型を入れないで高度を変えて模型排気筒からトレーサガス

（ＣＨ４）を放出し，地表濃度を測定する平地実験を実施する（図 3 参

照）。 

（３）風洞実験装置内に縮尺模型（1／2,000，風下 10Km）を入れ，所定の高

度の模型排気筒からトレーサガスを放出し，地表濃度を測定する模型実

験を行い平地実験結果と照合し，排気筒源有効高さを求める（図 4 参

照）。これにより，建屋，地形の大気拡散に及ぼす影響を把握する。 
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図 1 風洞実験装置 
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2. 放出源高さ 

 放出源高さは，事故時は通常の換気系は運転されないと想定し，排気筒実高

Ｈ01=Ｈs，平常時は換気系の運転による吹上げ効果を考慮し，次式のように排

気筒実高に吹上げ高さを加えた放出高さＨ02とする。ここで，1/Ｕには，2005

年度の気象データを用いた。表１に風洞実験の放出源高さを示す。 

    Ｈ02＝Ｈs＋3.0×Ｄ×Ｗ×1／Ｕ 
         Ｈs ：排気筒実高（m） 
         Ｄ ：排気筒出口の内径（m） 
         Ｗ ：吹出し速度（m／s） 
        1/Ｕ ：風速逆数の平均（s／m） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表１ 放出源高さ
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3. 排気筒有効高さ 

縮尺模型を入れない平地実験と縮尺模型を入れた模型実験（平常時及び事故

時）の結果から，図 4 のように求めた排気筒有効高さを表 2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）放出源高さが同じ事故時の排気筒有効高さを比較すると，1987 年の風洞実験の 80
～110m に対し，今回は 95～115m と高く評価されている。これは，今回の風洞実験
では中立の大気安定度を再現(C～D)したしたため，気流の乱れが大きくなり，建屋
により生じる気流の乱れの影響が相対的に小さくなっているためと推定される。前
回は，D～E の大気安定度に相当する気流の乱れであり，建屋で生じる気流の乱れが
大きく作用して煙が地上付近に降下し易くなる傾向がある。  

表 2 排気筒有効高さ
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 *1 野外の相当高さで 400m までは風速分布，乱れ分布を再現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 *2 鉛直方向拡散幅は大気安定度が中立に相当する値( ～Ｄ)になっている。水平方向

拡散幅もほぼ大気安定度が中立に相当する値( ～Ｄ)になっている。 

図 2  気流条件調整結果 
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図 3 平地実験結果  

注)プロットがないカーブ
は，実験結果から内挿し
て求めている。 
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図 4 排気筒有効高さの求め方（風向：Ｎ，平常時の例） 

評価距離以遠で最小
と評価される放出源
高さを排気筒有効高
さとする 
⇒210m 
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別紙 3 

異常年検定法の概要について 

 Ｆ分布検定の手順により異常年検定を行った。 

この検定方法は，正規分布をなす母集団から取り出した標本のうち，不良標

本と見られるものを X０(検定年)，その他のものを X１，X２，X３，…Xi，…Xn(比

較年)とした場合，X０を除く他のｎ個の標本の平均をX =    /     として，標本

の分散から見て X０と  との差が有意ならば X０を棄却とする方法である。検定手

順を以下に示す。 

（１） 仮説:不良標本 X0 と他の標本（その平均値）   との間に有意な差はない

とする。 

  :   =   (  =    /     ) 
（２） 分散比 F0を計算する。 

  = (  1)(     ) ( + 1)   

  =  (     ) /       

（３） 検定年は 1 年，比較年は 10 年，有意水準（危険率）は 5％として，Ｆ分

布表の F 境界値（   (0.05) = 5.12）を求める。 

（４） F0 と F 境界値を比較して，F0＜F 境界値であれば仮説は採択する。具体

的には，次のように棄却限界の上限値と下限値を求め，その範囲に検定

年 X0が収まっているかを確認して検定している。 
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参考資料 3 

 

設計基準事故時等の周辺監視区域の変更に伴う線量評価への影響について 

 

 設計基準事故時及び重大事故に至るおそれがある事故について別紙 1 に示す

周辺監視区域の変更に伴う線量評価への影響を確認した。 

その結果，本文十号及び添付書類十に記載のある線量評価結果に影響がない

ことを以下のとおり確認した。 

1．設計基準事故の線量評価への影響の確認 

設計基準事故の線量評価点を別紙 2 及び別紙 3 に示す。設計基準事故にお

いて周辺監視区域の変更による非居住区域境界の線量評価点までの距離に影

響があるのは，日本原子力研究開発機構の国道 245 号線沿い（ＳＷ方位）の

線量評価点であるが，線量が最大となる方位に変更はないため本文十号及び

添付書類十に記載している線量評価結果は変わらない。 

なお，東海第二発電所進入道路境界付近（ＷＮＷ方位）について，周辺監

視区域縮小による放出源中心からの非居住区域境界までの距離の変化を確認

したところ，第 1 表のとおり変更前後で距離の変化はわずかで現状の線量評

価点の代表性への影響はない。また，その他の周辺監視区域変更範囲につい

ては海側方位又は非居住区域境界ではない方位のため影響はない。 
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第 1 表 放出源中心から東海第二発電所進入道路境界付近までの距離 

事故事象 放出源 
周辺監視

区域設定 
距離 

近接する 

線量評価点の 

評価距離※ 

主蒸気管破断 タービン建屋 
変更前 506m 500m 

（ＷＮＷ方位） 変更後 504m 

主蒸気管破断 

以外の事故 
排気筒 

変更前 603m 600m 

（ＷＮＷ方位） 変更後 601m 

  ※線量評価に当たっては 1 桁目を切捨てした距離を設定 

 

2．重大事故に至るおそれがある事故 

重大事故に至るおそれがある事故の線量評価点を別紙 4 及び別紙 5 に示す。

重大事故に至るおそれがある事故において周辺監視区域の変更に伴い非居住

区域境界の線量評価点に影響があるのは，格納容器圧力逃がし装置によるベ

ントの評価では，東海第二発電所進入道路境界付近（ＷＮＷ方位）及び日本

原子力研究開発機構の国道 245 号線沿い（ＳＷ方位）の線量評価点であるが，

第 2 表のとおり評価距離の変更に伴う影響は小さく，最大線量（ＮＷ方位）

を下回ることを確認している。 

また，耐圧強化ベント系によるベントの評価では，日本原子力研究開発機

構の国道 245 号線沿い（ＳＷ方位）の線量評価点であるが，第 3 表のとおり

評価距離の変更に伴う影響は小さく，最大線量（Ｗ方位）を下回ることを確

認している。なお，東海第二発電所進入道路境界付近（ＷＮＷ方位）につい

ては，周辺監視区域縮小による放出源中心から非居住区域境界までの距離の

変化を確認したところ，第 4 表のとおり変更前後で距離に変更はなく，現状

の線量評価点の代表性に影響はない。また，その他の周辺監視区域変更範囲

については海側方位又は非居住区域境界ではない方位のため影響はない。 
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第 2 表 格納容器圧力逃がし装置によるベントの公衆の線量評価結果 

評価方位  評価距離※ 線 量 備 考 

ＮＷ － 600m 1.6×10－１ mSv 
線量が最大となる方位（本文

十号及び添付書類十記載値）

ＷＮＷ 
変更前 550m 1.2×10－１ mSv 

東二進入道路境界付近の線

量評価点 
変更後 540m 1.3×10－１ mSv 

ＳＷ 
変更前 1200m 1.3×10－１ mSv 日本原子力研究開発機構の

国道 245 号線沿いの線量評価

点 変更後 1190m 1.3×10－１ mSv 

※評価距離は，実測値の 1 桁目を切捨てした距離を設定している。 

 

第 3 表 耐圧強化ベント系によるベントの公衆の線量評価結果 

評価方位  評価距離※ 線 量 備 考 

Ｗ － 600m 6.2×10－１ mSv 
線量が最大となる方位（本文十

号及び添付書類十記載値） 

ＳＷ 
変更前 1300m 5.3×10－１ mSv 

日本原子力研究開発機構の国

道 245 号線沿いの線量評価点 
変更後 1280m 5.3×10－１ mSv 

※評価距離は，実測値の 1 桁目を切捨てした距離を設定している。 

 

第 4 表 放出源から東海第二発電所進入道路境界付近までの距離 

放出源  距離 

近接する 

線量評価点の 

評価距離※ 

耐圧強化ベント系

によるベント 

（排気筒放出） 

変更前 603m 
600m 

（ＷＮＷ方位） 
変更後 601m 

※評価距離は，実測値の 1 桁目を切捨てした距離を設定している。 
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東海第二発電所 周辺監視区域の変更について

変更前 変更後 備 考

a：波の影響を受けないように海岸沿いのフェンス

（周辺監視区域境界）の位置を後退。線量評価点

の追加。

b：波の影響を受けないように放水口付近のフェンス

（周辺監視区域境界）の位置を変更。（線量評価点

に影響なし）

c：波の影響を受けないように取水口付近のフェンス

（周辺監視区域境界）の位置を変更。（線量評価点

に影響なし）

d：高台部分（JAEA の土地）を東二敷地に変更する

ことによる敷地境界の変更に伴う周辺監視区域境

界の変更。（線量評価点の評価距離の変更（SW 方

位 460m→430m）） 

e：国道 245 号線拡幅工事に伴う発電所入口の変更に

伴う横断歩道設置による周辺監視区域境界の変更

（数 m の位置変更のため図面上の変更はなし。線

量評価点に影響なし）

f ：国道 245 号線拡幅工事による日本原子力研究開

発機構の周辺監視区域境界の変更（線量評価点の

評価距離の変更（ＳＷ方位 1300ｍ→1280ｍ）） 

別紙 1 
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